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第 1 部 

序章 ふたりの物語 
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0-1 グループホームで暮らすようになったユウキさん 
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0-2 短期入所と自宅の 2つの拠点で暮らすサチエさん 
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 ◘♅◄↕╪│⁸⸗♦ꜟ╩⅔ ™⇔≡⅛╠ ╙№╡⁸╕∏│ ─ ⅜ ≤⌂

╢ ⁸ ◘ⱴꜞכ╩ ∟ ∫√◔▪ ≢ ⅜ ∆╢↓≤⌐╟╡⁸₈ ↔

⇔√ ─∕─ ─ ™₉⌐ ╡ ℮↓≤⅜≢⅝╕⇔√⁹╕√⁸ ─ ╙ⱪ꜡☺

▼◒♩╩ ⇔≡ ⇔∏≈ ⇔≡™⅝╕⇔√⁹ 
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0-3 重症心身障害者とは                  

～本プロジェクトの対象となる重症心身障害～ 

 

↓─ⱪ꜡☺▼◒♩╩ ∆╢⌐№√╡⁸₈ ₉⌐≈™≡⁸∕─ ╩ⱷfi

Ᵽכ≢ ⇔╕⇔√⁹ 

 ⌐│⁸ ≤™℮ ⅜™≈⅛╠ ╕∫√⅛│ ≢│⌂ↄ⁸∕─

╩⁸ │ ⌐│ ⇔≡™╕∑╪⁹ 

 ⌐₈ ₉⅜ ⌐ ≠ↄ ≤⌂╡⁸ ⌐│⁸₈

₉( : )⌐╟╢╙─≤⁸₈ ─ ₉

( ☿fi♃כ )─ ⅜ ↄ ™╠╣≡⅝╕⇔√⁹∕⇔≡⁸

⌐ ╢↓╤⅛╠⁸₈ ה ₉( )⅜ ⌐

≠↑╠╣╢╟℮⌐⌂╡╕⇔√⁹ 

 ↓─ⱪ꜡☺▼◒♩≢│⁸₈ ─ ₉╩ ⌐⁸ 0-4-1─ 1 4⌐ ∆╢ ─

≤ ─ ╩ ∑ ≈≤≤╙⌐⁸ ◔▪╩ ≤∆╢ ⌐≈™≡⁸

╩ ╘╢↓≤≤⇔╕⇔√⁹ 

 

 

                

( 0- 4- 1  
(IQ) 

80  

 

21 22 23 24 25 70  

20 13 14 15 16 50  

19 12 7 8 9 35  

18 11 6 3 4 20  

17 10 5 2 1 
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0-5 この冊子について 

 

 ↓─ │⁸ ─₈ ה ◔▪ ה ₉

◔▪ ⁸₈ ה ─ ה ה ₉

≤™℮ 2≈─ ⅛╠⁸ ─ⱪ꜡☿☻↔≤⌐≥─╟℮⌂ ╩ ∫≡™↑┌™™─

⅛⌐≈™≡●▬♪╩ ⇔╕⇔√⁹≥─ ╙⁸↓╣╕≢ꜚ►◐↕╪≤◘♅◄↕╪─ ⌐

╡ ™⁸ ₁⌂ ⅜⁸ ⌐│ ™⁸ ⌐│ ┘ ™⁸ ─ ⅛╠ ╖ ↕

╣√╙─≢∆⁹ 

 ↓─№≤ 1 ⅛╠│⁸₈ ה ╢∆♩כ♃☻╠⅛ ₉⁸ 2 ≢

│₈ ה ⌐ ╘╠╣╢ ₉⁸ 3 ≢│₈ ⌐ ╘╠╣

╢ ₉⁸ 4 │₈ ⌐ ╘╠╣╢ ₉≤⁸ ─ⱪ꜡☿☻↔≤⌐ ⌂

╩╕≤╘╕∆⁹╕√ 5 ≢│⁸₈ ╩ ∆ ─ ה ─ ₉

≤ ⇔≡⁸ ⱪ꜡☺▼◒♩⅜↓╣╕≢ ╡ ╪≢⅝√

⌐ ∆╢▪ⱪ꜡⁹∆╕╘≥╕≡™≈⌐♅כ 

 ─ ⅜⁸₈ ─№╢ ⅜ ≢ ╠∆√╘⌐ ⌂ ₉─ ≢

∆⁹↓─ │⁸ 0- 5- 1─╟℮⌐ ∆↓≤⅜≢⅝╕∆⁹ 

 6 ה 7 ≢ⱴכ♥─≈⁸2│ ╩ ∫√ ╩ ⇔╕⇔√⁹ 6 │₈

√∟⌐≤∫≡₈ ₉≤│ ⅛ ₉≢∆⁹ ─ │↓╣╕≢╙ ↕╣≡⅝╕⇔√

⅜⁸⸗♦ꜟ ╩ ∂≡₈╟╡ ⌐ ╩∆╢₉ ╩ ∂≡⁸ ─ ╛ ─ ≤

╩ ╡ ∫≡ ╩ ╘╢℮ⅎ≢─ ⁸ ⁸ ⌐≈™≡ ⅜ ╦╣≡™╕∆⁹

╕√ 7 │₈ ─ ┘∕─ ─ ⌐ⱴכ♥╩₉⅛⅝═╢№℮≤│≥

⇔ ∫√ ╩ ⇔╕⇔√⁹ ⸗♦ꜟ ≢│⁸₈ ─ ╖ ╡₉≤™℮ ╩

∫≡™╕⇔√⁹╕√∕─ ⁸ ⌂≥≢│₈ ₉≤™℮ ╙ ™╠╣≡™╕∆⁹

√∟│⸗♦ꜟ ─ ⅛╠⁸₈ ₉≤™℮ ╩ ™ ╘╕⇔√⁹

≢│⁸ ─ ╩≥─╟℮⌐ ∆╢─⅛⁸≥─╟℮⌐ ╩ ∆╢─⅛⁸∕╙∕╙
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₈ ₉∆╢↓≤⅜≢⅝╢─⅛⌂≥⁸ ─ ⅛╠ ╠╣√ ₁⌂ ⅜№╡╕⇔√⁹ 

 8 ≢│⁸₈ ─№╢ ≢ⱶכ♅╩ ⅎ╢√╘⌐₉≤™℮♥כⱴ≢⁸

ה ⅜ ╦╢ ─№╢ ─ ⱶכ♅⁸≡™≈⌐ ╛

≤™℮ ╡ ≢≥─╟℮⌂ ⅜ ⌂─⅛⌐≈™≡ ═╕∆⁹ 

 ⌐⁸ ≤⇔≡⁸↓─╟℮⌂ⱪ꜡☺▼◒♩≢ ₁⌂ ╩ ™⁸ ╩ ∆

╢ ≤∕─ ⌐≈™≡⁸╕≤╘≡™╕∆⁹ 
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【図 0-5-1 重症心身障害のある人が地域で暮らすために必要な取組】 

段階 地域ケア体制構築 

に向けた取組 

本人・家族の 

意思形成支援の取組 

入
院
中
・
入
所
中 

① 退院・退所する方の 医療・障

害の状況を把握する 
① 本人や家族の意向を把握する 

② 地域生活に必要な課題の見立

てと サービス資源の網羅的リ

ストアップ 

② 退院・退所に向けたカンファレ

ンス 

③ 地域生活を支える医療との 連

携のイメージを確立する 
③ サービス担当者会議の開催 

移
行
後
初
期 

④ 介護職員の行う医療的ケアの 

内容を明確にする 

④ 意思形成支援のための 共通ツ

ールの開発・活用 

⑤ 役割分担の共通理解を行う 

⑤ 本人や家族の合図やサインを見

逃さず、 想いに寄り添う 

⑥ 「何かあったら」を具体的に

検討する 

⑦ 家庭での手技と介護職員の手

技との 違いに留意する 

移
行
後 

安
定
期 

⑧ 地域のかかりつけ医体制の構

築を進める ⑥ 本人の意思形成支援への 比重

を高める ⑨ ケア会議は必要な時に 必要な

だけ行うようにする 

体
調
不
安
定
期 

⑩ 体調の変化を気軽に相談でき

る場所を 確保しておく 

 

⑪ ケア会議の場で体調不安定時

の留意点を 確認しておく 

⑫ 緊急対応マニュアルを整備し 

共有しておく 

 

地域を耕す取組 
ᵑ ─ ╩ ∆╢ 

ᵒ ─ ⌐ ↑√⸗♦ꜟ╩ ∆ 

ᵓ ◔▪ ─√╘─  

ᵔ ♬כ☼╩ ╩☼כ♬⁸⇔ ╡ ∆ 

ᵕ √⌂ ≤─ ┘≈⅝─  

ᵖ ₈ ≢ ╠∆√╘─ ₉⌐≈™≡ ┬ ╩ ↑╢ 

 

地
域
を
耕
す
取
り
組
み 
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第 1 章 入院中・入所中からスタートする 

地域移行支援 
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地域ケア体制構築① 

1-1 退院・退所する方の医療・障害の状況を把握する 

 

⅜ ╛ ⅛╠ ה ∆╢ ⌐│⁸ ה ─

≤⌂╢ ─ כ◌כ꞉ꜟꜗ◦כ♁ MSW ⌂≥─ ⅜⁸ ─ ≤⌂╢

⌐ ╩ ∆╢√╘⌐⁸ ─ ╛ ⌐ ∆╢ ╩ ⇔≡⅔ↄ ⅜

№╡╕∆⁹ 

 

●●療養介護施設から退所を例にすると…●● 

 ⅛╠─ ─ ⌐│⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⌂≥ ⌐ ╦

╢ ≢⁸ ╛ ─ ╩ ⅝⌂⅜╠⁸╕√ ─ ╛ ─ ╩ ⇔⌂⅜

╠⁸ ╩ ╘╢↓≤≤⌂╡╕∆⁹ 

 ╕∏⁸ ╛ ─ ─ ╛⁸ ─≤⌂☻ⱦכ◘─ ─ ╩ ╕ⅎ⁸ ─

⅜ ∫√⅛≥℮⅛∕─ ⇔ ™⁸ ⇔ ™⌂⅜╠ ─ ╩ ╘╕∆⁹ 

 ∕─ ⁸ ─ ה ☻♃♇ⱨ≤♁כ◦ꜗꜟ꞉כ◌כ⌂≥─ │ ╩

™╕∆⁹ ≢│⁸ ─ ◔▪─ ⁸ ─ ╩ ⌐ ∆╢⌂≥⁸

─ ─ ─√╘─ ╩ ╡⁸ ╩ ╘╕∆⁹ ⁸ ⌂≥│⁸

⌐≥↓⌐ ╖√™─⅛╩ ה ⌐ ⇔⁸ ≤⌂╢ ─ ⌐

╩⇔╕∆⁹ 

  ╩ ↑√ ─ │⁸ ≤ ╩ ╡⁸ ╩ ╡⁸

⌐ →╕∆⁹ │⁸ ─ ╛ ≤ ╩ ╡≈≈⁸

▬fi♥כ◒⌐ ↑√ ╩ ╘╕∆⁹ 
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 ─ │⁸ ה ה ה ה ה ה

ה ה ה ה ⌐╦√╡╕∆⁹ ⌐╟

─☻ⱦכ◘≡∫ ╛ ⅜ ⌂╢─≢ ⅜ ≢∆⁹ ─ ╙ ∆╢ ⅜

№╡╕∆⁹ 

  │ ה ╛ ─ ≤ ╩ ╡⌂⅜╠⁸

─ ╙ ⅎ≡ ⌐ ↑√◌fiⱨ□꜠fi☻╩ ⇔╕∆⁹◌fiⱨ□꜠fi☻≢│

≤≤╙⌐⁸ ╛ⱶכ♅ ⅛╠ ─ ╛ ⌐⅔↑╢ ╩

⇔╕∆⁹ 

∕─ ⅜ ╕╡ ⌐ ∆╢ ⌐│⁸ ⌂≥ ─ ⅜ ≤⌂∫

≡ ⌂≥╩ ⇔╕∆⁹ 

 

 

【医療機関・入所施設側の支援ポイント】 

 
 

ü ╛ ─ │⁸ ⅜ ה ⇔⁸ ⅜ ⇔√─∟

⌐│⁸ ┼─ ─▬ⱷכ☺╩ ∫≡╙╠℮╟℮⌂ ╩ ™⁸ ⌐ ╣≡

─ ⌐≈™≡ ⅎ╢↓≤╩ ⇔≡ ∆╢↓≤⅜ ≢∆⁹ 
 

ü ─ ╩ ⇔ ⅜ ─▬ⱷכ☺╩ ≈√╘⌐│⁸ ╩ ╡ ∆⌂≥⁸

─ ╩№╢ ─ ╩⅛↑≡ ℮↓≤⅜ ≢∆⁹ 
 

ü ╛ ─ │⁸ ╙ ⌐ ∂≡ ─ ╛ ⌐ ◔

▪─▪♪Ᵽ▬☻╩⇔√╡⁸ ╩ ⌐ ⇔√╡∆╢⌂≥⁸ ≤ ╩

≤╢↓≤⅜ ≢∆⁹ 
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本人の想いを感じ取ることで 

情報共有の「軸」ができる 

 

ה ─ ⅜ ≢ ∆╢√╘⌐│⁸ ─ │

⌂╙─≤⌂╡╕∆⁹∕─√╘⌐│⁸ ⅜ ⌐ ╪≢™╢ ╩

∏ │ ⅎ⌂↑╣┌⌂╡╕∑╪⁹ 

◘♅◄↕╪│⁸ ⅛╠ ╛ ╩ ╡ ⇔≡™╕⇔

√⁹ ⌐ ╦∑≡ ╩∆╢⌂≥⁸ ─ ╦╡⅜≤≡╙ ↄ⁸

∞↑╩ ⅎ╢≤ ⇔≡ ⇔≡™╢≤│ ⅎ╕∑╪≢⇔√⁹ 

∕─╟℮⌂ ─ ≢⁸⌂− ≢─ ⌐≈⌂→╢↓≤⅜≢⅝√─

≢⇔╞℮⅛  

∕╣│⁸ ◘♅◄↕╪⅜ ╠⇔≡™√ ≢─ ─ ╩

⅜ ⌐ ⇔≡™√↓≤╛⁸ ╦╡─ ≢◘♅◄↕╪─ ⌂≥⅛

╠ ∂ ╡⁸∕─↓≤╩ ⅜ ⇔√↓≤≢ ─ ⌐≈⌂⅜∫

≡™╕∆⁹  

↓─╟℮⌐ ─ ™╩ ∂ ╢↓≤≢⁸ ∆╢₈ ₉⅜

╕∆⁹∕─ ™╩≥─╟℮⌐ ⌐∆╢⅛⅜ ⌐ ╘╠╣╕∆⁹ 

╙∟╤╪⁸◘♅◄↕╪ ≤ ┼─ ╙ ⇔≡™╕∆⁹₈⅔

⌐ ╤℮⅛ ₉─ ™⅛↑⌐ ∑√◘♅◄↕╪─ │ ╣╠╣╕∑

╪⁹₈◘♅◄↕╪⅜ ╡√™∫≡╖╪⌂⌐ ⅎ╢⅛╠⌡₉∕℮ ⅎ╢

≤⁸ ╩ ⅛∑≡ ≢ ⅎ≡ↄ╣╕⇔√⁹ 
 

 

 

 

 

 

家に帰りたい！！ 
 

◘♅◄↕╪─ ∟│ ╦╡╕∑╪⁹ ה ╩ ╡ ⇔

⌂⅜╠╙↓─ ∟∞↑│⁸│∫⅝╡⇔≡™╕∆⁹ₐ ╣╢─⅛

⌂╪⧵ₑההה⌂ ⌂ ⅜ ≢⇔√⁹ 

₈◘♅◄↕╪⅜ ╡√™∫≡╖╪⌂⌐ ⅎ╢⅛╠⌡₉∕℮ ⅎ╢≤⁸

╩ ⅛∑≡ ≢ ⅎ≡ↄ╣╕⇔√⁹ 
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地域ケア体制構築② 

1-2 地域生活に必要な課題の見立てと 

サービス資源の網羅的リストアップ 

 

⌂≥≢─ ╩ ⌐⇔√ ⅛╠ ≢─ ⌐ ∆╢⌐№√╡⁸

─ ╩≥─╟℮⌐ ⅎ≡™ↄ⅛⁸ ⌐╟╢ ╛ ◔▪╩≥─╟℮⌐ ∫≡™ↄ⅛

⌂≥⅜ ≤⌂╡╕∆⁹╕∏│⁸↓╣╕≢ ╘√ ⅛╠ ─ ╩ ℮ ⌐ ≤⌂

╢ ╩ ⇔⁸ ⌐ ─≤⌂☻ⱦכ◘⌂ ≡╩ ™╕∆⁹ 

 ↓↓≢ ⇔⌂ↄ≡│⌂╠⌂™─│⁸ ╛☻ⱦכ◘─ ─ ⌐ ╦∑≡₈ ≡₉

╩ ℮─≢│⌂ↄ⁸╕∏│ ≤ ─ │╙∟╤╪⁸ ─ ≢ ≤∆╢

╩ ⇔⁸∕╣╩ ⌐ ⅎ≡⁸ ╩ ∆↓≤≢∆⁹ 

 

【地域生活へ向けた「見立て」のポイント】 

 
ü ⌐≈™≡⁸ ≢ ⇔≡™╢≤↓╤│⌂™⅛⁸≥╪⌂ ⅜ ⅛ 

ü ≥─╟℮⌂ ה ⅜ⱬ☻♩⅛ 

ü ≥─╟℮⌂ ◔▪⅜ ⌂─⅛ 

ü ─ ה ┼─◘ⱳכ♩ ⌐≈™≡⁸≥℮№╣┌╟™⅛ 

ü ≤ ─ ≥╪⌂ ⅜ ⅛  Ν⌂≥ 

 

 ₈ ≡₉╩ ╕ⅎ≡⁸ ה ─ ─√╘⌐ ⌂⁸ ─ ╛

─☻ⱦכ◘ ╩ ⌐ ⇔╕∆⁹∕─ ⁸ ╛ ☿fi♃כ ╛

┼─ ™ ╦∑╢↓≤─╒⅛⁸ ─☻ⱦכ◘─ ⌂≥⅜ꜞ☻♩▪♇ⱪ↕╣√

⅜№╣┌⁸ ה ⌐≤∫≡│╙∟╤╪─↓≤⁸↓╣⅛╠ ⌐ ╦╢ ⌐≤

∫≡╙▬ⱷכ☺⅜ ⅝╛∆ↄ⌂╢≢⇔╞℮⁹ 
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みんなと会えるのを楽しみにしているよ！ 

 

◘♅◄↕╪│⁸ ≢─⅔ ⅛↑╩≤≡╙ ⇔╖⌐⇔≡™╕

∆⁹₈ │≥↓⌐ ↄ─⅛⌂ ₉≤ⱫꜟⱤכ⅛ ⅛↑⌂⅜╠⁸ ≢

─ ⅎ╩ ∫≡™╢≤⁸ ↄ⌐ ⅎ─ ⁹∕─ ⌐ ⅜ ↄ

≤⁸◘♅◄↕╪│⁸ ⅜ ™√╟℮⌂ ⌐⌂╡╕∆⁹ ∕─

⅜ ≢⁸ⱫꜟⱤכ╙∕─ ⌐ ↕╣≡™╕∆⁹ 

  

生活介護ってどんなサービス？ 
 

─ ⇔≡⅝√ ⅜⁸ ⌐ ⌐

╦╢↓≤⌐⌂╡╕⇔√⁹∕─ ─ ⁸₈ ╛

≤™∫√ ⅜╦⅛╠⌂™⁸▬ⱷ₉™⌂⅛≈⅜☺כ≤ ⅜№╡╕⇔

√⁹ ╛☻ⱦכ◘▬♦─ │ ╖─ ≢∆⅜⁸ ∂

╙≢☻ⱦכ◘⌂℮╟ ⅜ ℮∞↑≢⁸ ╦╡⅜ ⇔ↄ ∂≡⇔╕℮

╙─≢∆⁹ ≢─ ╩ ╛⇔≡™ↄ√╘⌐│⁸∕╪⌂ ╩

♩♇꜠ⱨכꜞ√⇔≥∫╞∟╢⅝≢ №╣┌╟™⅛╙⇔╣╕∑╪⁹ 
 

 

 

◘♅◄↕╪│⁸ ⌐ ⁸ ─

≢⁸ ─☻ⱦכ◘ ╩ ⇔≡™╕∆⁹

─ ≤ ╩fiꜛ◦כ◄ꜞ◒꜠⌐ ⇔╪∞╡⁸⅔ ⌐ ∫≡ ↔⇔

╕∆⁹╕√⁸ ≢│ⱫꜟⱤכ⅜ ╛ ◔▪╩ ⇔╕∆⁹ 

≥∟╠╙ ⅜ ◔▪╩ ⇔≡™╕∆⅜⁸≢⅝╢╟℮⌐⌂╢

√╘⌐│ ⅜ ≢⇔√⁹ ⌐ ╢ ⁸ ─☻ⱦכ◘─ ∞

↑≢│⌂ↄ⁸∕↓⌐ ╦╢ ─ ╩ ⇔≡⅔ↄ↓≤⅜ ≢

∆⁹◘♅◄↕╪─ ╙⁸ ─ ◔▪─ ⅜ ╦╢╕≢⁸

⅜ ⇔≡™╕⇔√⁹ 
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地域ケア体制構築③ 

1-3 地域生活を支える医療との連携のイメージを確立する 

 

⌐⅔™≡≤╡╦↑ ◔▪─ ⌂ ─ ₁╩ ⅎ╢√╘─⁸ ≤

─ ⌐≈™≡ ⇔√™≤ ™╕∆⁹ 

【図 1-3-1 医療との連携イメージ】 

 

①介護職員 

 ─ ↄ≢ ⇔≡™╢─│ ≢∆⁹ ⌐ ∂≡ ╛ ⌂≥─◔▪

╙ ™⌂⅜╠ ⌐ ╦╡╕∆⁹∕─ ⁸ ─ ⇔─ ⌐╙₈ ⅛ ₉≤ ⅜ ↄ

⅜ ™─≢│⌂™≢⇔╞℮⅛⁹╕√ ⌂◔▪╩ⱬכ☻⌐⇔≡ ₁⌂ ╩ ⇔≡

™╕∆⁹ ≢ ╛ ◔▪⌐ ∆╢ ╙ ⅝™≤ ™╕∆⁹ ∞↑≢⌂ↄ⁸

Ι ─ ╗  本人 

• ⌂≥ ─  かかりつけ医 

• ─ ╩ ∫≡™╢ 

• ╛ │ ⌐╕∏  訪問看護師 

• ≢ ℮ ─ ⌂◔▪ 

• ─ ה ╩Ᵽ♇◒▪♇ⱪ 連携看護師 

• ─ ה╡╦  

• ⌐╟╢ ⌂◔▪ 介護職員 

• ─  

•30 ╣√  主治医 

⌐

ⅎ
╢

╖ 
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⌐≤∫≡ ╙ ⌂ ≢№╢ ╩ ⅜™⅛⌐Ᵽ♇◒▪♇ⱪ≢⅝╢⅛⅜

─ ⅝⌂ⱳ▬fi♩─ ≈≤ ⅎ╕∆⁹ 

②連携看護師 

 ≢│№╡╕∑╪⅜⁸ ⌐≤⌂ⱶכⱪⱱכꜟ◓╛ ∆╢ ⅜™╢ ⁸

ↄ⌐™╢ ⅜™╢↓≤≢ ∞≤ ™╕∆⁹ ⌐™╢─≢ ⅜ ⌐

≢⅝╢↓≤╙ⱷꜞ♇♩≢∆⁹ ─ ∞↑⌐ ╠∏⁸ ─ⱫꜟⱤכꜟ◓⅜כ

ⱪⱱכⱶ ─ ⌐ ╦╢ ⁸ ─ ╙ ℮↓≤⅜≢⅝╕∆⁹ⱴ♬ꜙ▪

ꜟ ╛ ≤ ─ ⌐≈™≡╙⁸ ╛ ─☻♃♇ⱨ≤ ⌐ ⌐

╩ ℮≤ ™≢⇔╞℮⁹ 

③訪問看護師 

 ◔▪─ ⌂ ─ ╩ ⅎ╢⌐№√∫≡⁸ │ ⅛∑⌂™ ⌂

≢∆⁹ 

 ⌂ ─ ⌂ │⁸ ⌐ ⅎ≡⁸ ─ ╩ ∫≡⅔™≡╙╠

℮ ≢∆⁹ ≢№∫≡╙ ─ ─ ⅜ ⅛╠⌂™≤ ─ │ ⇔™

⅜ ™≤ ™╕∆⁹≤╡╦↑ ─ ≢№╣┌⁸ ─Ᵽ▬♃ꜟ◘▬fi╛

─ ⁸ ╛ ⌂≥ ⅜ ™√╘⁸∕─ ─ ─ ╩ ⌐ ⇔

≡⅔™≡╙╠℮ │ ≢∆⁹ 

 │⁸ ╛ ⅜ ⌐ ≢⅝╢ ≢╙№╡╕∆⁹ ≢│⌂

ↄ≡╙⁸ ⅎ┌ ♩ꜝⱩꜟ╛ ◖fi♩꜡⁸ꜟכ◔▪─ ⌐≈™≡╙ ⇔╕∆⁹

⌐╟╢▪♪Ᵽ▬☻⅜№╢↓≤≢⁸ ⅜ ⇔≡ ─◔▪╩ ⅎ╢ ╙№

╢≢⇔╞℮⁹╙∟╤╪ⱴ♬ꜙ▪ꜟ ╛ ─ ╙ ℮⌂≥ ╩◘ⱳ

╢╣ↄ≡⇔♩כ ≢╙№╡╕∆⁹↓℮⇔√ ─ ⌂◘ⱳ⁸│♩כ ∞↑≢│ ⇔

™─≢⁸ ─ │≤≡╙ ≢∆⁹ 
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④かかりつけ医／主治医 

 ─ ─ ↄ│⁸ ─ ⅛╠ ╦∫≡™╢ ⅜™╕∆⁹ ─

│⁸30 40 ╣√ ─ ─ ⅜⁸ ≢№╢ ⅜ ↄ ╠╣

╕∆⁹ 

 ⌂ ≢№╣┌⁸⌂╢═ↄ ↄ⌐⅛⅛╡≈↑ ⅜™≡ↄ╣╢≤⁸ ⌂

⌐≈⌂⅜╢─≢ ≢∆⁹√≤ⅎ┌⁸ ⅜№╢ ∟ ™≡™╢─≢№╣┌⁸ ╤

℮ │⅛⅛╡≈↑ ⌐⅔ ™∆╢ ╙™╕∆⁹∕℮∆╢↓≤≢⁸╙⇔╙ ╤℮♩ꜝⱩꜟ

⅜№∫√ ⌐⁸ ↄ╕≢ ∑∏⌐⁸ ↄ─⅛⅛╡≈↑ ⌐ ⇔≡╙╠ⅎ≡ ≢∆⁹ 

 ↓℮⇔√ ≤─ │⁸│∂╘⅛╠ ∫≡™╢╦↑≢│№╡╕∑╪⁹ ⅜

≢ ╠∆√╘⌐ ⌂◘ⱳכ♩╩ ⇔⁸ ⌐ ┘⅛↑≡™∫√ ⁸↓℮⇔√

⅜ ™╕∆⁹ ⇔∏≈⁸ ∏≈ ╩ ╛⇔≡⁸ ╛ ≤ ⌂≥─ ╩

ⅎ≡⁸ ≢ ⌐ ─ ╩ ⅎ╠╣╢≤ ™≢⇔╞℮⁹ 

 

 

【医療と介護の連携におけるポイント】 

 
ü ⅜ ╩ ∆╢ ≢₈ ≤─ ₉│ ⅛∑⌂™ ≢∆⁹ ─

∞↑≢ ⅎ≡™≡╙ ⇔™ ⅜ ↄ⁸ │ ⌂╙─≤⌂∫≡⇔╕™╕∆⁹ 

ü │ ⅜™∫┐™⁹∕─ ─ ≢ ─ ⅜│∫⅝╡⇔⌂™≤ │

↕╣╕∑╪⁹ 

ü ╩ ╘╢√╘⌐│⁸ ∏│ ─ ≢╕↓≤⅜☻ⱦכ◘─≤≢ ╢⅛╩ ╠⅛

⌐⇔⁸ ╩╖╪⌂≢ ∆╢↓≤⅛╠ ╘╕⇔╞℮⁹ 

ü ─ ≢⅔ ™─ ╩ ⇔ ℮ ≢⁸∕─ ≢─▪♪Ᵽ▬☻╛ √⌂ ⌐

⅜╢↓≤╙ ↄ⁸↓─╟℮⌂ ╩ ╡ ∆ ⅜ ™ ⌐ ⅜╡╕∆⁹ 
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「誰が吸引してくれるか知ってるよ！」 
 

─℮∟ ╩ ↑ ╩ ╕∑√ ⅜ ╩∆╢↓≤⅜≢

⅝╕∆⁹ ╩ ↑≡™⌂™ ─ ⅜∕┌⌐™≡╙⁸™≈╙

⇔≡ↄ╣╢ ⅜ ⇔ ╣╢≤ ⌂ ⌐⌂╡╕∆⁹ ≢│ ⅎ

╠╣⌂™↑≥⁸ ─ ╩⇔≡ↄ╣╢ ╩ ⇔≡™╕∆⁹ 
 

╩┌⧵₈ההה ╣≡↔╘╪⌡⁹ ∞∫√╟⌡⁹₉ 
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意思形成支援① 

1-4 本人や家族の意向を把握する     

 

ה  ⌐ ↑≡⁸ ─ ה ─ ╛ ─ ╩ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹

ה ⅜ ≢─ ╩ ⇔√ ⁸ ה ╛ ⅛╠⁸ ─ ╛

( ) ⌐ ⅜№╡⁸∕↓≢ ╩ ⇔≡ ⌐≈⌂→╕∆⁹ 

 

【図 1-4-1 退院・退所が可能になったとき 】  
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①確認方法 

 ─ ┼─ ⅛╠⁸ ╛ ─ │ ╣ ↄ↓≤⅜№╡╕∆⁹ ∟⌐

╡ ™⌂⅜╠⁸ ─ │ ╩⅛↑≡ ⌐ ™╕∆⁹ ⅎ┌⁸ ה ─ ─

⌐│⁸ ─╟℮⌂╙─⅜ →╠╣╕∆⁹ 

 

【考えられる本人・家族の不安の内容】 

 
 ̧ ⇔≡╙ ⌂ ◔▪╩ ↑╢↓≤⅜≢⅝╢⅛ 

 ̧ ⌐ ≡╙╠ⅎ╢ ⅜№╢⅛ 

 ̧ ≢─ ◔▪╛ ⌐ ∆╢   

 ̧ ╛ ─ │≥℮∆╢⅛ 

 ̧ ─ ⅜ ⅛ 

 ̧ ⅜ ⌐ ⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™─⅛ 

 ̧ ⌐ ℮≤↓╤⅜№╢⅛ 

 ̧ ⅜ ⌐⌂∫√ ⌂≥≥℮⇔√╠ ™⅛ 

 ̧ ⇔√╠⁸ ⌐ ⇔√╠ ™─⅛ 

 ̧ │≥╣ↄ╠™⅛⅛╢─⅛ 

 ̧ ─ ╛ ─ ╩ ╠╣╢⅛ 

 ̧ ╛ │≥℮⌂╢─⅛  

 ̧ │≥℮∆╢─⅛   Ν⌂≥ 

 ↓╣╠⌐≈™≡⁸∆← ∆╢↓≤⁸ ╩⅛↑≡ ⅎ≡™ↄ↓≤⌂≥─ ⅛╠⁸

≤ ⌐ ⇔≡™ↄ ⅜№╡╕∆⁹ 

 ╕√⁸ ─ ⇔™ ─ ─ │⁸ +∞↑≢│⌂ↄ⁸ ⅛⅛

╦∫≡™╢ ╛∕─☻♃♇ⱨ⅜⁸ ₁⌂ ─ ≢ ⇔√ ─ ╩ ∟ ╡⁸

╩⅛↑≡ ⇔≡™ↄ ⅜№╡╕∆⁹ 

②地域生活のイメージづくり 

 ⌐ ≢ ☻ⱦכ◘╢⅝≢ ╩ ⇔⁸ ה ⌐ ─▬ⱷכ☺╩

∫≡╙╠℮↓≤⅜ ≢∆⁹∕─ ⁸ ∆╢ ⅜╦⅛╡╛∆ↄ ⇔

╛∆™╟℮⌐⁸ ─ ╛  ⱦ☻╩ꜞ☻♩▪♇ⱪ⇔≡⅔ↄ≤╟™≢⇔╞℮⁹כ◘
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③地域生活に必要なサービス等 

 ⌐ ⱦ☻│⁸כ◘⌂ ─╟℮⌂╙─⅜ →╠╣╢≢⇔╞℮⁹ 

【表 1-4-1 地域生活に必要なサービス】 

【医療系】  ̧ ≢⅛⅛╣╢  ⅛⅛╡≈↑  

 ̧  

【訪問系】 
 

 ̧ ◔▪⅜≢⅝╢ ─™╢  

 ̧ ◔▪⅜≢⅝╢ ─™╢  

 ̧ ◔▪⅜≢⅝╢ ─™╢  

【通所系】 
 

 ̧  

 ̧  

 ̧  

 ̧  ☻ⱦכ◘▬♦

 ̧  

【その他】 

 

 ̧           

 ̧ ◘ⱳכ♩ ⱦ☻⁸כ◘ ◔▪  

 ̧  

 ̧  

 ⌂⅔⁸ ⌐╟╡ ╙☻ⱦכ◘╢⅝≢ ∆╢√╘⁸ ─ ─ ╛ ─ꜝ▬

ⱨ◘▬◒ꜟ⌐ ─☻ⱦכ◘─╠╣↓≡∑╦ │ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

④地域生活に必要なサービス紹介・調整時に必要な事項 

¶ ⅛╠⁸ ה ה ≢─ ╩ ⌡╢⁹ 

¶ ≢⅝╢ ─☻ⱦכ◘─ ╩ꜞ☻♩▪♇ⱪ⇔≡⅔ↄ⁹ 

¶ ◔▪⅜ ⌂ │⁸ ⅜☻ⱦכ◘╢⅝≢ ─ ה↕ ╙ ⁹ 

¶ ─ ⌐ ∫√ ─√╘⌐ ⱦ☻⌐≈™≡│⁸כ◘╢™≡⇔

≢ ╩ ⇔ ℮≤≤╙⌐ ─ ≤⇔≡ ─ ╛ ⅜ ╣╢╟℮

⌐ ⇔≡™ↄ⁹ 
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具体的な目標の提示も大事 

 

◘♅◄↕╪⅜ ⅛╠ ⌐ ╢≤⅝⁸ ─ⱫꜟⱤכ⅜

⌐ ⅜fiꜛ◦כ♥כ꜡┌╣ ⅜ⱦ☻ⱪꜝfiכ◘⁸√╕⁸⅛─╢╘

╡ ≈⅛ ⁸ ⌂▬ⱷכ☺⅜≈⅝⌐ↄ™ ⅜№╡╕⇔√⁹

≤∆╢ⱪꜝfi╩ ∆╢√╘⌐⁸ ─ ◔▪─ ╩⁸

™≈╕≢⌐⁸ ⌐ ∆╢⅛─ ╩⇔≡⁸

≤ ╩ ™⁸◘♅◄↕╪≤∕─ ─ ⅜⁸™≈╕≢ ⌂─⅛

╩ ∆╢ ⅜№╡╕⇔√⁹ 
 

 

 

  

 

 

家族の気持ち！！ 
「同年代の仲間と一緒に活動してほしい」 

 

₈ ≢─ ⅜ ⅎ╕⇔√⅜⁸ ⌐ ╡⁸

∆╢─╩ ⇔╖⌐⇔≡™╕∆⁹ ─ ╙№╡╕⇔√⅜⁸ ⅜

╪≢™╢ ╩⁸≢⅝╢∞↑ ↄ ↑≡╒⇔™≤ ∫≡™╕∆⁹

⌐ ╣╢ ⅜№╢⅛╠⁸ ╙ ╣≡™╢≤ ™╕∆₉        
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意思形成支援② 

1-5 退院・退所に向けたカンファアレンス 

 

ה ∆╢ ⌐⁸ ≢─ ⌐ ↑≡ ⅜ ╕∫≡⁸ ≢ ◌fiⱨ

□꜠fi☻╩ ™╕∆⁹∕─ ⁸ ⁸ ⁸MSW⁸ ה ☿fi♃⁸כ ה

─ ☻ⱦכ◘⁸ ⁸ ⁸ ⅜ ╕╢↓≤

⅜≢⅝╣┌⁸ ⌐ ↑√ ╡ ╖⅜☻ⱶ℮⁹╞⇔≢╢⌂⌐≥↓╢∆♩כ♃☻⌐☼כ 

 ◌fiⱨ□꜠fi☻ ⁸ ☻ⱦכ◘⁸│ ╩ ⇔⁸ │

☻ⱦכ◘ ─√╘─ ⅝╩ ™╕∆⁹ 

【図 1-5-1 退院・退所時のカンファレンスの概要とその後のフロー】 
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【退院・退所時カンファレンスのポイント】 

 
◌fiⱨ□꜠fi☻─ │⁸ ─ ≤⇔≡ ⌂╙─≤⌂╡╕∆⁹ ◔▪─

╛ ה ╕≢─ ⌂≥⁸ ⅜ ™╟℮ ⌐ ⇔≡⅔ↄ↓≤⅜

≢∆⁹╕√⁸ ⌐ ⅛╠─ ⌐≈™≡│⁸ ◔▪─ ⌂ ─ ⌐│ ⅛

∑⌂™╙─≤⌂╡╕∆─≢⁸◌fiⱨ□꜠fi☻─ ⌐│⇔∫⅛╡≤ ⇔╕⇔╞℮⁹ 

⅜ ╕╢ ⌂◌fiⱨ□꜠fi☻╩™⅛⌐ ⌂╙─≤∆╢⅛│⁸ ─◌fi

ⱨ□꜠fi☻⌐ ╗ ≢ ⅝ↄ ╦╡╕∆⁹ │ ≤⇔≡─ ╩ ∫≡ ∆

╢↓≤⅜ ≢∆⁹ 
 

 

 

 

 

「何の話し？！何の話し？！」 
 

◌fiⱨ□꜠fi☻│ ─ ⌂ ≢∆⁹ ⌐≤∫≡│⁸

⌐ ⌂≥ ⅛╠─▪♪Ᵽ▬☻╩ ↑╢↓≤⅜≢⅝╢ ≤

⌂╡╕∆⁹⇔∫⅛╡ ⇔╕⇔╞℮⁹ 

√∞⇔⁸ ∆╢∞↑≢ ╦∫≡⇔╕∫≡│ ⅜№╡╕∑╪⁹

⇔√↓≤│ ∏ ⌐ ⇔╕⇔╞℮⁹ 

ₐ℮╪⁹ ⅛∫√╟  ╙⇔≡ↄ╣╢╪∞⌡ ₑ◘♅◄↕╪│

≢ ⅎ≡ↄ╣╕⇔√⁹ 
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意思形成支援③ 

1-6 サービス担当者会議の開催      

 

⌂ ה ⅜ ╕∫√╠⁸ ╛ ─ ─ ⌐⅔↑╢ ⌂

ה ה ╩ ⌐ ☻ⱦכ◘⌐╘√╢╘ ╩ ⇔╕∆⁹

⌂ ─ ה ה ─ ⌂ ╩ ™⁸ ≢─ ╩ ⅎ╢√╘─

≢─⅛⅛╡≈↑ ⌂≥ ≤ ☻ⱦכ◘ ─ ⌂ ─ ─ ╩ ™╕∆⁹ 

↓─ ⁸ ≢─⅛⅛╡≈↑ ╩ √⌐╙∫≡™√∞ↄ↓≤│⁸ ─ ⌂≥⁸

╩☻ⱦכ◘ ∆╢ ⌐≤∫≡│⁸≤≡╙ ⅝⌂ ⌐≈⌂⅜╡╕∆⁹≢⅝╢∞

↑ ™ ⅛╠ ╦╡╩╙≈↓≤≢⁸∕─ ─ ─ ─ ⅜╡⅜ ╦∫≡⅝╕∆⁹ 

【図 1-6-1 退院時のサービス担当者会議の概要とその後のフロー】 
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第 2 章 地域移行直後・移行初期に 

求められる支援 
  



30 

 

ケア体制構築④ 

2-1 介護職員の行う医療的ケアの内容を明確にする 

 

 ─ ℮ ◔▪⌐≈™≡⁸ ה ⁸ ⁸ ─ ≢

╩ ⌐⇔⁸ ⌂ ╩ ℮ ⅜№╡╕∆⁹↓↓≢│ ◔▪╩ ≈⌐ ⇔⁸

∕╣∙╣ ≤ ─ ⌐≈™≡ ⇔√™≤ ™╕∆⁹ 

 ⌂⅔⁸↓↓≢│ ⌐ ⌂ ◔▪─ ╩₈ ◔▪₉⁸ ─ ⅎ╢ ╩

₈ ◔▪₉ ᵑ.ᵒ ≤ ⇔╕∆⁹ 

【表 2-1-1 医療ケアの分類】 

  分類 主な行為 参考 実施する人 

医
療
ケ
ア 

医
療
的
ケ
ア 

①
医
行
為
で
は
な
い
行
為 

1.   

2.  

3. Ɽꜟ☻○◐◦ⱷכ♃כ─  

4. ⌂ ╡ ה ╡ ≤↑╛ה ─

 

5. ─  

6. ╡ 

 ▪◔ꜟꜝכ○⌂ .7

8. ─  

9. ☻♩ⱴ ─Ɽ►♅⌐√╕∫√

╩ ≡╢↓≤ 

─ꜟ♥כ♥◌ .10 ה ─  

11. ─ ™ ≡ ⌐╟╢  

₈ ≤⇔≡ ≢│

⌂™≤ ⅎ╠╣╢ ⌐

≈™≡₉ 

17

 

 

 

②
認
定
特
定 

行
為
業
務 

1.  

2.  

꜠כꜙ♬◌ .3  

4.  

5. ╤℮ 

6. ╤℮ 

√╪

─ ⌐≈™≡ 

HP  

 

 

③
家
族
が
行
っ

て
い
る
医
行
為 

ₒ ₓ 

 ̧ ─Ⱪכꜙ♅  

 ̧  

 ̧ ▬fi☻ꜞfi  

 ̧ ─꜠כꜙ♬◌  ⌂≥ 

  

 

 

 

 医療

行為 

ᵑ ⅜ ℮  

http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/seikatsuhogo/tannokyuuin/index.html
http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/seikatsuhogo/tannokyuuin/index.html
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ᵑ─₈ ≢│⌂™ ₉≤ᵒ─₈ ₉│⁸ ⌐ ⅜ ⅎ

╢ ─ ≢№╡⁸↓↓≢│₈ ◔▪₉≤ ┘√™≤ ™╕∆⁹ 

 ᵑ₈ ≤⇔≡ ≢│⌂™≤ ⅎ╠╣╢ ⌐≈™≡₉│ 17 ⌐ ╟╡

↕╣√ ≢∆⁹ ⌐ ╛ ⁸ ─ ⌐≈™≡│ ⌐ ⌂ ╙ ™─

≢│⌂™≢⇔╞℮⅛⁹ ⅎ┌ ⌐≈™≡│₈ ─ ™ ≡ ⌐╟╢ ₉⌂≥⁸

∕╣∙╣ ⅜№╡╕∆─≢⁸ ╩↔ ↕™⁹ 

 ᵒ │ ≤─ ⅜ ⌐⌂∫≡⅔╡⁸ ⅜ ≢ ⅎ⌂

™ ⌐ ⅜ ≢∆⁹ ⌐ ≤─ ⅜╡⅜ ™ │⁸↓╣╩ ⌐ ╩

⇔≡╙ ™≢⇔╞℮⁹ 

 ⅔∕╠ↄ ⌐⌂╢─│₈ᵓ ⌐⅔™≡ ⅜ ∫≡™╢ ₉∞≤ ™╕∆⁹

2-1-1⌐│ ─Ⱪכꜙ♅ ╩ ≢ⱶכⱪⱱכꜟ◓⁹√⇔╕→№⌐ ♅ꜙ

─Ⱪכ ⅜ ⌂─≢№╣┌⁸ ⅛ ⁸№╢™│ ─ ╩ ≡ ™

╕∆⁹ ⇔≡ │ ™╕∑╪⁹⇔⅛⇔ ⌐⁸ ⅜ כꜟ◓╠⅛™⌂

ⱪⱱכⱶ≢─ ⅜ ╡ √⌂™ ≢│⌂™≤™℮ ≢∆⁹ ≤ ─ ⌂

≤ ⌐╟╡⁸™⅛⌐ ≢─ ╩ ⅎ╢↓≤⅜ ╢─⅛╩ ⇔≡™╕∆⁹ 

  

「座薬はいいの？」 
 

⌐⌂╡√≡─ ⅛╠ ⅜№╡⁸₈ ⅜№╢─∞↑╣≥

╩ ╣≡╙™™≤™℮⅜ │⁸ │≢⅝⌂™─≢│⌂™

⅛ ₉≤ ⅜№╡╕⇔√⁹ 

╩ ╣╢ ∕─╙─│⁸ ≢╙≢⅝╕∆⁹⇔⅛⇔⁸ꜚ►◐

↕╪│⁸ │№∫≡╙ ⅜ ™ ≢◓fiꜞכ◒⁸│ ╩ ╛∆

╩⇔⁸ ⅜ ↄ≡╙ ⅜ ™ │⁸ ╩ ╣╢↓≤⌐⌂∫≡™╕

∆⁹ 

∕╣∙╣ ⅜ ℮↓≤⅛╠⁸ ─ ™ ⅜ ≢⅝╢

╖⅜ ≢∆⁹ 
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【これは医療行為？】 
 

 

⅜ ℮ ─ ≈≢∆⁹ ╛ ⅛╠ ↕╣╢≤⁸≥─╟℮⌐

ⅎ√╠ ™⅛ ╗↓≤⅜№╢─≢│⌂™≢⇔╞℮⅛⁹ ◔▪╩⇔∫⅛╡≤ ⇔╕

⇔╞℮⁹ ⇔√ ≢ ⌂™ │⁸ ⌐☻ⱦכ◘─ →╢↓≤⅜ ≢∆⌡⁹ 
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ケア体制構築⑤ 

2-2 役割分担の共通理解を行う  

 ⌐ 2-1-1 ≢ ◔▪─ ⌐≈™≡ ⇔╕⇔√⁹⇔⅛⇔⁸ ╘⅛╠₈ ╖₉

╩ ⅛⅜ ⇔⁸∕─ ⌐ ∫≡ ╩ ∆≤™℮ ≢│⁸℮╕ↄ ╕⌂™≤ ⅎ╠╣╕

∆⁹╗⇔╤⁸ ⌐≈™≡ ⌐ ⇔ ™╩ ™⁸ ה ⁸ ⁸∕⇔≡

⌂≥─ ⅜ ╩ ≈↓≤≤⁸∕─ⱪ꜡☿☻⅜ ≢∆⁹ 

 ⅎ┌⁸ ─ ⅛╠∆╢≤⁸ ≢│⌂™ ⅜ ∫≡⅝√

⌂─∞⅛╠⁸ ⌐╙ ∂╟℮⌐ ⅎ┌ ─Ⱪכꜙ♅ ╩ ∫≡╒

⇔™⁸≤ ℮ ╙™╢⅛╙⇔╣╕∑╪⁹╕√ ─ ≢ ⅎ╢≤⁸ ⌐ ╕╣√

⅛╠⁸ ⅜ ℮ ─ ⌂™ 2-1-1 ─ᵓ ⌂─⌐ ∫≡⇔╕℮ ╛⁸

⌐⁸ ─ 2-1-1─ᵑ ⌂≥ ─ ⅜ ⅎ┌ ≢╙ ℮↓≤─

╢ ≢№∫≡╙⁸₈ ─≤⌂₉ההה╠√∫№⅛ ⅛╠ ⌐ ╖ ☻כ◔™⌂╣

╙ ⅎ╠╣╕∆⁹↓℮⇔√⁸ ─ ⅛╠ ≤ ─ ⅜ ⌐

≢⅝∏⁸ ⌐≤∫≡ ⌂ ⅜ ↕╣⌂™ ⌐╙⌂╡⅛⌡╕∑╪⁹ 

 ╕√⁸ ⌐╙⁸↓℮⇔√ ⅜╕∞╕∞ ↕╣≡™⌂™ ╙№╢⅛≤

™╕∆⁹ ⌐ ─ ╙ ↄ≢◔▪⇔≡™╢ │ ◔▪╩ ℮ ⌐

╙ ⅝™≤ ™╕∆⁹ ┼─ ≤ ∂╟℮⌐⁸ ⅜ ⇔≡◔▪≢⅝╢╟℮⌂

─◘ⱳכ♩⅜ ≢∆⁹ 

 ╕∏│⁸ ⅜ ╩ ℮─⅛─ ╩ ≈↓≤⅜⁸ ─ ⱶכ♅ ╩

∆╢ ∞≤ ™╕∆⁹ 
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【役割分担の共通理解についてのポイント】 

 
ü ⅜↕╣≡™⌂™≤⁸ │ ╩ ∂╕∆⁹ ⅜ ╩≥↓╕≢∆╢⅛╩

⇔∫⅛╡≤ ⇔╕⇔╞℮⁹ 

ü ╩ ∂ ⅜ ╕╢≤⁸ ╙ ⌂▪♪Ᵽ▬☻╩ ⅎ ↄ⌂╡╕∆⁹ 

ü  

 

  

「注入は、ヘルパーができるんでしょう？」 
 

№╢ ⅜ ⌐ ∆╢↓≤⌐⌂╡╕⇔√⁹ ─MSW│⁸

╩ ↑√ⱫꜟⱤכ⅜√ↄ↕╪™╢─∞⅛╠∆←⌐ ⇔≡╙

∞≤ ∫≡™√╟℮≢∆⁹⇔⅛⇔⁸ ↑≡™√ │⁸₈ ─

₉⌐⇔⅛ ≢⅝⌂™ ∞∫√√╘⁸ ≤ ⁸ ─

─ ╩⇔⌂↑╣┌⁸ ◔▪╩ ≢⅝╕∑╪≢⇔√⁹∕─√

╘⁸ ╩ ⇔≡⁸ ≢ⱫꜟⱤכ─ ╩ ╕∑≡⅛╠ ∆╢

↓≤⌐⌂╡╕⇔√⁹ 
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ケア体制構築⑥ 

2-3 「何かあったら」を具体的に検討する  

 

 ─ ╩ ╢ⱪ꜡☿☻─ ≈≤⇔≡╙⁸ ╛ ה ─₈ ⅛№∫

√╠₉≤™℮ ─ ⌐╙⁸₈ ↕╣╢ ₉⌐≈™≡ ⌐ ∆╢↓≤⅜

≢∆⁹₈ ╛ ₉╩ ∆╢ ⌐╙ ↕╣╢ ≤

∕─ ⌐≈™≡─ⱴ♬ꜙ▪ꜟ⅜ ≤⌂╡╕∆⁹ ─ ⌂≥⌐≈™≡╙≥─╟

℮⌂ ⌐ ∆╢─⅛⁸ⱴ♬ꜙ▪ꜟ╩ ╢↓≤⅜ ≢∆⁹ 

 ⁸₈ ⌐™⌂│₉הה⅛ ⇔√↓≤│⌂™─≢∆⅜⁸₈ ↕╣╢₉ ≢№

╣┌⁸⇔∫⅛╡ ∆╢↓≤≢ ה ⌐≤∫≡╙⁸ ⌐≤∫≡╙ ⇔≡ ╩

↑╠╣╢ ≢⅝╢ ⅜ ℮≤ ™╕∆⁹ 

 ↓─ ⱴ♬ꜙ▪ꜟ╩ ∆╢ ⌐│ ─ ⅜ ≤⌂╢ ╙№╢─≢⁸

∞↑≢│₈ ⅜ ↕╣╢─⅛₉₈╕√∕─ ⌐≈™≡₉ ∆╢↓≤⅜ ⇔

™ ╙№╢⅛╙⇔╣╕∑╪⁹↓─ ⌐ ה ≤ ⌐ ∆╢ ה ≤╙

⇔≡ⱴ♬ꜙ▪ꜟ╩ ─≡⇔≥ⱶכ♅⁸≢≥↓╢∆ ─ ⌐╙ ⅜╡╕∆⁹ 

  

「39℃以上の発熱です」 

職員からの電話連絡があると・・・ 

 

⌂╠ ≡≡ ⌐ ⇔₈ ⇔ №╡╕∑╪⅜⁸ ╘⌐ ╣╕

∆⅛Ν ₉ ─ ⁸ ─ ה ╩ ≈⇔⅛№╡╕∑╪≢⇔

√⁹ ≤─ ╩ ╘√↓≤≢⁸ ה ⅜ ⌐

⌂╡⁸ ⇔≡ ╩ ℮↓≤⅜≢⅝╢╟℮⌐⌂╡╕⇔√⁹ 

ₐ ⅛№╣┌╕√ ↕™⁹ ≢ ╩ ⌐ ™╕∆⁹ₑ↓╣

™ │№╡╕∑╪≢⇔√⁹ 
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緊急時対応でどこまでできるの？ 
 

⁸ ─꜠כꜙ♬◌ │ ⅜ ∫≡™√≤⇔≡╙⁸

│ ∆╢ ♀כ●⁸⇔⅛⇔⁹╪∑╕⅝≢⅜ ╛ ⌂≥≢⁸╗

⅜꜠כꜙ♬◌≢╪↓∑ ↑≡⇔╕™∕℮⌐⌂╢ ╙№╡╕∆⁹ ⌐

╟∫≡│⁸ ─ ─ ─ ⌐ ⌐ ⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™

⌐ ∆╢ ⌐⌂╢⅛╙⇔╣╕∑╪⁹∕╪⌂ ⁸₈≥─╟℮⌐

∆╣┌ ™⅛₉₈≥↓╕≢ ∆╣┌╟™⅛₉⌂≥⁸ ⱴ

♬ꜙ▪ꜟ⅜№╢≤⁸☻ⱶכ☼⌂ ⅜ ≢⅝╕∆⁹ⱴ♬ꜙ▪ꜟ⌐│

∞↑≢⌂ↄ⁸ ─ ╛ ⅜ ↕╣≡™╢

≤ ™≢∆⁹ ⌐≈⌂⅜╢ ⌂ ╙⁸ ≤─ ╛

⅜№╢≤ ─ ⌐ ⅜╡╕∆⁹ ⅜ ⇔≡™╢ ─

≤ ─ ⅜№╢ ─ │ ⌂╢ ⅜ ™≤ ™╕∆⁹

⅜ ⇔≡™╢ ⌐↓∕⁸ ≤ ⇔≡⁸ ╩

≢⅝╢≤ ™≢∆⌡⁹ 

 

 

  

ヘルパーが不安になると、私も（僕も）不安… 

 

⁸ ⅜ ↄ⌂╢≤⁸ ─ ╙ ↄ⌂╡⁸ ∕℮⌂ ⁸

ⅎ╙ ↄ⌂╡╕∆⁹ⱫꜟⱤכ╙ ⇔≡╙ ⌐⌂∫≡⇔

╕™╕∆⁹⇔⅛⇔⁸ ⱴ♬ꜙ▪ꜟ⅜⅝∟╪≤ ↕╣≡™╢─≢

⌐₈ ∞╟⁹₉≤ ↑⅜≢⅝⁸ ─ ⇔√ ╙╖

╠╣╕∆⁹ 
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【図 2-3-1 発熱時の対応を記したシート】 
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ケア体制構築⑦ 

2-4 家庭での手技と介護職員の手技との違いに留意する 

 

 ⌐ ≢─ ≤ ∂╟℮⌐│⁸ ⅜ ⅎ⌂™ ⅜№╡╕∆⁹ ⌐⇔≡╖

╣┌⁸ ╕≢─ ⅛╠⁸ ─ √≥╡≈™√ ≢№╢⅛╙⇔╣╕∑╪⁹∞⅛╠

⌐∕╣╩ ∆╢ │ ╕∑╪⅜⁸ ╩☻ⱦכ◘⁸≢ ∆╢ ─ ≢│⁸

∏⇔╙ ≤ ∂ ה ≢ ⅎ⌂™ ⅜№╡╕∆⁹ ⅎ┌ ─ │

─ ╕≢⁸ ꜠כꜙ♬◌ ─ ꜠כꜙ♬◌│ ╕≢≤ ╕∫≡™╕∆⁹╕√⁸

≢│ ╡─ ⅜ ╦╣≡™⌂™ ╙№╢≢⇔╞℮⁹∕℮⇔√ ⁸

─╛╡ │ ∑∏⁸⇔⅛⇔ ⅜ ∂ ≢│ ⌂™ ╩⁸ ╩ ╘√

≢ⱶכ♅ ∆╢≤ ™≢⇔╞℮⁹ 

 ↓℮⇔√ⱴ♬ꜙ▪ꜟ ╡─ⱪ꜡☿☻─ ≢⁸ ⅜⅔ ™─ ⌐≈™≡─

╩ ╢↓≤⅜ ╢≤ ™≤ ™╕∆⁹ 

  

─ ≤ │⁸ ∏⇔╙ ⇔⌂™ ⅜№╡╕∆⁹∕

─ ⁸ ┼─ ⌐≈™≡│ ⅜ ≢∆⁹ ⌐⁸

─ ╩ ⌐ ⅎ╢≤⁸ ה │≥─╟℮⌐ ∂╢≢⇔╞℮

⅛⁹ 

◔▪⅜ ≢№╣┌⁸ ≢ ╘╠╣√ │ ╠⌂↑╣┌

⌂╡╕∑╪⁹╕√⁸ ─ ⌐≈™≡╙⁸ ─ ה

╙№╡⁸≥∟╠╙ ה ⌂ ─ ⅜ ⌐ ╘╠╣╕∆⁹

∏│⁸ ─ ה ╩ ≤ ⌐ ∆╢↓≤⅛╠ ╘╕

⇔╞℮⁹ ╩ ╘╢ ≢⁸≢⅝╢ ≤≢⅝⌂™ ╩ ⌐⇔⁸

₈ ≢⅝⌂™─⅛₉╩ ⅎ╢↓≤⅜ ≢∆⁹ ─ ╩ ╕

ⅎ⌂⅜╠ ⇔ ™╩ ⌡╢↓≤≢⁸ ה ─ ⌐╙ ⅜╡╕

∆⁹ 
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「これでいいのかな？！」 

 
╩∆╢ ≢ ⌐ ℮↓≤│№╢≤ ™╕∆⁹ ─ ─

╛ ◔▪⌐≈™≡ ⁸ ≢─ │ ⌂ ╙ ™─≢

│⌂™≢⇔╞℮⅛⁹∕╪⌂ ⁸ ⌐ꜞ☻◒ ┌⅛╡ ∆╢↓≤│

─ ╛ ⌐ ⅜╡╕∆⁹ ≢─ ⌐ ╩ ∂√ 

╠⁸ ≢ⱶכ♅│∏ ∆╢≤ ™≢⇔╞℮⁹ 
 

 

 

ご家庭と集団の場での手技の違い 
 

꜠כꜙ♬◌ ⅜ ⌂◘♅◄↕╪⁹ ≢│⁸ ⅜

╩⇔≡⁸ ╩Ⱪכꜙ♅ ⇔≡™╕∆⁹⇔⅛⇔⁸ ⌂

≥─ ≢│⁸ ─ ⅜ ╦╡⁸ ─ ╙™╢ ⌐№╡

╕∆⁹ ─ ⅜ ⇔≡╙⁸ ╩ ≡╢╟℮⌐⁸ ╛

≢─ ≢ ↕∑≡╙╠∫≡™╕∆⁹ ≤⁸

─ ─ ≢│⁸ ╛ ╩ ≈ │ ™╕∆⁹ ─ ⅎ╢

─ ™∞↑≢⌂ↄ⁸ ⌐ ╦∑√ ╛ ─ ™╙⁸

≢⅝╢≤ ™≢∆⌡⁹ 
 

 

 

 

  



42 

 

意思形成支援④ 

2-5 意思形成支援のための共通ツールの開発・活用  

  

 ─ ≢│⁸ ה ≤╙⌐⁸ ╩ ⌐ ╘╢⅛⁸ ⅜ ⅝™╙─≢

∆⁹ ∆╢ │╙∟╤╪─

↓≤⁸ ה ⅜

╩ ∂√ ⌐⁸☻ⱶכ☼

⌐ ⅜≤╣╢ ╛

↔≤╩ כ♠╢⅝≢

ꜟ⅜№╢↓≤≢⁸ ╛

─ ╩ↄ╖ ╡╛

∆ↄ⌂╡⁸ ─ ⌐

≈⌂⅜╡╕∆⁹ 

 √∟─ⱪ꜡☺▼◒♩

≢│⁸™ↄ≈⅛─♠כꜟ

╩ ה ⇔≡⁸

─√╘─

╩ ∫≡⅝╕⇔√⁹ 

①共通ノート 

ⱡכ♩│ ◓ה

הⱶכⱪⱱכꜟ

⌂≈╩כⱫꜟⱤה

← ≢⁸ ⌐ ⅜

【図 2-5-1 共通ノート】 
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∟ ⅝╕∆⁹ ∆╢ │₈ ₉₈ ₉₈ ™₉⌐ ↑╠╣╕∆⁹ 

ẽ 健康： ╛ ⁸ ─ ╛ ╤℮ ─ ⁸ ─ ⌂≥─ ⌐≈™

≡ ⇔⁸ ₁ ∆╢ ╩ ⇔╕∆⁹ ╙ ╦╢↓≤⅜№╢─≢⁸∕

℮⇔√ ⅞╙ ⇔≡™╕∆⁹ 

ẽ 活動： ₁─ ⌐≈™≡╙ ⇔╕∆⁹ ╛ ⁸ ⁸ ≢∆⁹

∕─ ₈ủủ╩⇔╕⇔√₉∞↑≢⌂ↄ⁸₈ủủ╩⇔≡⁸ ⅜≥℮∞∫√─⅛₉

╩ ∆╢╟℮⌐⇔≡™╕∆⁹╛∫√↓≤∞↑≢⌂ↄ₈ ─ ™₉⌐ ⇔≡

₁ ╦╣╢╟℮⌐⌂╡╕⇔√⁹ 

ẽ ひとことコーナー：↓─ ⱡכ♩≢

⇔™ ≢∆⁹ ╛ ╩ ∂≡

⅜ ∂√₈ ─ ™₉╩₈ ─

└≤↓≤₉≤⇔≡ ⇔╕∆⁹ ∆╢

╙⁸≥╪⌂ ⌐ ∂≡™╢─∞╤℮≤

⇔⌂⅜╠ ╦╢╟℮⌐⌂╡╕⇔√⁹  

─ │₈ ┘⇔√⅛╠ │

₉⁸כ╟™ ⌐ ∫√≤⅝│∕─

╩ ™≡™√╡⇔╕∆2⁹ 

  

                                                           
2 ↓─ ⁸│≡™≈⌐כ♫כ◖ ⌐⅔™≡╙ ⅜№╡╕∆⁹ 

【図 2-5-2 ひとことコーナー】 
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②支援サマリー 

 ₁─ ╩ ╡ ╡⁸1ﬞ ╕≤╘≡◘ⱴꜞכ╩ ⇔╕∆⁹ 

↓─◘ⱴꜞכ⅜№╢↓≤≢ ₁⌂ ≠⅝⅜№╡⁸◔▪ ≢│ ⌂╙─⌐⌂∫

≡™╕∆⁹◔▪ ⅜ ⌐ ─ │ ╩╕≤╘≡™╕∆⅜⁸6ﬞ ╩ ╡ ∫

≡╕≤╘╢─│∟╞∫≤ ≢∆⁹╕╘⌐ ╢≤ ™⅛╙⇔╣╕∑╪⁹ 

ẽ ◔▪ ─ ⌐⁸ ₁─ ╩₈ ₉₈ ₉₈ ™₉⌐ ⇔≡╕≤╘

╕∆⁹ 

ẽ ₈ ₉₈ ₉₈ ™₉─ ╛ ⌐⌂╢≤↓╤╩⁸∕─ ⌐∟ ⌐

⇔≡™╕∆⁹ ≤ ≤ ™⌐ ⅜╡⅜№╢↓≤⅜ ™⅛╠≢∆⁹ ⅜ ™

【図 2-5-3 支援サマリー】 
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⅛╠ ↄ⁸ ╙ ⌂⅛∫√╡⁸ ⌐≤∫≡╙ ⌂ ╩⇔√№≤

⇔≡ ≤™∫√↓≤╙№╡╕⇔√⁹ 

③サービス担当者会議 

ה  הⱶכⱪⱱכꜟ◓ה כⱫꜟⱤה ה

ה ה ─ ─ ⌂≥⁸ ⅜ ╕∫≡⁸ꜚ►◐↕╪─ │ ⌐

◔▪ ╩ ∫≡™╕∆⁹ ⌐ ⌐ ╦∫≡™╢☻♃♇ⱨ∞↑≢⌂ↄ⁸

─ ╛ ─ ─ ⌂ ╙ ⅛∑╕∑╪⁹ 

ẽ 支援サマリーを基に会議を進めます。 

 ╕∏│⁸₈ ₉₈ ₉₈ ™₉╩ ╡ ╡ ⇔╕∆⁹∕─ ⁸ ה ה

ⱫꜟⱤכ⅜∕╣∙╣↓─ ◌ ─ ╛ ⌐⌂∫√↓≤ ╩ ⇔╕∆⁹ 

ẽ まとめ：関わりの視点⇒ひとことコーナーに反映 

╡ ⅜ ╦∫√╠₈╕≤╘₉╩⇔╕∆⁹↓─₈╕≤╘₉⅜≤≡╙ ≢∆⁹ ╕

≢─ ⅛╠₈₃₃─ ⌐ ⅜כⱶⱷfiⱣכ♅⁸≤⌂₉⌡╢™≡∫ ⇔√ⱳ▬fi♩╩

⅝╕∆⁹╕√⁸ ╛ ⌂≥⅛╠ ⌐ ⇔≡╙╠ⅎ╢ ≢⁸ √

⌐ ≠ↄ↓≤╙№╡╕∆⁹ 

ẽ 本人の計画：活動予定 

 ₈╕≤╘ ╦╡─ ₉╩ ⌐⇔≡⁸ ─ ╩ ⅎ╕∆⁹₈≥╪⌂ ⌐ ∫≡™

╢₉≤™℮╕≤╘⅜№╣┌⁸∕╣⌐ ⇔√ ╩ ⇔╕∆⁹╕√⁸ ⌐ ∂√

╙ ⅎ╕∆⁹ ⇔™▬ⱬfi♩⅜№╢≤│ ╠⌂™─≢⁸ ─ ─ ╡─ ™

╛⁸ ⁸ ⌐│ ⌐ ↄ ╙ ◔▪─№╢ ─ №╡╕∆⁹ ╩ ⅎ

╢ │⁸⌂╢═ↄ₈ ─ ⅝⌂ ₉₈ ─ ₉₈ ⇔™ ₉⌂≥ ─ ⅜

⅜╢╟℮ ⇔≡™╕∆⁹ 
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④オレ目線カード 

 ◔▪ ≢ ⇔√₈╕≤╘ ╦╡─ ₉╩ ⌐ ⇔╕∆⁹ 

הⱶכⱪⱱכꜟ◓│╪↕◐►ꜚ ≤⌂כⱫꜟⱤה ╦╢☻♃♇ⱨ⅜ ™─≢⁸ ╦

╡ ─ ╩ ⌐ ∆╢√╘⁸ ⱡכ♩─ ⌐ ∫≡™╕∆⁹ 

☻♃♇ⱨ ≢│⌂ↄ⁸○꜠

≢∆  

○꜠ ╩♪כ◌ ⌐⇔⌂⅜

╩כ♫כ◖≥↓≥└⁸╠ ⇔

≡™╕∆⁹↓℮⇔√ ⅜⌂™

│כ♫כ◖≥↓≥└⁸≥ ─

╛₈ ↄ √╟ ₉⌂≥⌐

⌂╡╛∆™─≢∆⁹ 

 

⑤年間サマリー 

─ ◘ⱴꜞכ╩ ─◘ⱴꜞ⁹∆╕╘≥╕⌐כ ≢╕≤╘╢↓≤≢ ⅝⌂ ╣

≤⇔≡ ╩ ╡ ╢≤ ⌐⁸ ─ ⌐╙⌂╡╕∆⁹↓─ ◘ⱴꜞכ╩ ╡ ╡

⌂⅜╠⁸ ─ ⌐ →╕∆⁹ 

 

 

 

 

【図 2-5-4 オレ目線カード】 
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【図 2-5-5 年間サマリー】 
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ツールは改良を重ねることが大切 

 

│◘ⱴꜞכ╙⌂ↄ⁸∕╣∙╣─ ⅜ ⇔≡⁸∕╣╠─

≤│╕√ ⌐ ─ ╩ ⅎ≡™╕⇔√⁹ 

─◘ⱴꜞכ⌐│ ₈╕≤╘₉ │ ↄ⁸ ≤ ─ ⅜№

╕╡ꜞfi◒⇔≡™╕∑╪≢⇔√⁹╕√⁸ ─◘ⱴꜞכ ╙

─╖ ⇔≡™≡⁸ ╛ ™│◔▪ ─ ≢ ╡ ∫≡™╕

⇔√⅜⁸ ה ה ™─ ⅜╡⅜ ⅛╡≠╠⅛∫√─≢⁸ ╘

∆╢ ⌐⇔╕⇔√⁹ 

◘ⱴꜞ₈⌐כ╕≤╘ ╦╡─ ₉╩ ⇔√ ≢⁸

⁸ ≢⅝╢ⱳ▬fi♩⁸₈∕℮∞╟⌡₉≤℮⌂∏↑╢ⱳ▬fi♩⅜

⌐⌂╡╕⇔√⁹∕⇔≡⁸ ─ ╙⁸ ╕≢─ ╦╡╩ ╕

ⅎ√╙─⌐⌂∫≡⅝╕⇔√⁹ 

↓─ ╩⁸ꜚ►◐↕╪ ─ ⌐╙ ⇔≡╖╕⇔√⅜⁸╛│

╡◘ⱴꜞ₉⁸╘≥╕₈╛כ○꜠ │♪כ◌ ⅛╡╛∆ↄ⁸

⅜ ╛∆™≤ ™╕∆⁹ 
 

 

 

「移行中だからこそ、共通ツールは大事！」 

 
─◘♅◄↕╪│⁸ ─ ⅜ ⌐⌂╢

╙№╡╕∆⁹∕─╟℮⌂ ⁸ ─ ╛ ⅜╦⅛╡≠╠

™ ╙№╡╕∆⁹∕╪⌂ ⌐ ⁹∆≢ꜟכ♠⅜─╢∆ ─

─ ≤⁸ ≢─ ⱡכ♩⅜№╢ ≢⁸

⇔⅛ ⌐ ∫≡↓╠╣⌂™ ≢╙⁸ ─ ⅜╦⅛╡╛∆

ↄ⁸◘♅◄↕╪╙ ⇔≡ ↔⇔≡╙╠℮↓≤⅜≢⅝╕∆⁹ 
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意思形成支援のための共通ツールへの期待 

 

ꜚ►◐↕╪╙◘♅◄↕╪╙⁸ ⌐╝⅛╡─№╢ ≢∆⁹ꜚ►

◐↕╪│ ╩ ↕╣╕⇔√⁹◘♅◄↕╪│ ╕≢

⌐ ↕╣╕⇔√⁹≤╡╦↑⁸ꜚ►◐↕╪≤│ ∂◒ꜝ☻≢

╩⇔√ ⅜№╡╕∆⁹∕╪⌂⅔ ⅜ ⱪ꜡☺▼◒♩─ ≤⌂∫

√↓≤⌐⁸│∂╕╡ ⅛╠ ╩ ∫≡ ⌐ ↕∑≡™√

∞⅝╕⇔√⁹ 

─№╢ ╠│ ≢─╛╡ ╡↓∕№╡╕∑╪⅜⁸

™ ╩ ⌐ ↔⇔≡™↑┌⁸ ≤ ─ ∟⅜╦⅛╢╙

─≢№╡╕∆⁹∕─ ₁─ ╛⇔←↕⁸ ─ ⅝⌂≥⅛╠ ╢

╙№╡╕∆⁹⇔⅛⇔⁸∕─ ∟╩ ⇔≡ ₁⌐ ⅎ╢≤

⌂╢≤⁸↓╣│ ₁ ⇔™╙─≢∆⁹ ∂ ╩ ⇔≡╙⁸

⌐╟╡ ╛ ⅜ ╦∫≡ↄ╢↓≤╙⁸ ─ ⇔↕⌐

≈⌂⅜∫≡™╢≤ ™╕∆⁹ 

│ ≤ ≤─ ─ ⅜ ≢∆─≢⁸ ≈╩

≤∫≡╙ ╣│ ≢ ╖╕∆⁹⇔⅛⇔⌂⅜╠⁸ ℮≤↓╤⅜

⌐⌂╡ ─ ⇔⅛╙ ⌂ ⅜ ⅜ ⌐⌂

╢≤⁸▬♬◦▪♅Ⱪ╩≤╢≤↓╤⁸◐כ≤⌂╢ ⅜ ⌐⌂∫≡

ↄ╢≤ ™╕∆⁹ 

↓─ │∕℮™℮ ╘─ ⅛╠⁸ √∟─ ╩ ™

⌐ ⇔√ ≢№╢≤ ⇔≡⅔╡╕∆⁹ ⌂↓≤≢

│⌂™≢⇔╞℮⅜⁸ ↓╣∞↑⌐ ╕╠∏⁸ ╙ ─ ₁┼─

╡ ╖≤⇔≡ ╘≡™√∞⅝√™≤ ™╕∆⁹ ≤⇔≡╙⁸

⌂⅜╠ ⅝ ⅝ ↕∑≡™√∞⅝√™≤ ™╕∆⁹ 
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意思形成支援⑤ 

2-6 本人や家族の合図やサインを見逃さず、想いに寄り添う  

  

●●ケア実施中の本人の微妙な合図やサインを見逃さない●● 

◔▪─№╢ ─ ≢│⁸ ╛ ⌂≥─ ◔▪⌐≈™≡ ∆╢↓

≤⅜ ↄ⌂╡╕∆⁹ ◔▪│⁸ ╩ ⇔√ ─╖⅜ ⅎ╢ ≢№╢ ⁸

─ ≢╙ ─ ⌐ ╠╣⁸ ◔▪╩ ⅎ╢ ⅜ ╟╡╙ ⌂ ╩⇔≡™╢

≤™℮ ⅎ⌐⌂╡╛∆™ ⅜№╡╕∆⁹⇔⅛⇔⁸ ◔▪│ ─ ⌐⇔⅛∆⅞╕

∑╪⁹ 

─ │⁸ ◔▪─ ≤│ ⌂ↄ⁸ ─ ≢ ⅜ ─

⌂ ╛◘▬fi╩ ↕∏⁸∕╣╩ ≤ ⇔ ∆╢↓≤≢ ↕╣≡™ↄ╙─≢

№╢≤ ⅎ╕∆⁹∕↓╩ ⅜ ⇔≡™╢ ⅜⁸ ─ ⌐⅔™≡

≢∆⁹ 

 

 

 

「ケア中も声をかけてね！」 
 

╩∆╢ ⁸ ⅜╗∑≡⁸₈ ↄ ⇔≡№→⌂⅝

╚ ₉≤ ⌐ ⌐⌂∫≡⇔╕℮↓≤⅜№╡╕∆⁹ ╙ ∆

╢ ⌐⁸ ⌐ ⇔≡⇔╕™⁸₈™√∞⅝╕∆⁹₉─ ╩ ╣

≡⇔╕℮ ⌂╪⧵⁹ההה⅜ ⁸ ─ ╩ ╢≤ ∕℮Ν⁹

₈ ⌐ ⇔≡↔╘╪⌡₉₈↔│╪─™√∞⅝╕∆╩ ℮─ ╣≡

√⌡₉≤ ⅎ╢≤⁸⌐∫↓╡ ⌐⁹↔╘╪⌂↕™⁸ │◔▪⌐

∆╢№╕╡ ╙▪◔⁹ההה⌡╟√∫∞ ≢∆⅜⁸∕╣

⌐ ─ ∟⅜ ╕√└≤≈ ⅎ≡╙╠™╕⇔√⁹ 
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●●家族の想いに寄り添い、プランの再検討を行う●● 

 ╕≢ ה ≢№∫√ ⅜⁸ ┼─ ⁸ ⅜ ∆╢╕≢

│⁸ ≤ ⌐ ↔∆ │ ⅎ╢√╘⁸ │ ↄ⌂╡╕∆⁹ ─ ─

⌐≈™≡│⁸ ╕≢─ ≢№∫≡╙⁸ ⌂ ⱪꜝfi╛ ⅛™

╩ ™⁸ⱪꜝfi⌐ │⌂™⅛ ─ ─ ╩∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

 

  

「医療的ケアの人材確保は早い方が良い!?」 
 

◔▪─№╢ ⅜ ─ ⁸ ⌐╟╢ ─

⅜⁸ ─ ⌂≥≢ ≢⅝⌂™ ⅜ ↄ№╡╕∆⁹∕℮

⌂╢≤⁸ ╩⇔≡⅛╠ ╩ ⇔⁸ ╩ ⇔≡™ↄ↓≤

⌐⌂╡╕∆⁹ ⇔≡⅛╠─ │⁸

─ ⅜≢⅝╢ ⅜ ⇔≡™╢↓≤⅜№╡⁸ ─ │

⇔╕∆⁹↓─ ⅜ ┼─ →≤⌂╠⌂™╟℮⁸ ה

⌐╙⁸ ┼─ ≤⇔≡⁸ ─ ◔▪ ⅜

≢⅝╢╟℮⁸ ↕╣╢≤ ™≢∆⌡⁹ 

 

 

 

家族の気持ち！！「元気で楽しく過ごしてほしい！」 
 

₈ ⅜ ↄ⌂╢≤⁸ ╩ ∆─≢⁸⅝∫≤ ⅜ ⅝∞≤ ™

╕∆⁹ 22 23 ⅛╠ ⅜ ↄ ⇔╕⇔√⁹∕⇔≡⁸

─ ╙ ⅎ╕⇔√⁹ 

≢⅝╣┌⁸ ≢≤⌂ⱶכⱪⱱכꜟ◓│ ⇔≡ ⇔≡╒⇔™⁹↑

╣≥⁸ ⌐╟∫≡│ ≢ ≢⅝╢⅛ ≢∆⁹ 
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第 3 章 移行後安定期に求められる支援 
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 ケア体制構築⑧ 

3-1 地域のかかりつけ医体制の構築を進める 

 

 ╛ ⅜ ∆╢↓≤≢⁸ ┼─ │ ⌂ↄ⌂╡╕∆⁹ ⇔≡

™╢ ⁸ ≤─ ╦╡│ ⌂ↄ≡ ™≤ ⅎ╢ ╙№╡╕∆⁹ 

 ⇔⅛⇔⁸ ≢│⌂ↄ ─ ⌐ ╩╙≈ ╙™╕∆⁹ ≢│⌂™ ⌂

≥─ ─ ⅜╖╠╣√ ⁸ ─ ╕≢─ ╙ ≢∆⁹∕℮™∫√

⌐⁸ ↄ─ ≢ ≡╙╠ⅎ╢ ─ ⅜ ≢∆⁹ ─⅛⅛╡≈↑ ╩╙≈

⌐╙⁸ ⌐ ╩ ™⁸ ─ ╩ ∫≡╙╠℮↓≤⅜ ≢∆⁹╕√⁸ ─⅛

⅛╡≈↑ ≤ ─ ≤─ ╩ ⅎ≡╙╠℮↓≤╙ ≢∆⁹ 

 

 

ちょっとした発熱!!…どうしよう!? 
 

─ ─↓╙╡╛∆™ fiꜞכ◒⁸│╙≈™⁹╪↕◄♅◘╢№╙

◓╛ ≢ ⅜╢ ╙№╢─≢∆⅜⁸ ₁ ⅜╡⌐ↄ™ ╙№╡╕

∆⁹ ─ ⌐ ⅎ⌐⅝≡╙╠™⁸ ⌐ ∆╢─╙

⅜⅛⅛╢⇔⁸ ↄ─ ≢ ≡╙╠ⅎ╣┌Ν⁹ 

≢╙ ╘≡™ↄ⅔ ↕╪≢│⁸ ─ ⅜╦⅛╠⌂⅛∫√╡⁸

⅜ ⌂⅛∫√╡⇔≡⁸ ⇔⌐ↄ™↓≤╙№╡╕∆⁹◘♅◄

↕╪╙⁸ ╠⌂™⅔ ↕╪≢│ ∕℮Ν⁹ ⌐⌂∫√ ∞↑

ↄ─≢│⌂ↄ⁸ ─ ╩ ∫≡╙╠℮√╘─ ╙ ≢

∆⁹ ⌂ ≢│⌂™ ⌐⁸ ⌐ ⌐ ≢⅝╢⅛⅛╡≈↑

─⅔ ↕╪≤─≈⌂⅜╡⅜№╢≤ ≢∆⌡⁹ 
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地域の病院に受診して下さいね・・・ 
 

≢ ⅎ╢─│ ≢∆⁹⇔⅛⇔⁸ ∆ ╛ ─ ─

⌂≥⁸ ─ ╙ ╣≡│™↑╕∑╪⁹ ≤ ╩ ╘√♅

ⱶכ ≢ ∆╢≤ ™≢⇔╞℮⁹∕─ ≢⁸ ∞↑≢│

⅜ ⌂ │⁸ ⅜☻ⱦכ◘⌂ ╦╢↓≤≢⁸ ─⅛⅛╡≈

↑ ≤─ ⌐ ⅜╢─≢│⌂™⅛≤ ™╕∆⁹ 
 

 

  

↓╣╕≢⌐╙₈ ≤─ ₉─ ⌐≈™≡ ╣≡⅝╕⇔

√⁹∕╣∞↑⁸ ≤─ ╦╡─ │ ⅝⌂╙─≤⌂╡╕∆⁹

≤─ ╘╢ ≢ ≤⌂╢─│ ≤ ≢⁸∕─ │

⅝™≤ ™╕∆⅜⁸ ⌐╙ ⅜№╢↓≤╩ ⇔╕⇔╞

℮⁹ ╙ ⇔™ ⁸ √⌂ ⌐ ∆╢ ╩ ╡ ∆↓≤│

⌐ ⌂ ⅜ ≢∆⁹∕─↓≤╩ ⅜ ⇔⌂⅜╠⁸

─ ╩ ⅎ╢↓≤⅜ ╩☻ⱦכ◘⁸╠√⇔⅛⇔╙⁹∆≢

∆╣┌⁸ ⅜☻ⱶכ☼⌐≢⅝╢─⅛╙ ╣╕∑╪⁹ ⌂

⅜ ⅛╩ ∆╢↓≤⅜ ⇔™ ≢ⱶכ♅⁸│ ∆╣┌ ™

─≢∆⁹ ─ │ ⅝⌂╙─≤⌂╡╕∆⁹ ─ ╦╡⌐

╟∫≡ ⅜╢ ⅜№╢↓≤╩ ⇔╕⇔╞℮⁹ 
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 ケア体制構築⑨ 

3-2 ケア会議は必要な時に必要なだけ行うようにする  

  

 ≢│⁸◔▪ ╩ ⌐ ℮↓≤≢⁸ ─ ≢⅝⁸ ─ ╩☻ⱶ

⌐☼כ ℮↓≤⅜≢⅝╕∆⁹⇔⅛⇔⁸ ─ ⅜ ⇔⁸∕╣⌐ ™◔▪ ╙ ⇔

≡⅝≡™╢⌐╙ ╦╠∏⁸ ╩ ⌐ ℮ ⅜ ⌐ ⅛ ≤™℮ ╩╙≈╟℮⌐

⌂╡╕∆⁹ ⌐╙ ╦╠∏⁸ ⌐ ∆╢ │⁸ ⅜ ⇔≡™⌂™ ≤⇔

≡™╢╟℮≢╙№╡╕∆⁹ ╛ ⅜ ≤⇔≡™⌂™─⌐⁸ ⌐ ∆╢ │№

╡╕∑╪⁹ ⌐ ╢↓≤≢⁸ ⌂ ⌐ ⌂ ╛ ╩∆╢↓≤⅜⁸ ─

⇔√ ─ ⇔≢╙№╡╕∆⁹ 

 

  

必要な会議って? 
 

≡⇔≥☻כ◔ꜟ♦⸗ 6 ⌐ⱶכⱪⱱכꜟ◓⁹╪↕◐►ꜚ─

│⁸ ╙ ≢ 1◌ ⌐ 1 ─ ─ ╙⁸ ─ ⅜╒

≤╪≥≢⇔√⁹⇔⅛⇔⁸ ╩ ⌡╢⌐≈╣⁸ ╙ ⇔⁸ ╪⌂

╛ ⌐╙ ∆╢↓≤⅜≢⅝⁸ ≠ↄ≤◔▪ ─ⱷfiⱣ

⁸₈⅜⌂╪╖כ ⅜ ⇔≡™╢⌡ ₉≤™℮ ╩ ∂╢╟

℮⌐⌂╡╕⇔√⁹∕℮⌂╢≤⁸ ⅜ ⇔≡™╢─⌐⁸1◌ ⌐ 1

─ ≢ ℮ ─ ∫≡ ∞╤℮ ≤™℮ ⅜ ╕╣╕∆⁸

╕≢│ ╙ ≢⁸ ⅛™ ⅜ ∞∫√↑≥⁸ │

─ ╙≢⅝⁸ ─ ╙ ⇔≡™╕∆⁹ ╛ ⅜ ⇔≡

™╢─≢№╣┌⁸◔▪ ╩ ↄ⇔≡⁸ ─ ╡ ╡≢

⌐ ─ ╩ ⅎ╠╣⌂ↄ⌂╢╟╡⁸ ⅜ ⇔≡™╢ ╩ ╘⁸

≢─ ╡ ╡╩ ℮↓≤≢⁸ ⌐ꜚ►◐↕╪╩ ⅎ╢↓≤

⅜≢⅝╕∆⁹ ─ ╛ ⌐↓∞╦╢─≢│⌂ↄ⁸ ─ ⌐

╦∑≡⁸ ⌂ ∞↑─ ╩ ≢⅝╢↓≤⅜ ™≤ ⅎ╕∆⁹ 
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難しい話は嫌いだな…。 
 

╘│♬◖♬◖↕╣⌂⅜╠⁸ ⌐ ↕╣≡™╕∆⅜⁸∞╪∞╪

⅜ ההה╡ ₁▪Ⱨכꜟ⅜ ╕╡⁸  ⁹ההה

ₐ№  ╣√⁹╖╪⌂ ⌂ ╩⇔≡™╢⅛╠≈╕╠⌂™╟Ν⁹ 

╙∫≤ ⇔™ ⇔⌂╠ ™─⌐ ₑ 
 
 

 

 

ねえ・・まだ終わらないの？ 
 

⁸ꜚ►◐↕╪│↓╪⌂ ⌐ ™⌂⅜╠ ⌐ ⇔≡™√≤

™╕∆⁹ ─ ⅜ ™ ∞∫√↓≤╙№╡⁸ ─ ─

⅜ ⁹∕╪⌂ ┤≤ ╩ ╢≤ₐ⌡ⅎ⁸╕√∕─ ⇔ ∞⌂

⌂╪⧵ₑהה№ ⅜ ╠╣≡™╕⇔√⁹ 

─ ⅜ ∟ ™√ ⅛╠ ─ ⅜ ⅛╠ ⌐ ⁹

╙ ╩ ⇔⌂⅜╠ ≢ ⌐ ↕╣≡™╕∆⁹ ─№╡ ⌐      

≈™≡ ⅛↕╣╕⇔√⁹ 
 

 

  



58 

 

 意思形成支援⑦ 

3-3 本人の意思形成支援への比重を高める  

  

⅜ ∆╢↓≤≢⁸ ╛ ◔▪╩ ⇔√ ⅛╠⁸ ─ ╩

∆╢ ⅜ ⅎ≡™⅝╕∆⁹ ⌐⅔™≡ ⅜ ∆╢↓≤≢⁸ ─₈╛╡√

™↓≤₉₈ ∫≡╖√™ ₉⌂≥⌐⁸ ⇔≡╖√™≤™℮ ∟⅜⁸ ∞↑≢│⌂

ↄ ─ ⌐╙ ⅎ≡⅝╕∆⁹∕↓≢ ⅜≢⅝╢≤⁸ ╕≢ ⅜ ≢ ⇔™≤

∫≡™√ ⅜₈╛╣√₉≤™℮ ⌐⌂╡⁸∕↓⅛╠╕√ ⇔™₈╛╡√™₉⅜ ╕╡

╕∆⁹∕─₈╛╣√₉₈╛╡√™₉╩ ⌡≡™ↄ↓≤≢⁸ ─ ≤≤╙⌐

─ ⌐╙≈⌂⅜╡╕∆⁹₈╛╡√™₉╩₈╛╣√₉ ⌐∆╢ ⌐│⁸≥℮⇔√╠

⌐ ⌂ⅎ╢⅛ ≥─╟℮⌂ ╩⇔√╠╟™⅛ ╩⁸ ─ ≢⁸ ה ⇔№℮

│ ≢∆⁹ 

 

「やりたくないこともあるよ！」 

 
⅔ ⅛↑⅜ ⅝⌂ꜚ►◐↕╪⁹™≈╙ │≥↓⌐ ↓℮ ╩╛

╤℮ ≤ ⇔≡™╕∆⁹№╢ ⁸ ─⅔ ⅛╠ ∫≡⅝≡⁸

₈ ⅛╠⅔ ⅛↑ ↓℮╟ ₉≤ ℮≤⁸₈ ⅛⌂™₉≤ ╩ ⌐

┴™∫≤ ╡╕∆⁹₈⅔ ≢ ╣√⅛╠ │ ⅛⌂™─ ₉≤

ↄ≤⁸₈∕℮∞╟₉≤™╦╪┌⅛╡─ ⅝⌂√╘  ⁹ההה

₈╛╤℮ ₉₈ ⅛↑╟℮ ₉┌⅛╡∂╚⌂ↄ≡⁸√╕⌐│₈╛╡

√ↄ⌂™₉ ╙№╢╟⌡⁹∕╪⌂ │⁸╝∫ↄ╡ ╖╕⇔╞℮⁹ 
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今日はどこに行くの？ 

 
◘♅◄↕╪⅜ ℮ │⁸ ◌ №╡⁸ ∆╢ ⁸

∆╢ ⁸≤ ⅜⅝∟╪≤ ↕╣≡™╕∆⁹ 

│ ─  ⇔╖  
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第 4 章 体調不安定期に求められる支援 
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 ケア体制構築⑩ 

4-1 体調の変化を気軽に相談できる場所を確保しておく  

 

 ─ ─ ≢│⁸ ─ ⌐ ⇔≡≥─╟℮⌐ ⇔√╠ ™⅛ ℮↓≤⅜№

╡⁸ ≢ ∆╢ ⅜ ⇔™ ⅜ ↄ№╡╕∆⁹∕─ ⌐⁸ ⌐™≈≢

╙ ⅜≤╡№ⅎ╢ ╛ ─ │⁸ ⌐≤∫≡ ≢∆⁹ ╙⁸

⅛╠ ─ ⅎ╢ ╩≈ↄ∫≡™ↄ↓≤⅜ ≢∆⁹ 

 

【連絡可能な機関の例】 ☻♥כ◦ꜛfi⁸ ⁸ ─  

  

ちょっと待って！これはどうしたら!? 
 

꜠כꜙ♬◌─▪◔ ⅜ ⌂ ⌐⁸™≈╙≥⅔╡ ∆

╢≤ ⅜ ↨∫≡™╢ ⅜№╡╕∆⁹∕℮™∫√ ⌐⁸ ─ⱫꜟⱤ

─╠⅛כ ⅝ ⅞≢⁸ ↕╪⌐ ╩≤╡⁸₈ ≢⌂™

⅛╠ ╩ ≡ↄ∞↕™₉≤▪♪Ᵽ▬☻╩╙╠∫√≤─↓≤⁹ 

↕╪⌐▪♪Ᵽ▬☻╩╙╠℮≤⁸╛∫┐╡ ⁹∕─ │⁸ ⅝

⌂ ─ ⌂ↄ ↔∑╕⇔√⁹₈↓╪⌂ ≥℮⇔√╠ ₉≢⁸

⌐╙ ≢⅝╢─│⁸ ≤⇔≡╛∫┐╡ ⁹∕─

⅜ ─ ⌐╙≈⌂⅜╡╕∆⌡⁹ 
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福祉事業所の看護師も実は不安… 
 

─ │⁸ ╛ ⌂≥ ⌐ ╦╢ ₁⌂

╩ ╛ ⅛╠ ⅝╕∆⁹ ⌐│ ⌂ ─ ╛ ™

╙╟╠⌂™ ╛ ─ ╙ ™╕∆⁹⇔⅛⇔⁸ ≢│

≤ ™⁸ ↄ⌐♪◒♃כ╙ ─ ╙™⌂™√╘⁸

│ ╙ ⅝™─≢∆⁹ ╛⅛⅛╡≈↑ ⌂≥─

≤ ⅛╠ ─ ⅎ╢ ╩ ↄ ≢ ─ ╙⅛⌂╡

↕╣╕⇔√⁹ 
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ケア体制構築⑪ 

4-2 ケア会議の場で体調不安定時の留意点を確認しておく 

  

 1 ≢ ─ ╩∆╢↓≤│≤≡╙ ⇔™↓≤≢∆⁹⇔⅛⇔⁸ ╛ ⇔™

≢│⁸ ≤│ ℮ ⅜╖╠╣╢↓≤│№╡╕∆⁹∕╣⅜ ─ ∟─ ⌂

─⅛⁸ ⅜ ⌂─⅛╩ ∆╢╟℮⌂ │ ↄ№╡╕∆⁹ 

∕℮™∫√ ≢ ⇔╛∆™╟℮⌐⁸ ⅜ ╕╢ ─ ≢⁸ ─ ╩

⇔⁸≥℮™∫√ ⅜ ⌂─⅛╩ ∆╢ ⅜ ≢∆⁹ 

 

 

気付いてよ！！ 
 

│⁸ ╛ ⁸ ─ ⌂≥ ₁⌂◘▬fi╩ ⇔≡

ⅎ≡ↄ╣╕∆⁹ ≢│ ⅎ╠╣⌂™◘▬fi⌐ ↄ↓≤⁸∕─◘▬fi

⌐ⱶכ♅╩ ⅎ╢↓≤⅜ ─⧵≢ⱶכ♅⁹∆≢ ─ ╩ ∆╢↓

≤≢⁸ ⇔√ ⌐ ⅜╡╕∆⁹ 

╩ ∫≡ ⅎ≡ↄ╣≡№╡⅜≤℮⁹ ←⌐ ⅛∫√╟  

 

「ケア会議で分かる本人のＴＰＯ！」 
 

∟╞∫├╡ ╡⌂◘♅◄↕╪⁹ ╣≡™╢ ≢│⁸₈YES₉

₈NO₉─ │⁸│∫⅝╡ ⇔╕∆⅜⁸ ╣⌂™ ╛ ⅜™╢

≤⁸№╕╡ ⇔⌂™ ╙№╡╕∆⁹ ↕╣⌂™ ≢

│⁸ ╩ ∫≡™╢─≢│ ≤ ↕╣╢ ↕╪╙™╕∆⅜⁸ ⅎ

╩ ⅎ≡╖╢≤⁸◘♅◄↕╪ ⅜∕╣∙╣─ ╛ ╩ ⇔⁸∕

╣⌐ ╦∑≡⁸ ─ ↔⇔ ╩ ╘≡™╢─≢│ ≤ ∫≡™╕

∆⁹≢╙◘♅◄↕╪╠⇔™ TPO╩ ╢ ⅜≢⅝╢─│⁸◔▪ ≢

⅜ ╕╢ ⅜№╢⅛╠↓∕≤ ∫≡™╕∆⁹1 ─╖≢│⁸

∕─╟℮⌂◘♅◄↕╪╠⇔↕│╦⅛╠⌂⅛∫√⅛╙⇔╣╕∑╪⁹ 
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─ │ ─ ≤⌂╡╕∆⁹⇔⅛⇔⁸√∞ ─

╩ ℮─≢│⌂ↄ⁸∕─ ─ ─ ╛ ⌂≥╩ ⅎ≡

ⅎ╢↓≤⅜ ≢∆⁹₈∕℮ ⅎ┌№─ ╙∕╪⌂ ∞∫√

Ν₉⌂≥⁸ ∆╢≤ ↄ↓≤⅜ №╡╕∆⁹ ⌐≈™

≡╙ ⌐ ╛ ⌂≥╩ ⅎ≡ ∆╢≤ ™≢⇔╞℮⁹≥

─╟℮⌂ ⌐≥╪⌂ ∞∫√⅛╩ ╖ ⌡╢≤⁸ ה

─ ─ ⅝⌐ ⅜╡╕∆⁹ 
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  ケア体制構築⑫ 

4-3 緊急対応マニュアルを整備し共有しておく 

 

 ╠⅛⌂ ─ ⅜╖╠╣√ ⁸ ⅜ ─ ∟╩ ↕∑⌂™╟℮

∆╢↓≤⅜ ≢∆⁹∕─ ⌐│⁸ ⅛╠⁸ ╩ⱴ♬ꜙ▪ꜟ ⇔⁸

≤ ∆╢↓≤≢⁸≥─ ≢╙ ⅜ ∆╢↓≤⌂ↄ☻ⱶכ☼⌐ ≢⅝╢╟℮

╩⇔≡⅔ↄ ⅜ ≢∆⁹ 

 ╕√⁸ ⇔≡™⌂™ ⅜ ⇔√ ─ ╙ ⇔╕⇔╞℮⁹ √⌂ ⅜

⅝√ │⁸ √⌂ⱴ♬ꜙ▪ꜟ ─♅ꜗfi☻≢∆⁹ ╩ ⌐ →≡ ↄ ⅜ ≢∆⁹ 

 

 

   
 

マニュアル作成の実際 
 

⌐ ╦╢ⱴ♬ꜙ▪ꜟ─ │⁸ ∞↑≢│ ⇔™ ╙№╢⅛≤ ™╕∆⁹ 

⅜ⱴ♬ꜙ▪ꜟ╩ ∆╢ │⁸╕∏ ╛ ─™╕╕≢─╛╡ ╛⁸ ⌐

∫≡™╢─⅛╩ ⇔⁸ ⅜ ╠⌂™√╘─ⱴ♬ꜙ▪ꜟ⌐∆╢ ⅜ ≢∆⁹

│ ™╕∑╪⁹╕√⁸ ⅜ ⌐ ∫√ⱴ♬ꜙ▪ꜟ⌐⌂╠⌂™╟℮⁸ ⌐

⇔⌂⅜╠ ⌐ ∫≡™╕∆⁹⅔⅔╕⅛⌂ⱴ♬ꜙ▪ꜟ─ ≢∆⁹ 
 

ᵑ ↕╣╢  

ᵒ ⅜ ╢ ─ ╩ ⌐  

ᵓ ─ⱳ▬fi♩⅜№╣┌ ⌐  

ᵔ ≤  

ᵕ ─ ⁸ ⌂☿ꜞⱨ⌂≥ ⅛╡╛∆ↄ  
 

ⱴ♬ꜙ▪ꜟ│ ⌐ ∂≡ ה ╩ ╡ ⇔≡™╕∆⁹ 
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「この後どうすれば…？」 

にならないために… 

 
ⱴ♬ꜙ▪ꜟ─ ⌐≈™≡│⁸ ─ ≢─ ─ │

⌂╙─≤⌂╡╕∆⁹ ה™⌂╠⅛ ⌂ ⅜№╣┌ ⌐

⌐ ╩ ╘⁸ ⌐ │ ⅜ ≡╙ ∂ ⅜ ╣╢╟℮

⌂ⱴ♬ꜙ▪ꜟ╩ ⇔╕⇔╞℮⁹╕√⁸ ↕╣╢ ─ ⌐≈

™≡╙ ≢ ∆╢↓≤╙ ≢∆⁹ ↕╣√ ╩ ⌐ⱴ

♬ꜙ▪ꜟ─ ≤⌂╡╕∆⅜⁸≢⅝╢∞↑ₐ √∟─ ₑ≢ⱴ 

♬ꜙ▪ꜟ╩ ⇔╕⇔╞℮⁹ ⅛╡ ™╙─⅜ ≢∆⁹  

⌐≤∫≡ ⌂ⱴ♬ꜙ▪ꜟ≤⌂╢↓≤⅜ ≢∆⁹ 

 

 

  



68 
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第 5 章 地域を耕す  

～地域資源の開発・理解促進の取組～ 
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╩ ∆  

 

：東松山市地域自立支援協議会重心プロジェクトのあゆみ 

 

 ↓╣╕≢─ⱪ꜡☺▼◒♩─ ╩ ∂≡⁸ ⅜⌂™↓≤⅛╠ ─ ╩

≢⅝⌂™↓≤⅜ ↄ⁸╕√♬כ☼╙ ⇔≡™⌂™ ⅜№╢↓≤╙ ⅝⌂ ≤⇔

≡ ╡ →╠╣≡⅝╕⇔√⁹ 

 ∕─√╘⁸ ─ⱪ꜡☺▼◒♩♅כⱶ ⅛╠ ╕≢⁸ ─

╩╘↨⇔⁸╕√ ─ ₁⌂ ⌐ ∆╢ ₁⌂ ╡ ╖╩ ∫≡⅝╕⇔√⁹ 

【表 5-0-1 プロジェクトチームの経過】 

年 月 内容 

2009 21  10  ⱪ꜡☺▼◒♩♅כⱶ  

2010 22  
6  ─ ╣⌐ ∆╢ ▪fi◔כ♩─  

9  ─ ⌐ ∆╢ ⱥ▪ꜞfi◓  

2011 23  
2   

10  ₈ ™ ─№╢└≤─ ╩ ⅎ╢☿Ⱶ♫₉כ  

2012 24  
4  ⅔≢⅛↑ⱴ♇ⱪ ⅔ ╖ⱴ♇ⱪ ─  

7  ⌐≈™≡─ ה  

2013 25  

6  ☿Ⱶ♫כ ₈└╤→╟℮ √∟─ ₉  

7  ─  

12   

2015 27  
1  ─  

10  ₈ ≤ ─ ₉⌐ ∆╢  
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╩ ∆ ᵑ 

5-1 地域の実態を把握する 

：事業者や保護者に対する実態調査・意向調査の実施 

 

ⱪ꜡☺▼◒♩ ─ ⌐⁸ ─ ─ ─ ≢ ─ ≤ ⅜

≤⌂∫≡™╢⅛ ∆╢√╘⌐⁸ ╛ ⁸ ☻ⱦכ◘ ⌐ ⇔≡⁸

☻ⱦכ◘─ ™∆ ╛ ◔▪ ─ ↑ ╣ ה ⌐ ∆╢

▪fi◔כ♩╩ ⇔╕⇔√⁹ ─ ⁸ ⅛╠─ ╩ ≡⁸╕√⁸

9 ⌐ ⇔≡ⱥ▪ꜞfi◓╩ ⇔╕⇔√⁹ ─ ≢ ∫≡™╢↓≤⁸ ⌐

∂≡™╢↓≤⁸ ⇔≡™╢↓≤⌂≥╩ ⁸ ⁸ ⌐≈™≡ ⇔≡™√∞⅝╕⇔√

⅜⁸↓╣╠─▪fi◔כ♩╛ⱥ▪ꜞfi◓─ ⁸ ◔▪╩ ⇔≡™╢ │ ⌂ↄ

─☻ⱦכ◘ ⅜ ╠╣≡™╢↓≤⁸╕√⁸ ─◔▪⌐ ⇔≡™╢ ╛ ⅜

⌂™√╘⁸ ╩☻ⱦכ◘≡⇔ ≢⅝⌂™≤™∫√ ⅜ ≢⅝≡⁸ ◔▪─

⌐≈™≡ ∆╢ ⅜ ™↓≤⅜ ≤⇔≡ ⅜╡╕⇔√⁹ 

 ╕√⁸ ╩ ∆╢ ≢⁸√┘√┘ ⌐≈™≡ ≤⇔≡ ⅜╡╕⇔√⁹

─ │ ≤⇔≡ ≢⅝╢ ⅜ ⌂™↓≤⅛╠⁸ ◘ⱳכ♩ ⌐ ⇔

≡ꜞⱨ♩ ⌂≥─ ─ ─ ╩ ™╕⇔√⁹⇔⅛⇔⁸ ╩ ∆╢

⌂│╦™♩כⱳ◘ה▪◔│ │⌂ↄ⁸ ─ ⌐ ⅝⌂ ⅜ ∫√↓≤⅛

╠⁸↓─ ⌐≈™≡ ⌐ ⅔╟┘ ╩ ⇔⁸∕─ ⁸ 26

╟╡⁸ ╩ ∆╢ ☿fi♃כ ⌂│╦™♩כⱳ◘ה▪◔

⌐⅔™≡⁸ ─ ⅜ ⌐ ╩ ≢⅝╢ ╖⅜≢⅝╕⇔√⁹ 
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╩ ∆ ᵒ 

5-2 生活範囲の拡大に向けたモデルを示す 

：「ひがしまつやまお出かけマップ」の制作 

 

─ ─ ⌐│⁸ ₁⌂ ─ⱶכ♅ꜟ♦⸗⁹∆╕╡№⅜ ─ ≢⁸₈

─√╘─ ⇔√™⅜⁸ ⅎ╢♩▬꜠╛ ╣√≤⅝⌐∟╞∫≤ ⌐⌂╣╢ ⅜╦⅛╠⌂

™⅛╠ ≢⅝⌂™₉≤™∫√ ⅜ ↕╣╕⇔√⁹∕↓≢⁸ ⅜ ─

─ ╩ ™⁸ ⇔≡ ⅜≢⅝╢╟℮⌐ⱴ♇ⱪ─ ⌐≈™≡ ⅜ ╘

╠╣╕⇔√⁹ ╡ ╖⌐≈™≡│⁸╕∏ ⌐ ⇔⁸ ⅛╠ⱪ꜡☺▼◒♩ⱷfiⱣ

─כ ⅜ ↕╣⁸ ≤ ⅜ ⇔≡ ─ ╛⅔ כꜗ☺꜠⁸

┼ ⌐ ⅝╕⇔√⁹ ⌐│⁸ ╙ ™√∞⅝⁸₈╛↕⇔™⅔ ₉≤⇔

≡ ─ ⅜ ↕╣≡™╕∆⁹ 

─ ⅜⁸ ╠

─ ╩ ™⌂⅜

╠ ─ ╩ →⁸

╟╡ ─ ─

╩ ⇔≡ ╩ ╘

√ ⁸ 25 9 ⌐

₈└⅜⇔╕≈╛╕⅔ ⅛

↑ⱴ♇ⱪ₉⅜ ⇔⁸

↕╣╕⇔√⁹ 
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╩ ∆ ᵓ 

5-3 医療ケア体制整備のための取組 

：喀痰吸引研修などの実施 

  

ⱪ꜡☺▼◒♩ ╟╡ ≢ ╠⇔ ↑≡™ↄ√╘⌐⁸ ≢ ╛ ⌂

≥ ⅜≢⅝╢ ╩ ╛∆↓≤⅜ ≤⇔≡ →╠╣≡™╕⇔√⁹ⱪ꜡☺▼◒♩

≤⇔≡ ◔▪─ ╩ ∆╢↓≤╙ ⇔≡™╕⇔√⅜⁸ ≢─ ⅜

⌂↓≤⅛╠⁸ ⅜ ─ ╩ ↑⁸ ╟╡

⅜ ↕╣⁸ ◔▪╩ ≢⅝╢ ─ ⅜ ↕╣╕⇔√⁹↓─ ╩

∆╢⌐ √∫≡│⁸ ⅛╠ ╩ ╘≤⇔√⁸ ─™ↄ≈╙─ ╛

⅜⁸ ╛◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfi ⁸ ⌐ ⌐ ⇔╕⇔√⁹ ─

◔▪ ─ ⅜ ╪∞─│⁸ ─ ─ ⅜№∫√↓≤⅜ ⅝⅛∫√≤

∂≡™╕∆⁹ 

 

  



74 

 

╩ ∆ ᵔ 

5-4 ニーズを把握し、ニーズを掘り出す 

：ニーズ把握と地域生活イメージ喚起の取り組み 

  

⁸ⱪ꜡☺▼◒♩ ⌐⅔™≡⁸ ─ ─ ⌐≈™≡│

⅜ ⅝™↓≤⅜ ⌐ ⅜╡╕⇔√⁹∕─√╘⁸ ╩ ⌐ ─

↑ ╣⌐≈™≡▪fi◔כ♩ ╩ ⇔√≤↓╤⁸ ↄ─ ⌐⅔™≡₈ ↑ ╣ ₉

≤─ ⅜№╡⁸ ─ ─ ⌐│ ⅝⌂ ⅜№╢↓≤⅜ ╠⅛⌐⌂╡╕⇔√⁹ 

 ∕─ ⁸ⱪ꜡☺▼◒♩ ⌐⅔™≡₈ ╩ ⅎ√ ─ ₉⌐≈™≡ ⅜⌂↕

╣⁸ ⁸ ─ ⌐ ⇔⁸ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢

↓≤╩ ⌐⁸ ─ ╩ ⇔╕⇔√⁹ ≢│⁸ ≢ ∆╢

⅜ ─ ─ ╩ ⇔√ ⁸ ☻ⱦכ◘ ─☻ⱦכ◘╠⅛ ™ ╩

⇔⁸ ╡╟⌐◒כⱪ꞉כꜟ◓│ ─ ⌐≈™≡ ⌂♦▫☻◌♇◦ꜛfi╩ ™╕

⇔√⁹ 
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╩ ∆ ᵕ 

5-5 新たな地域社会との結びつきの模索 

：下校ボランティア・花の水やりボランティアの取組 

 

─№╢ ≢╙⁸ ⅛ ⌐ ≢⅝╢↓≤╛ ≤─≈⌂⅜╡╩ ≡⌂™

⅛ ≤™∫√ ⅜⅝∫⅛↑≤⌂╡⁸ ⌐⁸ ─ ─ ╡ ╩ ⇔╕⇔

√⁹ꜚ►◐↕╪⅜ ⇔≡™╢◔▪ⱱכⱶ╖╠™⅜ ⇔≡™╢ ╩ ╡⌐⁸

─ ╛ ╡ ─ ≤≈⌂⅜╡⁸ ╡ ─ⱬ☻♩≤ ╙ ⇔≡╙

╠™⁸ ─ ≢ ∆╢↓≤⅜≢⅝╕⇔√⁹≤│™∫≡╙⁸ ╘≡─ ╖≢ ╙№

╡╕⇔√⁹↑╣≥⁸ ⌐ ╡ ─ ┼ ↄ≤⁸ ─ ╛ ─

⌂≥⁸ ↄ─ ⅜ ⌐ ≡ↄ∞↕╡⁸≤≡╙ ⅛∫√↓≤≤⁸ ╘≡≈⌂⅜╡╩ ≡√

↓≤┼─ ╩ ∂√─╩ ⅎ≡™╕∆⁹∕╪⌂ ™ ⌐⁸ ╠╣⌂⅜╠ ╕∫√

╡ ⁸ ╘│ ╢ ╙ ╙⁸⅔ ™╩ ℮╟℮⌂ ╙№╡╕⇔√⅜⁸₈

╩≈↑≡ ∫≡⌡ ₉₈↕╟℮⌂╠₉≤ ╩⅛↑ ∫≡™╢ ⌐⁸ ≤ ⅜╖╠╣╢

╟℮⌐⌂╡╕⇔√⁹ ╟╡⁸ ⌐ꜚ►◐↕╪≤ ⅜Ɫ▬♃♇♅╩ ⌐≢⅝√↓≤

⅜ ≢∆⁹∕╣⅛╠ ╩ ⌡╢⌐≈╣⁸₈ │ ∂╚⌂ↄ≡ ⌂─ ₉₈≥

℮⇔≡ ≡╢─ ₉⌂≥─ ╩⇔≡ↄ╣╢╟℮⌐⌂╡⁸₈ ⇔◗ⱶ№→╢╟₉─ ⇔

™╛╡≤╡╕≢⇔≡ↄ╣╢╟℮⌐⌂╡╕⇔√⁹∕℮™∫√ ╩ ╖ ⌡╢⌐≈╣≡⁸ ╘

│ ╙ ╢ ╢≢№∫√ ╡ ⅜⁸ ─№╢ ⅜™≡╙⁸ ─ ≢

⌐ ∆╢└≤≈─ ╡ ≤⇔≡⁸ ╘≡╙╠ⅎ≡⅝√╪∞⌂≤ ∂╢╟℮⌐⌂╡╕⇔

√⁹ 

 ╕√⁸ ∂╟℮⌂ ≤⇔≡⁸ ≤ ─ ☿fi♃⁸─≢כ ─ ╛╡─Ⱳ

ꜝfi♥▫▪╙ ∫≡™╕∆⁹ ╛ ─ ⌐╟╡⁸ ≢⅝╢ ≤≢⅝⌂™ ⅜№╡
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╕∆⅜⁸ │ ╡⅛⅛∫√ ⌐₈™≈╙№╡⅜≤℮⌡₉⌂≥─ ╩⅛↑≡╙╠ⅎ╢╟

℮⌐⌂╡╕⇔√⁹╕√⁸ ─ ╙ ⌐ ≢⅝╢╟℮⌐⁸ ⱳfiⱪ╩☻▬♇♅⌐

≈⌂→≡⁸☻▬♇♅╩ ∆≤ ⅜ ╣╢╟℮⌂ ╙≈ↄ╡⁸ ╛╡ ─ ╙⇔

⌂⅜╠ ∫≡™╕∆⁹∕℮™∫√ ╩ ⌡≡™ↄ ⁸ ─ⱶכⱪⱱכꜟ◓│≢╕

⅜ ∫≡™√ ╡ ─ⱶכⱪⱱכꜟ◓⁸⅜ ⅜ ℮ ≢╙⁸ ∂

╟℮⌂ ─№╢ ⅜ √⌐ ⇔≡⁸ ⌐ ╡ ─ ╩ ⅎ╢╟℮⌐⌂

╡╕⇔√⁹ ⇔™ ⅜ ≢⅝╢─╙⁸ ╕≢─ ⅜╛∫≡⅝√ ⅜ ≢ ╘≡╙

╠ⅎ√⅛╠∞≤ ™╕∆⁹ 

 ⅜ ↑╣┌ ™╒≥⁸₈√ↄ↕╪ ↑≡№→⌂⅝╚₉₈ ⇔≡№→⌂⅝╚₉≤™

℮ ⅎ╙№╡╕∆⅜⁸ ⅜ ↄ≡╙⁸₈ ⌐ ∆╢↓≤₉₈ ⅛ ─ ⌐ ≡╢↓

≤₉╩ ∆╢─│⁸ ╩ ╗ ≢⁸≤≡╙ ⌂ ≢│⌂™─≢⇔╞℮⅛⁹

─↓≤╩ ─ ⌐ ∫≡™√∞⅝⁸╕√ ─№╢ ⌐≤∫≡│⁸

─ ╗ ≤│≥℮™℮╙─⅛╩ ╢↓≤≢⁸ ─ ⌐ ⌂ↄ⁸ ⌐∆╗

⅜≈⌂⅜∫≡™ↄ↓≤⅜⁸₈ ≢ ╠∆₉≤™℮ ╩⌂⇔≡™╢─∞≤ ™╕∆⁹ 
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「見守り隊が実現するまで」 
 

₈↕╟℮⌂╠₉₈ ╩≈↑≡ ∫≡⌡₉⁹ 

₈└⅜⇔╕≈╛╕⇔₉≤ ⅛╣√ ─ⱬ☻♩≤ ╩ ⌐ ↑

≡⁸ ─ ─₈ ╡ ₉ ╡ ⌐⁸

─ ₁⅜ ⇔ ╘╕⇔√⁹ ∕℮⌐ ≡™╢ ⁸

≢№™↕≈∆╢ ⁸₈⌂╪≢▬☻⌐ ∫≡╢─ ₉≤ ⇔⅛↑≡

ↄ╢ ⁸Ɫ▬♃♇♅∆╢ ⁹ ≥╙√∟─ ⌂ ⅜ ≢

∆⁹ 

╡ ⌐ ∆╢╕≢⌐│ ↄ─ ₁─ ⅜ ≢⇔√⁹

─ ╛⁸∆≢⌐ ─ ╡ ⁸ ─ ⁸∕

⇔≡ ⁹↓℮⇔√ ─ ₁≤─ ╦╡│≤≡╙ ≢

⇔™ ≢№╢ ⁸ ╙№╡╕⇔√⁹ ─ ≤│≥─

╟℮⌂ √∟⌂─⅛⁸ ≥╪⌂ ╩⇔≡™╢─⅛⁸⌂− ╡

⌐ ∆╢─⅛ ⁸⌂⅛⌂⅛℮╕ↄ ⅎ╢ ⅜ ╕∑╪≢⇔

√⁹⇔⅛⇔⁸№╡⅜√™ ⌐⁸₈ ≢╙ ─№╢ ₁⅜ ╡

⌐ ⁹╪∑╕╡№│☻כ◔╢™≡⇔ ╠⇔™ ╖⌂─≢−

└ ╘╕⇔╞℮⁹₉≤ ╡ ─ ─ ⅜ ⌐ ↑≡ ⇔≡

↕∫√⇔⁸ ─ │ ─ ╩ ∫≡ ↕™╕⇔√⁹

╡ ╩ ╘╢ ⌐⁸ ─ ≢│ ─ ⅛╠ ⌐

⅜№∫√∕℮≢∆⁹↓℮⇔√ ─ ₁─↔ ≤ ⅜№∫

≡⁸ ╡ │ ⇔√─≢⇔√⁹ 
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╩ ∆ ᵖ 

5-6 「地域で暮らすための支援」について学ぶ場を設ける 

：セミナーや懇談会の開催 

 

 22 ⌐ ⇔√ ☼כ♬≥ ─√╘─ ─ ╩ ╕ⅎ⁸

⌐ ☻ⱦכ◘ ╩ ≤⇔√ ╩ ⇔⁸

⅛╠─ ⅜№╡╕⇔√⁹ ≢│⁸▪fi◔כ♩ ─ ─ ⁸ ─ ─ ↑

╣⌐≈™≡─ ╩ ⇔╕⇔√⁹ ≢│⁸ ⌂≥─Ɫכ♪ ─ ⁸

╛ ◔▪─ ⌂≥♁ⱨ♩ ─ ⅜ ↄ →╠╣╕⇔√⁹ 

 ⁸ ה ─ ◔▪⌐ ≢⅝╢

☻ⱦכ◘ ╩ →╢↓≤╩ ⌐⁸ ◄ꜞ▪⌐⅔™≡☿Ⱶ♫כ╩

⇔⁸101 ─ ⅜ ⇔╕⇔√⁹☿Ⱶ♫⁸│≢כ 24 ⅛╠ ↕╣╢

⌐╟╢√╪─ ─ ◔▪ ⌐ ∆╢ ╛ ─ ─ ⁸ ─

╛ ⌐╟╢ ⌐╟╡⁸ ◔▪⌐≈™≡─ ╩ ╘╕⇔√⁹ 

 ⁸ ◔▪╩ ≢⅝╢ ╩ →╢↓≤╩ ≤⇔≡⁸

₈└╤→╟℮ √∟─ ₉≤ ⇔√ ◔▪☿Ⱶ♫כ╩ ⇔⁸ ─ ⅜

⇔╕⇔√⁹☿Ⱶ♫⁸│≢כ ─ ⌐╟╢ ◔▪─ ─ ⁸

⌐╟╢Ⱨ▪ⱡ ⁸ ─ ─ ◔▪ ╩ⱤⱠꜞ☻♩⌐ ⅎ√ⱤⱠꜟ♦▫

☻◌♇◦ꜛfi⌐╟╡⁸ ◔▪⌐⅔↑╢ ╩ ╘╕⇔√⁹ 

 ─ ⌂≥ ◔▪╩ ∆╢ ≢⁸ ◔▪╩ ∆╢

─ ╛ ה ─ ⌂≥ ↄ─ ⅜ ≡⅝√↓≤⅛╠⁸ ◔▪⌐ ∆╢▪fi

╩♩כ◔ ⇔╕⇔√⁹ 
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╕√⁸ ⁸ ⅜ ≢ ╠∆√╘⌐ ⌂↓≤

⌐≈™≡ ⅎ╢↓≤╩ ≤⇔⁸ ─ ╩ ⌐ ™≡₈

≤ ─ ₉⌐ ∆╢ ╩ ⇔╕⇔√⁹ ≢│⁸ ⅛╠─ ─ ⁸

─ ◔▪ ╩ⱤⱠꜞ☻♩⌐ ⅎ⁸₈ ─ ≤ ₉⌐≈™≡ ╩

™╕⇔√⁹ 
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第２部 
 

第 6 章 私たちにとって 

「連携」とは何か？（座談会） 
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 ↓╣╕≢─⸗♦ꜟ ─ ╡ ╖≢│⁸ ₁⌂ ה ─₈ ₉⅜ ╦╣≡⅝

╕⇔√⁹≢│⁸∕╣∙╣─ │⁸₈ ₉╩≥─╟℮⌐ ⅎ≡⅝√─≢⇔╞℮⅛⁹

╩ ⇔╕⇔√─≢⁸∕─ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 

◆チームを作る共通ノート。しかし… 

Ê   ⌐≈™≡│⁸╕∏ ⱡכ♩╩ ∆╢ ╡⅛╠⁸⅔ ™─╛╡

╡≤⅛⁸⅔ ™⌐ ╩ ⇔ ℮╟℮⌂ ─ ⅜ ≡⅝√╪∂╚⌂™⅛≤ │

∂≡™√─≢∆⅜⁸∕─ ⌐™√ ∫≡ │™╕∆⅛⁹ 

Ê  ™≈←╠™⌐≢⅝√╪≢⇔╞℮  

Ê  ⅛╠∞≤ ™╕∆⁹ 

Ê  ∕℮≢∆⌡⁹ ⅜ √≤⅝⌐│⁸╙℮╛╡ ╘≡™√╪≢∆╟⌡⁹ 

Ê  ↕╪⁸™╕⇔√⅛  

Ê  ™╕⇔√⁹ 

Ê  №─ ₁─ ⱡכ♩╩ ⅜ ⇔√⅛╖√™⌂ ⁹ 

Ê  ∕─☻♃⁸│╤↓≥─♩כ │™⌂⅛∫√╪≢∆╟⌡⁹ 

Ê  ☻♃⁸│╤↓≥─♩כ ⌐ ─ ⌐ ⌐ ∫√ ⌐ ∑

≡™√∞™√ⱡכ♩╩ ⌐⇔≡ ⱡכ♩╩ ╡╕⇔√⁹ ⅜ ⇔≡⁸

∆╢⌐ √∫≡⁸ ─ⱡכ♩⅜№∫√ ⅜ ™⁸ ╡╕⇔╞℮≤™℮↓≤≢ ╘√

╪≢∆⁹ ↕╪⌐│⁸ⱪ꜡☺▼◒♩⅜ ≢ ↕╣√ ⁸ⱪ꜡☺▼◒♩≤⇔

≡─ ⅜ ↕╣√ ╙⌂™↓╤⅛╠ ╦∫≡™√∞™≡™≡⁸≥╪≥╪ⱡכ♩─

─ ╩ ⌡≡™√∞™≡⁸ ─ ⌐⌂╡╕⇔√⁹ 

Ê  ™╕ꜚ►◐↕╪⌐ ∫≡™╢ⱡ⁸╩♩כ ╩ⱶכⱪⱱכꜟ◓╠⅛╣↓─ ╘╕

∆≤™℮≤↓╤⌐⅔ ⇔⇔√⁹∕↓≢╙⁸╖╪⌂≢ ≢⅝╢≤™™╪∞≤ ∫≡

∫≡™∫√╪≢∆↑≥⁸ ⅜≢⅝⌂™⁹ 

Ê  ∕╣│⁸≥℮⇔≡≢∆⅛   

Ê   ⅛™↓≤│╟ↄ ⅛╠⌂™≢∆↑≥⁸™╕╕≢ √∟⅜╛∫≡⅝√ ╛

╛╡ ⅛╠ ⅜ ⇔™≤™℮↓≤⌂╪∞≤ ∫√╪≢∆╟⌡⁹ⱡכ♩╩Ⱪꜝ♇◦ꜙ

▪♇ⱪ⇔≡™ↄ↓≤│⁸╙℮∆≢⌐ ╕∫≡™╢∂╚⌂™≢∆⅛⁹∕─ ╘╢ ⅜
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⌂╪∂╚⌂™⅛⌂≤ ∫√╪≢∆╟⌡⁹ 

Ê  ⌂╡ ⌂╡⁸ ╕≢ ╣ ⇔╪≢⅝√╛╡ ╩ ⅎ╢↓≤⌐│⁸ ⅜№╡

╕∆╟⌡⁹ⱪꜝ▬♪╙№╢≤ ™╕∆⁹ 

Ê  ⱪ꜡☺▼◒♩ │⁸ ─ ─₈ ₉╩⅔ ⌐⁸⅔

⅔ ─ ⁸ ╙ ╘√ ⌂ⱪꜝfi╩ ⌐│≈ↄ╤℮≤™℮↓

≤⌐⌂∫√╪≢∆╟⌡⁹≢╙⁸ ─∕─ ─ ⅜ ⅛╠⌂™≤≈ↄ╣⌂™⅛╠⁸╕

∏│⁸ ─ ╩╖╪⌂≢ ∆╢ ╖╩ ⅎ╢≤™℮≤↓╤≢⁸№─ⱡכ♩⅜

╕╡╕⇔√⁹ ⅛╠⁸ ─ ⌐╙⁸⸗♦ꜟ ─☻כ◔─ ─

⌐ ∫≡™√∞™≡™≡⁸ ≢╙ ⅎ⌂™∞╤℮⅛≤™℮↓≤│⁸ ⇔≡╙

╠™╕⇔√⁹≢╙╛∫┐╡ ≢│⁸№─ │ ⅎ⌂™⁸ ↑⌂™≤™℮ ⅜№╡

╕⇔√⁹↑╣≥╙⁸ ⅛╣√╙─│⁸ ─ │ ⅛╢⅛╠⁸∕╣│ ∑≡╒⇔™

≤™℮ ⅜№∫√╪≢∆╟⌡⁹∞⅛╠⁸◘♅◄↕╪─ ⁸™╕≢╙ ⅛╠

∆╢ ™√∞ↄ◘ⱴꜞכ≤ ⱡכ♩─ ─ ⅜ ∆╢≤™℮↓≤⌐⌂

∫≡™╕∆⁹◄ꜞ▪─ ≢╙⁸ ⌐│ ─ ⅜№∫≡⁸™╕ ─

≤⇔≡ ∫≡™╢ ⌐╙ ≤⇔≡ ⌂ │⁸ ≤ ∆╢↓≤

⌂ↄ⁸ ™≡™╢─≢⁸ │ ≤⇔≡ ⌐⌂∫≡™╢╪≢∆⁹≢╙⁸ ─

╡│╛ⱦ☻≢╙⁸כ◘ ╩ ∆╢√╘─ ⱡ⁸│♩כ↔ ⌐ ™≡

№╢─≢⁸ ⅜ №╢↓≤│ ╩☻ⱦכ◘⁸╙≤╣↑™⌂│≢≥↓⌂ ℮√

┘⌐⁸∕─ⱡכ♩╙ ≤ ⌐ ™≡™∫≡ ╩∆╢≤™℮─│⁸ ≢│╛∫

≡™⌂™↓≤≢∆⁹ ╩ ⅎ≡⁸ ⌐ ∆╢↓≤≤⌂╢≤⁸◄ꜞ▪╙ ⅜

∞≤ ⇔™≢∆╟⌡⁹ 

Ê  ∞≤ ⇔™≢∆⌡⁹∕╣∙╣ ╛ ─ ⅜№╢⅛╠⁹ 

Ê  ™╛⁸℮∟╙ⱱכⱶ─ ╙№∫≡⁸ⱡ⁹∆╕╡№╙♩כ╒⅛─ ≤╙

∂ⱡכ♩╩ ™ ╘√╪≢∆╟⌡⁹∕─≤⅝⌐⁸ ≢∕╣⅜ ⌂─⅛≤™℮ ⅛

╠ ╘≡⁸╕∏ ╩ ╘⌂⅝╚™↑⌂™≢∆╟⌡⁹ⱡכ♩╩ ∆╢↓≤─ │

⌂╪∞╤℮⅛≤™℮ ≤⁸ ⌐∕╣∙╣⅜ ╩ ℮─⅛≤™℮ ⅜

⌐⌂╢≤ ℮╪≢∆⁹│∂╘─ ↓∕⅜ Ɫכ♪ꜟ⅜ ™─≢│⌂™⅛⌂≤™

℮─╩⁸ │ ∫≡™╕∆⁹ ≤⅛⁸╒⅛─ ≢╙⁸∕℮™℮ │⌂™╪

≢⇔╞℮⅛⁹ 

Ê  ₈№∆╖₉╢כ─ ↔╩☻ⱦכ◘ ™√∞™≡™╢ ≢⁸↓
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─ ⱡ⁸⅛™⌂⅝≢⅜♩כ ⌐ꜟⱩכ♥─ ∑≡╙╠∫√≤⅝⌐⁸↓─ⱡכ♩│

ⅎ⌂™≤™∫√ ⅜№╡╕⇔√⁹ │ ─ⱡ⁸≢─╢№⅜♩כ∕╣∂╚⌂™≤

╛∫┐╡ ─₉╢כ╖∆№₈⌐↓⧵⁸∞√⁹√⇔≢≥↓℮™≥∞ ╩ ™≡╙

™≤⅔ ⅜№∫√≤ ™≡™╕∆⁹ 

Ê  ─ ╩ ∫≡ ™≡™ↄ≤™℮ ∂⌂╪≢∆⅛⌡⁹ 

Ê  ⅎⅎ⁹√∞⁸ ⅝√™ │ ↑⌂™≤™℮─│ ⅛⌐№∫≡⁸ ─ ≤

⅛⁸∕℮™℮╙─│ ↄ≤↓╤⅜⌂™─≢⁸ ╛│╡ ≈ↄ╢╟℮⌐⌂∫√╪≢

∆⁹ 

Ê  ╕∫√ↄ ⅜ ╣√↓≤─⌂™ ╩⁸™⅝⌂╡⁸╟╤⇔ↄ⅔ ™⇔╕∆≤

™∫≡╙⁸ Ɫכ♪ꜟ⅜ ™⅛⌂≤ ™╕∆⁹∕╣∙╣─ ≢⁸ⱡכ♩╩

╙ ⅛⌂⅝╚™↑⌂™≤⅛⁸ ╩ ↄ ⅜ ≢№╢≤⅛⁸∕℮™℮↓≤╙№╢─

⅛⌂≤ ™╕∆⁹ ╙∕℮⌂─⅛⌂≤ ℮╪≢∆⁹ ─ ⱡכ♩⌐∟╞↓∫≤

≤─╛╡ ╡╩ ↄ ╩≈ↄ╣┌⁸∕↓≢╛╡ ╡≢⅝╢╟≤⅛⁸∕╣∙╣─

─╛╡ ⌐ ⇔⌂⅜╠⁸ ⌐≈ↄ╡ →≡™⅛⌂™≤⁹ ╩ ∫≡⁸

₈ ™≡ↄ∞↕™⅔ ™⇔╕∆₉≤™℮ │⁸╒⅛─ ∞≤Ɫכ♪ꜟ⅜ ™⅛

⌂≤ ∂≡™╕∆⁹ ∂ ⁸ ∂ ─▪♪fl□fi☻≤⅛⁸►▫☼≤⅛≢

ⱡכ♩╩ ∫≡™╢ │™™╪≢∆↑≥⁸ ╛ ─ ≤⌂╢≤⁸

ⱡכ♩╩ ™╕⇔╞℮≤™℮↓≤│⁸ ⅎ≠╠⅛∫√╡⁸⅔ ™─ⱷꜞ♇♩⅜≥↓

⌐№╢⅛ ⇔≠╠™≤⅝╙№╢⅛⌂≤™℮─╩ ∂≡│™╕∆⁹ 

 

◆わかりやすく、要点を絞ったノートづくり 

Ê  ⌂◖כ♦▫Ⱡכ♩ ≤™℮─⅜⁸╛∫┐╡ ⌂╪≢⇔╞℮⌡⁹

─↓≤╙ ™≡№╢ ⱡכ♩─ │⁸↓─ⱪ꜡☺▼◒♩⅜ ♩כⱠ▫♦כ◖⌂

─ ╩ ∫√≤™℮↓≤⌂╪≢⇔╞℮⌡⁹ 

Ê  ↕╪⁸ ≤ⱫꜟⱤכ⅜ ∂ ⌐ ╢ │ ™≤ ℮╪≢∆↑≥⁸

≤⁸ ≤ ⅜ ─ ⱡכ♩╖√™⌂╙─╩ ℮↓≤│№╢╪

≢∆⅛⁹ 

Ê  ⱫꜟⱤכ─ ⌐ ⇔≡ ™√╡│⇔≡™╢╪∞↑≥⁸≢╙⁸ ⅜
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╛∫≡™╢↓≤ ∕↓⌐ ™≡™╢⅛≤™℮≤⁸∕℮∂╚⌂™⁹ ⁸ ≤

⅛⁸≥℮№╢═⅝⅛⌐≈™≡ ∆╢√╘⌐⁸►▼Ⱪ ≢ ⇔√╠≥℮⅛≤™

℮↓≤╩╛∫√╪≢∆⁹∕─≤⅝─ │⁸ⱫꜟⱤכ│™∫┐™ ⅝√™⅛╠⁸

≤⇔≡ ↕╣⌂™╙─⅜ ─╟℮⌂ ≤⇔≡ ↕╣≡⁸∕─ ⅛╠ ╖ ╠⌂

⅝╚™↑⌂ↄ⌂∫≡⁸ ↄ↕ↄ≡ ℮╕ↄ™⅛⌂⅛∫√⁹ ⌐ⱫꜟⱤכ⅜

╦∫≡™╢ ⅜ ™─≢⁸∕─ ≢ ∆╢═⅝╙─╩⁸╙℮ ⇔ ⇔≡ ↑╢

╟℮⌐⌂╢≤™™╪∂╚⌂™⅛≤⁸∕─≤⅝⌐ ∫√⁹ ─╙─╩ ⅔℮≤∆╢≤⁸

≥℮⇔≡╙∕℮™℮↓≤⌐⌂╡╛∆™⁹ ─√╘⌐ⱡכ♩╩≈ↄ╢≤⁸ ₁

╩⇔√≤™℮↓≤╟╡╙⁸ ⌐ ⅝⅛↑╠╣√╟℮⌂↓≤╩ ™≡⁸∕╣╩

∟ ∫≡⁸ ⌐ ℮↓≤⅜≢⅝╣┌™™─⅛⌂≤ ℮╪≢∆⁹ ₁─

≤ ─╙─∞≤ ℮⅛╠⁸ ⁸ ⅜ ≈⌐⌂╢╪∞≤ ℮╪≢∆⁹∕╣│⁸∕╣

∙╣─ ⌐ ∑╠╣≡™╢ ≤⇔≡⁸∕╣∙╣ ⌐ ∆═⅝╙─⅜⁸≥℮⇔

≡╙№╢⁹↓╣│⁸ ≢ ╡⅜№∫≡⁸ ⅛∆↓≤⅜≢⅝⌂™⁹∕─ ⅜ №

╢⅛╠≤™∫≡⁸ ⌐ ⌂╙─≢№╢─⅛≤™℮≤⁸∕↓│╕√ ─ ∞

≤ ℮⁹ ⇔√╙─╩ ™≡™ↄ ≤⁸ ₁─ │ ↑≡™ↄ↓≤⅜⁸ ⌐

⌂∫≡ↄ╢─⅛⌂≤ ™╕∆⁹ 

Ê  ⇔√ ≤™℮≤⁸ ⌐│⁸◘♅◄↕╪⌐≈™≡ ◌ ⌐ ◔▪

╩ ∆╢ ⌐⁸ ₁─ ╩ ╖ ⇔⌂⅜╠╕≤╘╩≈ↄ∫≡⁸∕╣∙╣

⅜ ∟ ∫≡ ⌐ ╢≤™℮↓≤╩⇔≡™╕∆⁹ ⌐╕≤╘╩ ™≡™╢ ⅛

╠│⁸ ╡ ╡⌐⌂╡⁸∕↓≢ ─ ⅜≢⅝≡╟⅛∫√≤™℮ ⅜№╡╕∆⁹ꜚ

►◐↕╪─ ⁸ ╩ ™≡™≡⁸ ∂╟℮⌂╕≤╘─ ⅜№╡╕∆⅜⁸∕

╣│⁸≥℮≢∆⅛⁹ 

Ê  ─ ⌐ ₁─ ╩╕≤╘≡ ─◘ⱴꜞכ╩ ∫≡™╕∆⁹↑∫↓℮

⌂ ≢│№╢╪≢∆⅜⁸╛│╡ ╡ ╡⌐⌂╡╕∆⇔⁸ⱳ▬fi♩⅜ ╣╢─≢

⌐◘ⱴꜞכ│ ⅛∑⌂™≤ ™╕∆⁹ ─ ↕╪─ ⇔⌐ ╡╕∆⅜⁸ ≤

⁸ ≤ ─ ─ ™╖√™⌂╙─│⁸╛∫┐╡ ₁№╢≤↓╤≢∆╟⌡⁹

™╕ꜚ►◐↕╪≢ ∫≡™╢ⱡ⁸│♩כ ╙Ⱪꜝ♇◦ꜙ▪♇ⱪ⅜№∫√╪≢∆╟⁹

№─ⱡכ♩─ │⁸ ╩♃כ♦⌐ ∑≡⁸ │ ⌐⌂∫≡™╢╪≢∆⁹

⌐ ⌐╣⧵≥♃כ♦│™≡™√≥╢∆╠⅛ ─╙─⅜№╣┌⁸∞™√™╟╤

⇔™≤⁹ ⅜ ╩♃כ♦⁸≥℮╚∟∫⌂⌐ ∆╢≤↓╤⅛╠ ╘⌂⅝╚™
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↑⌂™─≢⁸ ⅛⌂≤™℮≤↓╤≢∆⌡⁹ ⅜ ≈⌐⌂∫∟╚℮≤™℮ ╙

№╡╕⇔√↑≥⁸∕╙∕╙ ≢∕℮™℮ ⱡ⁸⅛℮╤∞╪™™╠√∫№⅜♩כ≤™

℮ ⅜ ↕╣√≤↓╤⅛╠⁸№─▪▬♦▪⅜ ╕╣√╪∞≤ ℮╪≢∆╟⌡⁹

─ ⅜⌂™─⌐ ∞↑╩ →╟℮≤∆╢≤⁸╛∫┐╡ ⇔™≤ ™╕∆⁹ ⌐

⅜│∫⅝╡⇔≡™╣┌⁸™╤™╤⌂ ╙ ™╛∆ↄ⌂╢⁹∕℮™℮ ≢⁸

⌐ ─ ≤ ⱡכ♩─ ≈⌐⌂∫≡™╢↑≥⁸∕╣≢╙ ⱡכ♩⅜

∞≤⁸ │ ™⌂

ↄ ⅎ╕∆╟⌡⁹↓─

≢⁸↓℮™℮↓≤

╩╛∫≡╖╟℮⁸≤™

℮ כⱠ▫♦כ◖⌂

♩⅜≥℮⇔√╠ ╕╣

╢─⅛≤™℮─⅜ⱳ▬

fi♩⌂─⅛⌂≤ ℮⁹

∕─ ⁸Ⱪꜝ♇◦ꜙ▪

♇ⱪ⇔≡™↓℮≤™℮

⅜ ╖∞∑┌⁸≢⅝

╢╪∂╚⌂™⅛≤

│ ℮⁹ 

Ê  ⅎ┌⁸♦▬☿

fi♃כ►▫☼─ ≢╙⁸

─ ≤⁸

ה ─ │

⅛╠☼꜠≡™╢─≢⁸

∂ ⌐ ⅛℮╪∞

≤™℮ⱴ▬fi♪⅜

↕╣╢─⅜ ∞

⌂≤ ™╕∆⁹ 

Ê  ─ ™⌐≈

ₒ 6-1 ⱡכ♩─ ₓ 
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™≡│⁸ ─ ⅛╠⁸ ⌐↓─ ⅜ ⇔™⅛╠ ≢⅝╢╟℮⌐ ⅎ≡ↄ╣

≤™℮─│⁸ ≡⇔⌂™ ⌐⌂∫∟╚℮⁹ ╩ ⅎ≡ↄ╣≤™℮≤↓╤⌐⌂∫∟

╚℮─≢⁹≢╙⁸ ⌐ ⌂ ─ ╩≈ↄ∫≡⅔↑┌⁸╙℮ │♃כ♦⌐

≢╙ ↑╢╟℮⌐⌂╢⁸≤™℮╟℮⌂ⱡכ♩≠ↄ╡─ ╩ ∂≡⁸⅔ ™⌐↓℮™

℮↓≤╩ ╡√™─∞⌂≤™℮↓≤⅜⁸⌂╪≤⌂ↄ ⅛∫≡™ↄ─∞≤ ℮╪≢∆⁹ 

 

◆時間は有限！記録の共有化による効率的な会議を 

Ê  │⸗♦ꜟ♅כⱶ≤™℮↓≤≢⁸ꜚ►◐↕╪╛◘♅◄↕╪⌐≈™≡⁸∕─

╩ ⅎ╢↓≤⅜≢⅝√≤ ™╕∆⅜⁸√ↄ↕╪─ ⌐↓─╟℮⌂ ╡ ╖⅜ ⌐

⌂∫√ ⁸ ℮↓≤⅜≢⅝╢─⅛⁹∕╣≤╙⁸ ⌐ ⇔≡↓─╟℮⌐

╩ ⌐≤╢↓≤⅜⁸ ⅎ┌ ←╠™╕≢∞∫√╠ ⁸≤™℮─│№╡╕∆⅛⁹

╩∆╢⌐│⁸ ─╟℮⌂ ╡ ╖⅜ ∞≤∆╢≤⁸ │

⌐╛╢↓≤⌐⌂╢─⅛⁹ ─Ɫכ♪ꜟ╙№╢─⅛⌂≤ ℮─≢∆⅜⁸∕╣│≥

℮≢⇔╞℮⅛⁹ 

Ê  ─↓≤≤⁸ ─↓≤⅜№╢≤ ™╕∆⁹ ─↓≤⅛╠⅔ ╩ ⌐∆╢

≤⁸ ─ ╙ ⌂ ⅜ ≠↑╠╣≡™╢∂╚⌂™≢∆⅛  ꜚ►◐↕╪

ⱪ꜡☺▼◒♩⌐ ⇔≡│⁸ ╛∫≡™╢↑╣≥╙⁸◘♅◄↕╪─≤↓╤│ ◌ ⁸

№╢™│ ⁸☻♃♇ⱨ ⌐ ╦∑≡ ╩ ⇔≡™╢─│⁸ ─

⅜№∫≡─↓≤⌂╪≢∆╟⌡⁹ │⁸ ◌ ≢∆⅛  

Ê  │™⁹ 

Ê  ─ ≢⁸ ◌ ↔≤⌐ ╩ ↄ↓≤│╒≤╪≥⌂™≢∆╟⌡⁹ 

Ê  ∕℮≢∆⌡⁹ 

Ê  ⅛╠│⁸◘♅◄↕╪⌐ ∫≡─↓≤∞≤ ™≡™╕⇔√⁹╒⅛─ ╕≢

→≡╛╢─│⁸ ⌐ ≤⇔≡│ ⇔™≤™℮↓≤≢⇔√⁹ ♦כ◖⌂

▫Ⱡכ♩≤™℮⅔ ⅜ ≡™╢╪≢∆↑≥⁸ ⌐⌂╢─│ ⌐⌂╢≢⇔╞℮⁹↓

╣⅛╠ ╘≡™ↄ↓≤╩ ⅎ╢≤⁸╛│╡ ⌂ │⁸⌂⅛⌂⅛ ⇔™─⅛⌂≤

∂≡™≡⁸↓─ ╡ ╖╩ ─⇔ↄ╖≤⇔≡ ╘≡™ↄ⌐│⁸≥℮⇔√╠™™─⅛

⌂≤ ⅎ≡⇔╕™╕∆⁹ ─ ≢│≥℮≢∆⅛  
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Ê  │ ⁸∕╪⌂⌐ ╠⌂™⁹⌂⅔⅛≈⁸ │⌂╢═ↄ

─ ╩☻ⱦכ◘─╡ ™╕⇔╞℮≤™℮↓≤∞⅛╠⁸ ┬ ⁸ ┌╣╢ כ◘⁸

ⱦ☻╩ ⇔≡™╢ √∟⅜ ⌐ ™≤™℮ⱷꜞ♇♩≤⁸ ╩ ╙↓⌂⇔≡

™╢─≢⁸ ╠╣√ ─ ≢ ╦╢↓≤⅜≢⅝╢╟℮⌐⌂∫≡™╢⁹╙⇔ ─

⌐⌂∫√╠⁸ │ ╡╕∆⁹∕╣│ ─⅛↑ ⅞≢∆⁹ ≢╙ ⁸∕╣

⌐⌂╢≤⁸ ⌐ ∆╢≤ ⌂↓≤⌐⌂╢⁹∕╣╩√∞≢ ≡╙╠℮╦↑∞

⅛╠⁸ ╩ ™≈┬∆╦↑⌐│™⅛⌂™─≢⁸ ─ ≢⅝∟╪≤╛∫≡╙╠™√

™⁹ ↄ ₁≢∕╣╩ ⇔≡⅝√↑╣≥⁸ ─ ⌐⌂╢≤⁸ ⁸ ⌂⌐☻כ◖

╢╪≢∆╟⁹∕╣⁸╙℮╛╣⌂™╟⁹╛∫≡™╠╣⌂™⁹ 

Ê  ◘כⱦ☻≢│⁸∕℮≢∆╟⌡⁹ 

Ê  │ ≡⅔ ╩⇔√™╪∞↑≥⁸∕╪⌂ ↄ╕≢ ∫≡⁸⌂⅔⅛≈ כ◖

☻≤™∫√╠⁸╙℮ ™ ╣⌂⅝╚™↑⌂™⁹∕╪⌂ ™ │ ↕╣╢⇔⁸∟

╞ↄ∟╞ↄ╛∫≡™╠╣⌂™≤™℮↓≤⌐⌂╢─≢⁸╙℮ ⇔ ─ ╛⁸ ╩

∆╢ ⅜₈ │↓─ ⌐≈™≡ ╩ ╘╕∆₉≤™℮↓≤╩№╠⅛∂╘

⇔≡⁸∕─↓≤⌐≈™≡⁸╖╪⌂⅜ ⅎ≡ↄ╢⁹∕⇔≡∞™√™ 30 ⁸ ┘≡╙

≢ ⅎ╢≤™℮☻♃fi☻≢ ⌂ↄ∟╚╛∫≡╠╣⌂™≤ ℮⁹∞╠∞╠⁸₈↓─

◌ ─ │≥℮≢∆⅛₉≤™℮↓≤╩ ╘╢≤ ⌂╪≢∆╟⁹ ╙∫≡ ╩

╪≢⁸ │ ∫≡™╢╪∞⅛╠⁸∕─ ≢ ≡⅝√╙─╩⁸ ≢ ╩∆╢≤™

℮↓≤╩∆╣┌⁸∕╪⌂⌐ │ ╠⌂™≤ ℮⇔⁸ ╩ ╠⌂ↄ⌂╣┌ ╛∆ↄ

⌂╢⁹ 

Ê  ↕∫⅝ ≤ ≤™℮⅛√∟≢⁸∟╞∫≤ ⅜ ≡™╕∆↑≥⁸ ╙

∕─≤⅔╡∞⌂≤ ℮╪≢∆⁹ ─╒℮│ ⁸ ≤⅛⁸ ⌐ ∫≡™

╢ √∟─ ≤⅛⁸╛∫≡™╢↓≤│⁸∆╪⌂╡ ≢⅝╢≤↓╤⅜№∫≡⁸

─ ≤⅛⁸ ─☻ⱦכ◘╢╣↕ ⌂≥⅜⁸№╕╡ ⇔≡™⌂™ √∟

⅜ ⇔≡⅝≡⁸ ╙∟╞∫≤№™╕™⌐⌂╡⅜∟⌂ ╙№╢─≢⁸∕─

─╒℮⅜◦fiⱪꜟ⌐≢⅝≡™╢⁹ │⁸∆↔ↄ ↄ≡ ⇔™≤™℮ ≢⁸

⌂≥⅜⁸ ─ ╩⁸∟╚╪≤ ⇔≡╛∫≡™ↄ≤™℮↓≤⅜⁸∆↔ↄ

⌐⌂╢─⅛⌂≤ ™╕∆⁹ 

Ê  ≤ │ ⌐≢⅝╢─⅛≤™℮ ⅜№╡╕⇔√⁹ ⌐≈™≡│⁸™╕

─ ≤╙ ∂ ╩ ∫≡™╢╪≢∆↑≥⁸∕─ ─ⱡכ♩⌐│╙≤╙≤



89 

 

│⌂ↄ≡⁸♦כ♃∞↑ ™≡™╕⇔√⁹ │₈ ⅛⌂ↄ≡™™≢∆₉

≤ ⅎ╕⇔√⁹╙∟╤╪ ⅛№╣┌⁸ ™≡╙╠∫≡™™╪≢∆↑≥⁹╙≤╙≤№∫

⌐♩כⱡ╩♃כ♦√ ⇔≡ↄ∞↕™≤⁸Ɫכ♪ꜟ╩ ╡⌂ↄ →≡ ╘╕⇔√⁹∕

─ ─ ⱡכ♩╩ ℮ │⁸ⱱכⱶ─ ╩ ─ ⌐ ⅛∫≡╙╠™√™⁸∕

╣⅜ ∞⌂≤ │ ∫≡™╢─≢⁸ ╩ ⅛⌂ↄ≡™™≤™℮┤℮⌐⇔≡

™╢╪≢∆⁹ ⌐ ₈ ⱡ⁸│╡╟℮™≥₉∆╕╡╛℮↓╩♩כ∕─ ⌐ ∂

≡⁸₈≢⅝╢ ≢⁸≢⅝╢ ╡╛╢₉≤™℮╒℮⅜™™╪∞≤ ™╕∆⁹ 

◆支援の充実のためには記録の共有が必須 

Ê  ꜚ►◐↕╪╙◘♅◄↕╪╙ ⁸ ⱡכ♩╩ ∫≡™╢─≢ ╠⅛⌂╪≢∆

ↄ↔∆⅜♃כ♦⁸≤↑ ∞≤ ™╕∆⁹ꜚ►◐↕╪─ⱡכ♩⌐ ↕╣≡™╢

╛ ≤⅛⁸◘♅◄↕╪│ ─ ⅜ ≡™╢⅛⁸ ≡™⌂™⅛⁹ꜚ►◐↕╪│

∕╣⅜ ⁸╖╠™≤─ ⱡ⁸│╪↕◐►ꜚ⁸₈≢─╢™≡⅝≢≢♩כ↓─ │

╠╣⌂⅛∫√╪∞⌂₉≤⅛⁸₈↓─ ⌐│ ⅜ ⅜∫√╪∞⌂₉≤⅛⁸₈ ⅜∟

╞∫≤ ⅛∫√╪∞⌂₉≤⅛⁸∆←⌐ ⅛╢╪≢∆⁹◘♅◄↕╪⌐ ⇔≡│⁸∕↓│

⅛╠⌂™ ⅜№╡╕∆⁹≤╡№ⅎ∏ ⅔ ⅎ⌐ ⅝⁸ ╩ ∫≡⁸₈№№⁸

∞∫√₉≤⅛⁸ⱫꜟⱤכ─ ↕╪⅛╠─ ⅝ ⅞≢⁸₈ ─ ⅜ ≡™╕⇔

√₉≤ ╦╣⁸ ⌐ ∂√╡⁹≤⌐⅛ↄ ╩≥℮⌐⅛⇔⌂⅝╚™↑⌂™ ⅜

↕╣⁸ ⌐ ⅜ ╡⌐ↄ™ ╙№╡╕∆⁹ ─ ⅜≤⌐⅛ↄ ⇔™

╙№╡╕∆⁹∞⅛╠⁸ ─ ⌐ ⇔≡™╢─⅛╙⇔╣⌂™≢∆↑≥⁸╛∫┐

╡ ─ ⅝ ⅞ ╛⁸ ─ꜟכ♠ה ≤™℮─│⁸ ╙∆↔ↄ ∞

≤ ∂≡™╕∆⁹ ∞∫√╠ ─ ⁸╖╪⌂⌐╛∫≡╒⇔™⁹↔ ≢─ ╙

╡√™⇔⁸™≈ ⅜№∫√─⅛╙ ╡√™⇔⁸ ≢≥℮™℮┤℮⌐ ↔⇔

≡™√─⅛╙ ╡√™⁹∕℮∂╚⌂™≤⁸∟╚╪≤⇔√ ™ │≢⅝⌂™⅛⌂≤

℮╪≢∆⁹◘♅◄↕╪─ │⁸∕╣≢╙ ≤⅛│⌂∫≡™╕∆⁹≢╙⁸ ─

≤⁸ ─ ∟⅜ꜞfi◒⇔≡™╢≤ ℮─≢⁸╛∫┐╡ ─ ⅜⅝∟

╪≤ ≢⅝╢≤™℮─│⁸≤≡╙ ⅛⌂≤ ∫≡™╕∆⁹ ⌐™ⅎ┌⁸ ≢⁸

™∟™∟ ─ ╩ ⇔⌂ↄ≡╙⁸∕─♠כꜟ⅜№╣┌ │≢⅝≡⁸

─≤↓╤⌐ ⇔√ ╩ ⅎ╢─≢│⌂™⅛ ╕≢⌐₈↓─╟℮⌐
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↔⇔≡⅝√↑≥⁸↓─ │ │₃₃≤ ∫≡™√╪∂╚⌂™⅛₉⁸≤™℮ ⌐

⇔√ ⅜≢⅝╢≤ ™╕∆⁹ ≢ ⅜ ⌂ │⁸ ─♃כ♦─

│≤≡╙ ≢∆⁹ ⌐╖╠™─ ⱡ⁸⅜∆≢╙♩כ ─☻Ɑכ☻╕≢

≡™╢ │⌂⅛⌂⅛™⌂ↄ≡Ν⁹√∞₈ │ ∏↓─ ⌐♅▼♇◒⇔⌂⅝╚

™↑⌂™₉≤⅛⁸₈♩▬꜠│↓↓⌐ ♃כ♦⁸⅛≥₉™⌂↑™╚⅝⌂⇔ ─

╩∆╢√╘⌐⁸ ∏∕─ⱡכ♩╩ ╢╪≢∆╟⌡⁹ 

◆意思決定支援と体調の記録の「セット」が重要 

Ê  ╙⇔╙ ♃כ♦≥ ≢ⱡכ♩╩ ↑√≤⇔√╠⁸ ℮∟─

│⁸ ⱡכ♩│ ⅛⌂™≤ ℮╪≢∆⁹╖╠™─ ⱡ⁸⌐℮╟─♩כ

⅜☿♇♩⌐⌂∫≡™⌂™≤⁸ⱡכ♩╩ ↄ≤™℮♃▬Ⱶfi◓↕ⅎ╙ ╣⌂™≤™℮

↓≤⅜№╢─≢Ν⁹ ∂ ⌐ ⅜⌂™≤⁸ ⅜╡⌐ↄ™⅛⌂≤ ∂≡™╕∆⁹∕℮

™℮ ≢⁸ ≥♃כ♦ ≤™℮─⅜⁸☿♇♩⌐⌂∫≡™╢╒℮⅜™™

⅛⌂≤ ∫≡™│™╕∆⁹ 

Ê  ⅜ ₁─ ⌂╠⁸ │ ⌐⌂╢≤ ™╕∆⁹ ↕⌂

≤─ ─ ╩ ⅎ╢↓≤│⁸ ─⅛⅛╢↓≤⁹∕─ ─ ⅜ ╦╢↓╤

≢⌂™≤⁸ ₁ ↄ ╩ ↑╠╣⌂™≢⇔╞℮⌡⁹ 

Ê  ↕╪│ ⌐ⱡכ♩╩ ™≡™╢∂╚⌂™≢∆⅛⁹ⱪ꜡☺▼◒♩─ⱷfiⱣ

ↄ⁸⌂≢↑∞כ ─ⱫꜟⱤכ╙ ∫≡™╢╪≢∆╟⌡⁹ 

Ê  │™⁸ ∫≡™╕∆⁹ 

Ê  ≥℮≢∆⅛⁸™╕─⅔ ⁹ 

Ê  ─ ⌐⁸ ⅜ ↕╣≡™≡⁸ √∟─ ⅜ ≢│⌂

™≤⁸∕─ ─ ≤™℮─⅜ ⇔™⅛⌂≤ ™╕∆⁹₈⅝─℮ ╣≡⌂⅛

∫√╪∞₉≤⁸ ⱡכ♩╩ √╠ ≢ ⅛╢─≢⁸∆↔ↄ ⇔≡ ⌐ ╣≡

™╕∆⁹ ⁸ ⌐ ↕∑≡™√∞™≡⁸ ↕╪⅜ ⇔≡≈ↄ╡ →√ ≢

╩⇔≡™√╪∞⌂≤⁹ 

Ê  ◘♅◄↕╪─ ⁸ ⌐∕℮ ™╕∆⁹₈╟ↄ∙⁸ ↕╪ ₉≤⁹ ∫≡

⅝≡⁸ ⁸ ⌐◘♅◄↕╪─ ⌐ ╢ ↕╪≤⇔≡⁸∆↔™≤ ™╕∆⁹ 
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Ê  ╖╪⌂⁸ ⌐ ℮╪≢∆⁹ ─⁸ ⁹ 

Ê  ⌐ ℮≤™℮─│⁸ⱫꜟⱤכ⅜ ⌐ ╢↓≤╩≢∆⅛  

Ê  │™⁹≥╪⌂ ≢ ∫≡ↄ╢⅛≤™℮─⅜⁸ ⁸ ⅛╠⌂™─≢⁹ ∫√

╠⁸₈ ⁸ ≡╕∆⁸⅝─℮⅛╠₉≤™℮↓≤╙№∫≡⁹ 

Ê  ╙ ⅜⌂™ ≢⁸ ⅜ ≡™╢ ꜠כꜙ♬◌╙⅛⇔⁸⌡╪╙∆╕╡№╙

⅛╠⁹ ⇔≡╙ ≡⅝≡Ν⁹∕╣⅜₈≥℮™℮ ≢≥℮⌂∫≡™√₉≤⅛⁸₈

─ ╩ ≢™≈⇔≡™╢╪∞₉≤⅛⁸∕℮™∫√ ⅜ ⌂™ ⁸ ⌐

╢╪≢∆╟⌡⁹ ⅎ┌↔ ─ ⌐╟∫≡⁸ ⅜ ↕╣≡™⌂™ ╙ ↓

╡ ╢≤ ™╕∆⁹ ╙ ╩ ↑╢ ≤ ↑⌂™ ⁸ ↄ ⅜⌂⅛⌂⅛⌂™

╙™√╡∆╢≤ ℮─≢Ν⁹ ⌐ ⌐ ∫≡™╢≤⁸ ⌐ꜚ►◐↕╪≤◘♅

◄↕╪≢─ ─ꜟכ♠ ≈ ─ ™│ ∂╕∆⁹ 

Ê  ꜚ►◐↕╪─ⱪ꜡☺▼◒♩╩ ╘√↓╤⁸₈ ─ ™₉⌐ ╠⌂⅛∫√

╪≢∆╟⌡⁹≤⌐⅛ↄ ⁹☻♃♇ⱨ⅜ ≢⁸╙℮ ╙≢⅝⌂™≤™℮╟℮⌂↓

≤⅜№∫≡⁸™╕⁸∕℮™℮⅔ ∞∫√─⅛⌂⁹ 

Ê  │™⁹ 

Ê  ∟╞∫≤⁸ⱡכ♩─ ⌐ ╢≤⁸ ⅎ┌ ⅜ ⇔≡™⌂™≤™∫√≤⅝╙⁸

─ ╩ ≢⅝╢≤™℮─⅜№╢╪≢∆╟⌡⁹№⁸↓℮™℮≤⅝≥℮⇔≡™√

╪∞╤℮≤™℮─⅜ ⅛╢⁹∕╣∫≡∆↔™ ⌐ ⅜╢╪∂╚⌂™⅛≤ ™╕∆⁹ 
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◆記録の共有が支援者と家族の「チーム意識」を育てる 

Ê  №≤│⁸ ⅝ ⌐╟∫≡⁸ ─☻♃♇ⱨ⅜ꜚ►◐↕╪⌐ ⇔≡⁸≥℮™℮ ∂

≢ ╦∫≡™╢╪∞╤℮≤™℮ ╛⁸ ⌂≥╙⁸ⱡכ♩⌐ ≡ↄ╢╪∂╚⌂™

─⅛⌂≤ ℮⁹ ─≤↓╤│ ⌐₈↓℮╛╢₉≤™℮↓≤⅜ ⅛╣≡™╢≤⅛⁹

─≤↓╤│⁸ ╝╢ↄ⁸₈ ◐כ◔╠⅛℮╤ ⇔∟╚℮╪∞₉╖√™⌂⁸

∕℮™℮ ∂⅜ ╦╢≤™℮─⅜™™╪∂╚⌂™⅛⌂≤⁹≈╕╡ⱡכ♩╩ ⇔≡

⅜ ╦╢≤™℮↓≤⁹№≤│₈ ⌐ ⇔≡™╢╪∞₉≤™℮ ⅜ ≡╢╪∂╚

⌂™⅛⌂≤ ℮╪≢∆╟⁹℮∟│℮∟⁸№∫∟│№∫∟∂╚⌂ↄ≡⁸₈ ⌐↓─

╩ ⇔≡™╢₉⁹∕℮∆╢≤⁸ⱡכ♩ ─≤↓╤≢╙⁸₈№╣∫₉≤ ∫√╠⁸

⅔ ™ ╩⇔≡ ╩∆╢⁹ⱡ⁸≡⇔⌐↑⅛∫⅝╩♩כ∕℮™℮╛╡ ╡⅜≥

╪≥╪ ╕╣≡ↄ╢≤™℮─│⁸≤≡╙≤≡╙ ⌂↓≤⌂╪∞≤ ℮╪≢∆⁹↕∫

⅝ ↕╪⅛╠⁸◘♅◄↕╪─ ⁸ ∫≡⅛╠≥℮™℮ ⅛╩ ╢≤™℮ ≢

⇔√⁹ │⁸╖╠™⌐╙╟ↄ ╩╙╠∫≡⁸₈ ꜚ►◐↕╪⁸ ⅜ ⅛∫√╖

√™∞↑≥⁸ ≥℮≢∆⅛₉≤⁸ ↄ ⌐ ╩╙╠ⅎ√╡⇔╕∆╟⌡⁹∕╣│⁸

╛∫┐╡ ─ ≢⁸≥↓≢╙ │≢⅝╢│∏⌂╪∞↑≥⁸ ⅛╠ ∫≡™

╢⅛╠≢⅝╢≤™℮─│⁸≤≡╙ ⌂↓≤⌂╪∂╚⌂™⅛≤⁹№╡⅜√™⌂≤⁸™

≈╙ ™╕∆⁹ 

Ê  №╡⅜≤℮↔↨™╕∆⁹ 

Ê  ⱡכ♩│ ⌐ⱶכⱪⱱכꜟ◓⁸⅜∆≢≥↓℮™≥⅛─╢⅝≢⌐ ╪≢™╢

│⁸ ≢⅝╢╪∂╚⌂™⅛≤ ℮╪≢∆⁹∕╣│⁸ ⌐ ∂≡⁸ ⅎ┌Ɫכ

♪ꜟ╩≥╪≥╪ →≡⁸₈ ─≤↓╤│ ⅛⌂ↄ≡╙™™≢∆╟₉≤™℮─│⁸№

╡ ╢⁹ ⌐™╢ ⁸ ∂ ⌐ ∫≡™╢≤⁸ ∞⇔⁸

│ ─╒℮⅜ ⌐ ↄ⌂╢─≢⁸∕╣╩ ⌐₈ ™≡⅝≡ↄ╣₉≤™℮─

│⁸ ∞╤℮≤™℮─│⁸™≈╙ ☻ⱦכ◘⁹∆╕™≡∫ ⅜ ◌ ⇔⅛

⌂™ ╙⁸ ⌂™─≢│⌂™⅛⁸≤™℮ ╙⇔╕∆⌡⁹ ◌ ╙ ∫≡™╢

│⁸ ─ ⅜ ╣╢≤™℮ ≢╙™™≤ ℮╪≢∆↑≥⁸≥℮≢∆⅛ ⁹ 

Ê  ►▫☼≢│⁸ ─ ∞↑∂╚⌂™─≢⁸₈ⱡכ♩ ╠⌂™₉≤™℮ ╙№

╢⇔⌡⁸∕╙∕╙⁹ ─ ⌐ ⇔≡ ⅎ√ ≢╙⁸ ⅜∏™┬╪≤№╢⁹

⌐ ⅛ↄ ≡ↄ╣╢⁸ ™≡ↄ╣╢⅔ ↕╪╙™╣┌⁸↕╠∫≤⇔≡™╢ ╙№∫
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≡⁹∕↓╩⁸₈↓─╟℮⌐ ™≡ↄ∞↕™₉≤ ™ ╢⌐│⁸╛∫┐╡ ╩∟╚╪

≤ ≢⅝≡⌂™≤ ⇔™⌂≤ ™╕∆⌡⁹ 

Ê  ∆╢ ⅜ ⌂ↄ⁸ ≤ ─ 2 ≢⁸ ╦╢ ╙ ⌂↑╣

┌ ⌂™╒≥⁸ ─ │≢⅝⌂™─≢│⌂™⅛≤ ™╕∆⁹™≈╙

∆╢ ⅜ ≢⁸ ⁸ ─ ≢ ∆╢╟╡│⁸ │™╤™╤⌂ ⌐

→≡⁸₈↓℮™℮↓≤╙№∫√₉₈№№™℮↓≤╙№∫√₉≤ ⇔ ╦⌂™≤™↑

⌂™╪∞≤ ™╕∆⁹≢╙⁸ ╦╢ ⅜ ⌂™≤⁸∕↓⅜ ↄ⌂∫∟╚℮⅛⌂≤ ℮

╪≢∆⁹╙∟╤╪ ⅜ ╟ↄ ⅛∫≡╢≤™℮─│№╢╪≢∆↑≥⁹₈╒╪≤⌐

↓℮ ∫≡╢─⅛⌂ ≥℮⅛⌂ ₉≤™℮≤⅝⌐⁸ ─ ≢⁸

⌐≈™≡ ≢⅝╢╙─⅜№╢≤ ™⅛⌂≤ ™╕∆⁹ 

Ê  ╖╠™≢ ≈─ ∞↑⌐ ∫≡⁸ⱫꜟⱤכ ╙ ╠╣≡™╢

╙™≡⁸ ⅜№─ⱡכ♩╩ ∫≡™⌂™╪≢∆⁹╛∫┐╡ ⌂╪∞≤ ℮╪≢

∆╟⌡⁹ⱡ⁸≡∫№≢─⌂ꜟכ♠│♩כ∕─ ⌐ ∂≡⁸ ∞∫√╠ ⅎ┌™™╪

∞≤ ℮╪≢∆⁹∕─ ⅜ ≤ ╩ ⅝ ⇔≡™╢ ∞∫√╠⁸ ⌂™─

≢│⌂™⅛≤ ™╕∆⁹ 

Ê  ꜚ►◐↕╪╙ ⅜ ⅜╢ ⁸ ─ ⅜ ∟≤ ⇔≡™╢≤↓╤⅜

≤≡╙ ™≤ ℮╪≢∆⁹₈☺▼fi● ╩╛∫√⅛╠⁸↓╪⌂⌐ ⅜∫√╪∞₉

≤⅛⁸₈⅔ ↑⇔√⅛╠⁸ ≥↓℮™℮⧵fi◓⇔╕⇔√₉≤⅛⁸ꜞכ◒≡∫⅜

⅜№╡╕∆⁹╕√⁸◘♅◄↕╪╙ ∟─ ⅜fiꜛ◦כ꜠ꜙ♅◘₈≢ ⅜╡╕⇔√₉

≤⅛⁹ ─ ╩◘♅◄↕╪⅜ ∂∟╚∫≡⁸◘♅◄↕╪─ ╙ ↄ⌂∫∟╚∫

⅜fiꜛ◦כ꜠ꜙ♅◘⁸≡ ⅜∫∟╚℮≤™℮╟℮⌂↓≤╙№╡╕∆⁹∕℮™℮ ∟

─ ≤ ─ ⅜ꜞfi◒⇔≡™╢≤↓╤⅜∆↔ↄ№╢─≢⁸√∞♦כ♃∞↑⅜Ᵽכfi

≤№∫≡╙⁸₈ ≢ ⅜∫√╪∞╤℮⁸↓─ ⌐₉₈ ≢↓℮™℮≤⅝◘♅ꜙ

fiꜛ◦כ꜠ ⅜∫∟╚∫√╪∞╤℮₉≤™℮ ∞↑⌐⌂∫≡⇔╕℮⁹∕↓⌐ ─

╛⁸ ⌐╕≈╦╢↓≤⅜ ↕╣╢≤⁸₈↓℮™℮↓≤╩╛∫√⅛╠⁸↓℮∞

∫√₉≤™℮≤↓╤⅜⁸ ≠↑≡ ≢⅝≡™™─⅛⌂≤ ™╕∆⁹ 

Ê  ▪♪fl□fi☻╙⁸ ↕╪⌐│ ─╖╩ ⌐ ™≡╙╠℮Ɽ♃כfi⅜

™≢∆⁹≢╙ │ ≢↓℮™℮↓≤⅜№∫√╖√™⌂◄Ⱨ♁כ♪╙ ←╠™

∫≡™╢≤⁸ ⅔ ⅛╡∆╢ ≤⇔≡│⁸ ─ ╛ ╠⇔↕⅜ ╦∫≡⁸

™™╪∞╤℮⌂≤ ™╕∆⁹ 
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Ê  ™╕─ ∞≤⁸ ⌐≤∫≡─ ─ ≤™℮─╙№╢─⅛╙⇔╣⌂™≢∆

⌡⁹ꜚ►◐↕╪─ ≤⅛⁸ ∞↑⅛╙⇔╣⌂™≢∆↑≥⁸ ≡™√∞ↄ↓≤≢⁸

⌐ ⅛ ⅜№∫√≤⅛⁸∕╪⌂↓≤│№╡╕∆⅛⁹ 

Ê  ꜚ►◐↕╪─ ⁸ ⌐ ╢─⅜ ∞↑∞≤™℮─╙№╢⇔⁸∆↔ↄ ™

≡ↄ∞↕╢⅔ ↕╪⌂─≢⁸√ↄ↕╪ ™≡ↄ╣╕∆⌡⁹⅔ ↕╪╙ √∟⅜ ₁

╛∫≡™╢↓≤╩ ⇔≡⁸₈№⁸↓℮™℮≤⅝│↓℮∆╣┌™™╪∞₉≤™℮╛╡

╡╙№╢⇔⁸ √∟╙₈№⁸ ≢↓╪⌂↓≤∆╢─₉≤™℮ ⅝╛ ≠⅝╙╟ↄ

№∫≡⁸≤™℮ ⌐│№╢╪≢∆⁹╒⅛─ │⁸₈ ⇔≡ ⅛⌂ↄ≡™™≢∆₉

≤ ∫≡™√╪≢∆↑≥⁸∞™√™⁸ ↕╪ ↄ─⅜ ⅎ≡™⅝╕∆⁹∕─℮∟₈

⅝≤⅝≥⁸╙⅛≥₉3כ♫כ◖ ™≡№∫√╡⇔≡⁸∕─≤⅝ ⅝√™ ⌐⌂∫

√╪∞≤ ℮╪≢∆╟⌡⁹∕─←╠™─☻♃fi☻≢ ™─⅛⌂≤│ ∫≡™╕∆⁹ 

Ê  √∞⁸∕╣⅜ ≤⌂╢≤≥℮≢⇔╞℮⁹ ↕╪⌐ ™√™╪≢∆↑≥⁸ⱡ

╩♩כ 24 ⁸ ⅜╙⇔│∫⅝╡⇔≡™╣┌ ↑╢─⅛╙⇔╣⌂™≢∆

↑≥⁸ ⌂⇔⌐│ ↑⌂™≢∆╟⌡⁹ 

Ê  ∕℮≢∆⌡⁸℮∟│ ≥╙ ⌂─≢⁸ ⌐⅛↑╠╣╢ │∆↔ↄ ™≢

∆↑≥⁸╛│╡ ⌐ ⇔≡⁸ ─ ≢╙∟╞∫≤ ╗≤⅝⅜№╡╕∆⁹

∫√≤⅝⌐│⁸ ⅛⌂⅝╚≤™℮ ⅜∆↔ↄ ↄ≡⁸₈ ⅛╩ ⅛⌂⅝╚₉⅜

№∫√╪≢∆↑≥╙⁸ ╣≡⅝√─≢⁸ ↄ↓≤⅜⌂™≤⅝│⌂™─≢⁸₈─╪┘╡

⇔╕⇔√₉⇔⅛ ⅛⌂ↄ≡⁸∞™┬ ╩ ─ ≢∆╢╟℮⌐│⇔≡⅝≡™╢╪≢

∆⁹ ⅛™↓≤≤⌂∫≡ↄ╢≤⁸≥↓╕≢ ↄ≤™℮─│⁸√┬╪ ∕╣∙╣∞≤

℮╪≢∆↑≥⁸⌂⅛⌂⅛ ⇔™ ⅜№╢ ╙™╢─⅛⌂≤│ ™╕∆⁹℮∟⌂╪⅛

⅜ ⅛ↄ№∫≡⁸ ⅝ ╣⌂™←╠™⌂╪≢∆⌡⁹⌂─≢⁸ ⅝™↓≤⇔⅛

⅛⌂™≢⁸₈∟╞∫≤ ╘≢⇔√₉≤⅛⁸₈↓─←╠™ ⅝╕⇔√ ←╠™─ ∂≢⁹

≈ ≈─ ⌂≥╩ ⌐ ≡ ↄ≤™℮↓≤│≢⅝⌂™─≢⁸ ≤™℮─│⁸

⌂ ╙№╡⁸ ⇔™⅛⌂≤™℮≤⅝╙№╡╕∆⌡⁹ 

Ê  ⅎ┌⁸₈ ╩⇔≡ ↔⇔√≤⅛₉™℮↓≤╟╡⁸ ⅜ ⌐⌂╢⁹∕℮⌂∫

√ ⌐⁸ ≢ ⅛ ⇔√™≤™℮↓≤⌐⌂∫√≤∆╣┌⁸ ─ⱡכ♩∞↑╩

                                                           
3  ⌐№╠⅛∂╘ ↑≡№╢⁸₈ ─ ∟₉╩ ∆╢ ⁹ ⌐⅛↑≡─

─ ∟╛⁸ ⌐ ∆╢ ─ ∟⁸∕─ ─ ∟≤⇔≡ ≠™√↓≤╩⁸

∕╣∙╣─ ╩☻ⱦכ◘≢ ∆╢ ⅜ ∆╢⁹ 
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≈ↄ∫≡╖╢⁸≤™℮↓≤⌂╪∞≤ ℮╪≢∆╟⁹ 

Ê  ⅜ ─ ╩╕≤╘≡╛╢≤⌂∫√╠⁸∆↔ↄ ∞╤℮⌂⁹ ⅎ┌∕

℮™℮─╩ ⇔≡ↄ∞↕™≤⌂∫√╠⁹ 

Ê  ≢╙╛∫┐╡⁸∕╣⁸ ⌂╪∞≤ ℮⁹ ⅛╩ ⌐⇔≡╢⅛╠ ↄ╪≢№∫

≡⁹ 

Ê  ∕℮≢∆⌡⁸℮∟─ ∞≤⁸ ─ⱡכ♩│ 24 ⅜№∫≡⁸

₈↔ ₉₈ ₉₈ ₉⌂≥⅜≥╣←╠™⁸≤⁸ ⌐ ↄ╪≢∆⁹∕─╒⅛

≤ ≤⁸№≤ ↑╢ ⁸ ⅜ ↄ ⅜№∫≡⁸ ⌂∫≡™╢╪≢∆⁹

╙ ⅝╕∆⇔⁸ ╢╕≢⁸⅝∟╪≤№∫√↓≤╩ ™≡⁸ ─ ⌐ ∫≡™↑┌⁸

₈ ⅛╠ ∫√ ⌐ ⅜↓─←╠™№╡╕⇔√₉₈♩▬꜠╙↓╣←╠™∟╚╪≤

⇔≡™╕∆₉≤™℮─⅜ ⅛╢╟℮⌐│ ∏⇔≡ ∫≡™∫≡╢╪≢∆⁹ ⅛╠

∫≡⅝√╠ ╦╡≢│⌂ↄ⁸ ⌂ ╩ ⌐⅔ ⅎ∆╢╟℮⌐│⇔≡™╢╪≢

∆⌡⁹∞⅛╠ ≤⅛№∫√≤⅝│⁸ ─↓≤╩⁸ ⅛™↓≤│ ↑⌂ↄ≡╙⁸

₈↓℮™℮┤℮⌐ ↔∑√₉≤⅛⁸₈ ⅛∫√₉≤⅛™℮↓≤╙⁸ ↄ╟℮

⌐│⇔≡╢╪≢∆↑≥⁸∕╣╩∏∫≤ ↑╢≤™℮↓≤⌐⌂╢╪≢∆╟⌡⁹ 

Ê  ∞↑ ─◖fi♩꜡⁸⌐╘√╢∆╩ꜟכ╖╪⌂≢ ─ ╩ ⇔╕

⇔╞℮⁸⌂≥─ ⅜№╣┌⁸╖╪⌂≢ ™√╡≢⅝╕∆╟⌡⁹ 

Ê  ∕℮≢∆⁹ 

Ê  ⌐≢│⌂ↄ⁸₈™≈╕≢Ν₉≤⌂∫≡™╣┌⁹ 

Ê  ─ ∫≡№╢╪≢∆╟⌡⁹∕╣╩╙╠∫√↓≤│№╢╪≢∆↑≥⁸∏∫

≤ ↄ≤⌂╢≤ ⌂ ⅜⇔≡⁸ ≢ ╦╡╕⇔√⁹ 

 

◆「記録」を根拠に方向性を示す「コーディネート」が必要 

Ê  ™╕⁸ ⅛ ⅎ≡⅝╕⇔√╟⌡⁹ ╙⁸ ⅜№╢⅛╠ ⌐ⱡכ♩╩

ↄ≤™℮╟╡│⁸ ⅛™╕ ∫≡™╢↓≤⌂╡⁸│∫⅝╡⇔≡™╢╪≢№╣┌⁸∕─

↓≤⌐≈™≡ ↄ≤™℮⅛⁸ ⌐ ∂≡ ↄ≤™℮ ≤⁸∕─ ⌐ ⇔≡⁸₈™

╕ ⅜כ♃כⱠ▫♦כ◖℮™≥℮₉╟⇔℮↓№╚∂⁸⌡╢™≡∫ ⌂╪∞≤™℮↓

≤≢∆╟⌡⁹↕╠⌐∕─ ⌐⁸╛∫≡╖≡⁸╛∫≡™╢ √∟⅜⅔ ™⌐Ⱪꜝ♇◦ꜙ
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▪♇ⱪ╩⇔≡™ↄ⁹ ⌐ ∂≡ ⅎ≡™ↄ≤™℮ ⅜℮╕ↄ ╢≤⁸ ™─⅛⌂

≤™℮⁹ 

Ê  ◖כ♦▫Ⱡכ♩─ ≢∆⅜⁸ ─ ≤™℮─│⁸ ≢│ ⌐

⌐◔▪╩⇔≡™╢≤™℮ ∂╚⌂™≤⌂╢≤⁸™╤╪⌂ ─™╤╪⌂ ─

⁸ ╙╕∟╕∟⌂ ≢⁸₈ №⅜─℮™≥₉™╠╘√─┼♩כⱠ▫♦כ◖⌂

╢─≢│⌂™⅛ ℮╪≢∆⅜⁸∕─ │≥℮≢⇔╞℮⅛⁹ 

Ê  ╙∕╣│ ™╕∆⌡⁹↕∫⅝⁸∟╞∫≤ ™ ╣√╪≢∆↑≥⁸ ╩

╛ ∆╢ ≤™℮─⅜∆↔ↄ ⌂╪∞≤ ™≡⇔♩כⱠ▫♦כ◖⁹∆≢╪℮

╢ ⌐ ∆╢≤™℮ ╛ ╛ ∆╢ ⅜ ⌐ ⅛⌂≤ ™╕

∆ 

Ê  ─ ╙⁸ ⅜ ∆╢⅛⌐╟╡╕∆╟⌡⁹ ↕╪⅜ ╩ ╘╢≤

™℮↓≤│⁸№╕╡⌂™≤ ™╕∆⁹ ⅛⇔╠ ↕╪╛ ─₈↓℮™℮↓≤╩⇔

√™₉≤⅛⁸₈↓℮™℮↓≤ ∫≡™╢⅛╠ ⅝╕⇔╞℮₉≤™℮ ⅜№∫≡⁸

╢╣ↄ≡⇔╩♩כⱠ▫♦כ◖⅜╪↕ ∂⅛⌂≤ ℮╪≢∆⁹ ⅜ ⅛╠─

⅛╠⅛ ≤™∫√≤↓╤│⁸ ↕╪⌐≤∫≡ⱪꜝfi ╩∆∆╘╢ ≢─ ⇔

↕⌐╙⌂∫≡ↄ╢─⅛⌂≤ ∂╕∆⁹ ╙ ╙⌂™≤↓╤≢⁸₈∂╚№ ↕╪⁸

⅔♩כⱠ▫♦כ◖ ™⇔╕∆₉≤⌂∫≡╙⁸₈∂╚№⁸≤╡№ⅎ∏ ∞↑₉╖√™

⌂ ∂⌐⌂∫∟╚℮⅛⌂≤ ℮╪≢∆⁹ ⅛⅜₈↓℮™℮↓≤⅜ ∫≡™≡⁸−└╖

╪⌂≤ ⇔√™₉≤⅛⁸₈↓℮™℮↓≤╩⇔√™╪∞↑≥⁸≥℮∞╤℮⅛₉≤™℮

⅜№╢≤⁸ ↕╪╙╕≤╘╛∆™─⅛⌂≤™℮ ∂│∆↔ↄ⇔╕∆⌡⁹ 

Ê  ↕∫⅝ ↕╪⅜⅔∫⇔╚∫≡™√⁸↓─ ⌐≤∫≡ ╩ ⌐ ∆╢ⱡ

⅜♩כ ∞⁸↓─ │ ─≤↓╤ ≢│⌂™≤™℮ ╛⁸ ⇔≡₈ ╡

╙℮₉≤™℮ │ ⌐כ♃כⱠ▫♦כ◖⅜╣⧵≡⇔⧵⁹⅛─╢∆⅜ ╦╡⁸

∆╢ ⅜⁸∂╚№↓─ ─ ╛ ⌐≈™≡ ⇔╟℮≤™℮

≠ↄ╡⁸∕℮™℮─⅜ ∞≤™℮↓≤≢∆⌡⁹ 

Ê  ≢ ─ ╩ ⅎ╢↓≤⅜≢⅝⌂™ ─ ╩∆╢≤⅝⌐⁸ ≤

∞↑≢№∫√≤⇔≡╙⁸ ─ ∞∫√╡⁸ ™∞∫√╡≤™℮╙─⅜⁸

⅜ ≢⅝╢╟℮⌐∆╢√╘⌐│⁸ ⱡכ♩⅜ ⌂─≢│⌂™⅛≤ ™╕∆⁹

─ ─ ⁸ ≢ ╦∫≡™╢ │⁸∕─ ╦╡─ ≢ ≠™√

│ ⌐ ≤⇔≡⁸ ≤⇔≡ ∆↓≤≢⁸∕─ ⅜ ╘≡∕─ ─ ╩∆╢√
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≥╢⌂⌐ꜟכ♠─╘ ℮╪≢∆╟⌡⁹∕╣╩ ⅜ ≡ ╩⇔≡⁸₈ ℮₉≤⅛⁸

₈∕℮∞₉≤ ℮≤↓╤≢⁸ ╘≡ ⅜ ╦╣╢⁹ ⅛⌐ ⱡכ♩⅜⌂ↄ≡

╙ │ ╣╢↑╣≥╙⁸∕─ ─☻♥♇ⱪ─⁸ ─ ⅜⅛⅛╦╢╟℮⌐⌂∫

√ ⁸ ⱡכ♩⅜№∫√╒℮⅜™™╟℮⌂ ⅜⇔╕∆⁹ ◔▪⁸ ─≤

↓╤│⁸╙⇔⅛⇔√╠ ≢╙™™⅛╙⇔╣⌂™⁹√∞⁸↕⅛─╓∫≡╖╢≤⅝⌐│⁸

⌐ ─ ─╟℮⌐ ⌐ ↑╢⌂╠┌⁸№∫√╒℮⅜⁸∟╚╪≤ ∑╢≤

℮╪≢∆↑≥⁸ ─ ⌐│⁸∕╣│⌂⅛⌂⅛℮╕ↄ™⅛⌂™⁹ ⌂ ∞

╩♃כ♦⁸╡√∫ ≢⅝⌂™↓≤⅜№╢─≢⁹ 

Ê  ≤™℮↓≤≢∆╟⌡⁹ 

Ê  ⅜ ╠⌂™≤⁸ ⅜ ╠╣≡™⅛⌂™≤™℮⅛⁸∕─ ─ ⅜ ╠

╣≡™⅛⌂™╟℮⌂ ⅜∆╢╪≢∆╟⌡⁹∞⅛╠⁸ │ ╦∫≡™ↄ─⅛╙⇔╣⌂

™↑╣≥╙⁸ ╠⅛─ ⅜ ∫≡⁸∕─ ╖ ⌡⅜№∫≡⁸ ⌂∕─ ─

─ ╩ ∆╢≤⅝⌐⁸™╕╕≢─ ╩∕╣≢ ⅜≢⅝≡⁸ ╩ ⅝ ⇔⁸

≢⅝╢─≢│⌂™⅛⌂≤ ℮╪≢∆⁹ 

 

◆事業所内で課題を整理したうえで他事業所と共有する 

Ê  ◖כ♦▫Ⱡכ♩⅜≥℮╛∫√╠ ∟ ⅜╢─⅛≤™℮─│⁸ ⅛ ╖√™⌂

∂⅜∆╢╪≢∆╟⁹ ⅛╠ ⅎ┌⁸ ≢ ∫√↓≤⅜№╣┌∕╣╩ ⌐

ⅎ≡⁸ ⅜ ⅛╠╙ ╩ ⅝⌂⅜╠⁸ ↓℮™≥╢∆♩כⱠ▫♦כ◖╩

≤⌂─∞≤│ ℮╪≢∆⁹≤™℮↓≤│ ─ ⅛⅜⁸₈ ∞╟⌡⁸↓℮™℮─╩

∫≡™╢⅛╠ ⇔√╒℮⅜ ™╟⌡₉≤ ™ ∑⌂⅝╚™↑⌂™╦↑≢∆⁹∕─

™ ∆≤↓╤⅜⁸ ⇔™≤™℮⅛⁹≥℮⇔√╠ ╖ ∑╢╪∞╤℮≤ ℮─⅜ ≈⁹

№≤⁸∟╞∫≤ ∫≡⁸↕∫⅝ ↕╪⅛╠⁸ ≤ ≢│ ⌐ ─

⅜ ℮≤™℮ ⅜№╡╕⇔√⁹ ╙╛∫┐╡ ℮╪≢∆╟⁸∆↔ↄ⁹ │ꜚ►◐

↕╪─ ⌐╙⁸ ↕╪⌐ ╩ ↑≡™╢ ╙№╢─≢∆⅜⁸⌂⅛⌂⅛ ╠╣

⌂™≤™℮─╙ ⅛∫≡™╢⇔⁸ ≡╙╠∫≡╙ ╦∑≡⇔╕℮≤™℮─⅜

⇔ ⌂™≤™℮ ™╙⁸ │№∫≡⁹∞⅛╠ ∂╚⌂™≤↓╤≢⁸ ⅎ┌ ⌐

√≤⅝⌐⁸ ─ ╩⌂╢═ↄ ⇔≡⅔ ⅎ∆╢╟℮⌐⇔≡™╢╪≢∆╟⌡⁹↓
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╣╙⁸≤≡╙ ∞≤ ∫≡™╢╪≢∆⁹ ≤™℮⅛⁹ 

Ê  ╩╛╢─⌐⁸ ↕╪╙ ⌐≈™≡ ⅛ ℮≤↓╤│№╡╕∆⅛

≤ ™√╠⁸ ⌐ ≤─ ⌐≈™≡│⁸╕∏▪♪fl□fi☻≤⅛⁸™╦│⌂

≤™∫≡╙⁸∕─ ╙╟ↄ ⅛╠⌂™⇔⁸∕↓≢ ╩╛∫≡™╢─⅛╙⁸™╕™∟

▬ⱷ⁸╠⅛∞⁹™⌂⅜☺כ ≢ ⌐∕℮™℮ ╩ ™√≤⇔≡╙⁸∟╞∫≤▬ⱷכ

☺⅜ ⅛⌂™≤™℮─⅜ ≈⁹ ⌐⁸ ⅜ ⅛╠⌂™⁸∕╣╙▬ⱷכ☺─⇔≠╠↕─

≈⁹ ≢⅔ ™─ ─╛╡ ╡╩⇔√≤⅝⌐⁸ ⅜ ⅛╠⌂™≤™℮↓≤

╙№∫≡⁸∟╚╪≤∕╣⅜ ╦∫≡™╢─⅛ ∞≤⅔∫⇔╚∫≡™╕⇔√⁹ ─

ⅎ╢ ≤™℮↓≤≢∆⅜⁸∕╣│╛│╡ ≢∆╟⌡⁹ 

Ê  ≤ ╙≢☻ⱦכ◘ ℮⁸ ↕╪⁸≥↓⅜ ⌂╪≢⇔╞℮⅛ 

Ê  ↕∫⅝⅔∫⇔╚∫√╟℮⌐⁸╟ↄ ⅛╠⌂™≤™℮╛≈⅜ ⅝ↄ≡⁸

─ ⅜☻ⱦכ◘─╣∙╣⧵℮╙⁸│ ╩⇔≡™╢⅛≤™℮─⅜∞™√™ ⅛

∫≡™≡⁸ ╩ ™≡╙⁸№№⁸↓↓│ ⇔≡™╢≤↓╤∞╟⌡⁸≤∆← ⅛

╢╪∞↑≥⁸ ─ │ ╤℮≤⇔⌂™⅛╠∞≤│ ℮╪∞↑≥╙⁸≥─ ⅜

╛∫≡™╢≤™℮↓≤╩ ╠⌂™⁹ ⌐│ ≢⇔╞ ⌂╪≢∆╟⁹

⅝≡⁸↔ ═≡⁸≥↓⅛ ∫≡⁸ ∫≡⅝≡⁸≢⁸⅔ ⇔≡⁸ ∫≡ ╢╖

√™⌂⁸ ⌂╪≢∆╟⁹ ⌂╪≢∆↑≥⁸∕╣⅜⁸≥↓⅛ ∫≡≤⅛⁸∕─⅔

™│ ⅜⇔≡™╢⅛≤™℮↓≤⅜ ⅛╠⌂™⁹ │√╕√╕⁸↓℮™℮≤↓╤┼

↕∑≡╙╠∫≡™╢⅛╠⁸ ↕╪≤ ╩ ╦∑≡™╢╪∞↑≥╙⁸∕╣ ─ √∟

│ ⅛╠⌂™⅛╙⇔╣⌂™⁹ 

Ê  ↕╪⅜ ∫√╟℮⌐⁸ ™≤™℮─╙⁸╙∟╤╪№╢≢⇔╞℮⌡⁹ 

Ê  ⅜ ™≤™℮↓≤≢∆⌡⁹∕╣≤⁸  ⁹ההה╙≥↓℮™≥™⌂⅜╖

Ê  ≢⁸₈∕╣∫≡≥↓⌐№╢─₉⅛╠ ╕∫∟╚℮⁹╕⇔≡⁸ ─ ≤™ⅎ┌

₈№№⁸ ─ ↓℮⅛₉╖√™⌂⁹ 

Ê  ↕∆⅜⌐ ─ ⁸ ╠⌂™ │™⌂™≤ ℮↑≥╙⁸╕№⁸ ⅛╠⌂™⁹≢

╙⁸ ╤℮≤⇔⌂™╦↑≢╙⌂™⁹╓∟╓∟⁸↓℮╛∫≡ ⌐ ╪≢╙╠∫√╡⁸

⌐╙ ⅛∑≡╙╠℮╟℮⌐⌂∫√─≢⁸ ╠⌂™╦↑≢╙⌂™⇔⁸

╤℮≤⇔⌂™╦↑≢╙⌂™─≢⁸ ⅛╤℮≤│ ⇔≡™╢≤ ℮╪∞↑≥⁹∕⇔≡⁸

∂ ─ ≢╙ ╦╢ ⅜ ∫√╡⁸ ∆╢℮ⅎ≢─ ⅜ ≈⅛∫≡╙

╣≡⇔╕℮↓≤╙№╢⁹∞⅛╠⁸ ╩ ∆╢√╘⌐⁸№╢ ─ ≢Ⱶכ
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♥▫fi◓╩⇔≡⁸↓─ ⌐ ⇔≡│≥℮⌂╪∞╤℮⌡⁸≤™℮↓≤╩ ⇔≡⅔⅛⌂

™≤⁸ ─ ┼│ ∫≡™↑⌂™⁹ 

Ê  ∕℮≢∆⌡⁹ ─ ≢⁸№╢ ╩⇔⌂™≤⌡⁹ 

Ê  ⁸ ⅎ┌⁸╖╠™⅛╠ ⅜№∫≡⁸ ⌐╟╢ ╩≥℮™℮┤

℮⌐∆╢⅛≤™℮─│⁸∆←⌐≢⅝╢╪∞↑≥⁸ ™≡ ╩ ╢≤™℮↓≤⌐

⌂∫≡ↄ╢≤⁸╛∫┐╡ ─ ≢╙⁸ ─Ⱶכ♥▫fi◓╩⇔≡™⌂™≤⁸

⇔™⁹≤╡№ⅎ∏ ₁─ ≢ ╩ ╡ ╠╣√ │⁸ ─ ─

≢ ⅛⅜ ↓╠⌂™╟℮⌐⇔≡ↄ╢─⅜ ™∫┐™⌂─≢⁸∕─ ≢ ⇔⁸ ⅛

╩╟⅞∫√ ╩ ∆╢≤⌂╢≤⁸Ⱶכ♥▫fi◓⌂≥≢ ⅛≤ ⇔ ™╩⇔≡╖⌂

™≤ ≡↓⌂™⁹ 

Ê  ╕∫√ↄ∕℮ ™╕∆⁹ ─ √∟│⁸ ─ ─ ≢ ⅛⅜ ⅝⌂

™╟℮⌐≤™℮─╩ ⅎ∟╚℮─≢⁸ ⌂ ≤⁸╟⅞∫√↓≤⌂╪⅛│⁸

╙∫≤⇔∫⅛╡≤ ╡ →≡ ⇔⌂ↄ∟╚™↑⌂™⁹ ⌐∕╪⌂⌐ ⅎ⌂ↄ≡™™

↓≤⌂─⌐⁸ ⅝⌂ ⌐⇔≡⁸ ─ ≢꞉▪꞉▪ ⌐ ⅞ ≡∟╚℮⁹∕

℮™℮↓≤╙№∫√╡∆╢─≢⁸∕↓─┼╪─ ╩ ↑╢─│ ∞∫√╡⁸

☻ⱦכ◘ ∞∫√╡≤™℮╟℮⌂ ╡╕≤╘─ ⅜ ∞⌂≤ ℮╪≢∆╟

⌡⁹ ≤ ╩☻ⱦכ◘ ═╢≤⁸◔▪ⱴⱠ☺ꜗכ≤ ─ │

∏™┬╪ ╪≢™╢↑≥⁸ ─ ≤ ─ ≤™℮─⅜⁸╕∞

∕╪⌂⌐⌂™≤ ℮─≢⁸ ╩⅛↑⌂™≤™↑⌂™─⅛⌂≤⁸∟╞∫≤ ™╕∆⁹ 

 

◆各職種が発見した課題を要約して発言できる力が重要 

Ê  ꜚ►◐↕╪⅜⁸ ⇔√ ≤⅛⁸ ⅜ ↑√≤™℮ ⅜№╡╕⇔√╟⌡⁹

∕℮™℮ ↓∕⁸ ─ ⅜ ⅝≡ↄ╢╪∞≤ ℮╪≢∆╟⁹∕╣⅜↕╠⌐

↕╣╢ ⌂ⱳ▬fi♩⌂╪∞╤℮⌂≤ ∫≡™╕∆⁹ ≤ │ ℮∂╚⌂™≢∆

⅛⁹♩ꜝⱩꜟ⅜№∫√ ⁸∕╣⌐ ⇔≡╖╪⌂≢₈ ≤⅛⇔╟℮₉≤™℮ ╩

⅛╠ ∫≡⅔ↄ↓≤⅜⁸ ∞⌂≤ ™╕∆⁹№≤⁸↕∫⅝ ↕╪⅜⅔∫⇔╚∫

√⁸ ⌐ ∫√≤⅝⌐⁸∕╣╩ ≤⅛⇔╟℮≤⅛⁸∟╞∫≤ ™≡ ╩

⇔≡ ⅎ╢≤™℮─│⁸ ╕≢─╛╡ ─Ⱪꜝ♇◦ꜙ▪♇ⱪ╩ ℮↓≤⌐≈⌂⅜╢╪
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∞ ℮╪≢∆⁹∕╣│ ─ ⌐≤∫≡│ ⌐│ ⅜ ⅎ╢╦↑≢∆╟⌡⁹

⌐ ╢≤⁸╟╡ ⌂│∏⌂╪∞↑≥⁸∕─Ɫכ♪ꜟ╩≥℮╛∫√╠ ⅎ╠╣╢─

⅛≤™℮↓≤⁹Ɫכ♪ꜟ ≈№╡╕∆╟⌡⁹ ⌐ ⅜№∫√≤⅝⌐ ≤⅛⇔⌂⅝

╚≤ ╙⧵╙⧵⅜♩כⱠ▫♦כ◖⁸≥™⌂╚∂⁹≥↓℮ ╕╠⌂™⁹∕─ ─Ⱪꜝ♇

◦ꜙ▪♇ⱪ╙Ɫ⁸≡⇔⧵⁹∆≢ꜟ♪כ ≤ ─⁸ ─ ™⁸ ─

™⁸≤⅛™℮─╩™⅛⌐ ╘╢↓≤⅜≢⅝╢─⅛≤™℮↓≤⁹ 

Ê  ─Ⱶכ♥▫fi◓⌂╠ ≢ ╦╢↓≤╩ ─ │ ⅛↑╢

╦↑≢∆╟⁹⇔⅛╙ ⅜ ╦∫≡⅛╠⁸╟℮╛ↄ ⇔ ╘≡╕√ ⅜ ╕╢╖√

™⌂ ∂∂╚⌂™≢∆⅛⁹∕─☻♃fi☻─ ™⁹ 

Ê  ─ ≢ ⇔ↄ ↕╣∏⌐ √ ╙™√╡⁸ ≢╙ ↕╣╢≤℮╕

ↄ ⌐ ≢⅝⌂ↄ⌂∫≡⇔╕∫√╡∆╢ ╙™╢∂╚⌂™≢∆⅛⁹ 

Ê  │ ⌐ ∆╢─≢ ⅜№╢⁸ │ ∞⅛╠⁸ ⅛┤╦∫≤⇔≡

™╢≤™℮↓≤≢⇔╟℮⅛⁹ ─ ╩∆╢≤⁸℮∟─ⱫꜟⱤכ♥☻כ◦ꜛfi≢│⁸

⁸ ╖ ⅎ√╪≢∆⁹ ☻ⱦכ◘⁸│ ⅜⅝∟╪≤ ─ ╡

╕≤╘╩⇔≡⁸ ╩ ∫≡ ⌐ ╢↓≤⅜≢⅝⌂™ ⅜№∫≡⁸ ─ ™∞

↑≢ ⌐ ≡™╢⅛╠⁸ ⅜ ≤⇔≡─ ≢│⌂ↄ≡⁸∕─ ─ ≢

⌐ ≡⇔╕℮─≢⁸∕╣╩ ⅎ╟℮≤ ∫√╪≢∆⁹≢⅝╣┌⁸ ⌐ ≢

╩⇔≡⁸ ╩ ╠⅛⌐⇔≡⁸ ≤─ ⌐ ╠╣╣┌ ™─≢∆↑╣≥

Ν⁹ ⅜ ╠⅛⌐⌂╢⇔⁸ ∆╢ ⅜ ⅎ≡™⌂⅛∫√ ╕≢╙⅜ ≢⅝≡⁸

≤∫≡╙™™─≢∆⅜⁸∕╣╩∆╢⌐│ ⅜⅛⅛╢╪≢∆╟⌡⁹∕℮∆╢≤

─ ≢│⁸∕─ ╩ ╣⌂ↄ≡⁸℮╕ↄ ╕⌂™⁹ ╙⅔ ╩ ⅝⌂⅜╠⁸

─≤↓╤ ⇔™⌂≤ ∫√╪≢∆╟⁹ 

Ê  ∕℮⁸ ╩ ≡⌂ↄ∟╚™↑⌂™╪∞≤⁸ ≤≡╙ ™╕∆⁹

∫≡™⌂ↄ≡╙⁸ ⌐≈™≡ ⅎ╠╣╢ ╩≈ↄ∫≡™⅛⌂⅝╚™↑⌂™⁹ 

Ê  ╩ ↄ⇔≡⁸ ⌐ ╩ ╘╢√╘⌐╙⁸₈ ╩ ≡╢₉≤™℮↓≤

⅜≤≡╙ ≤™℮↓≤≢∆⌡⁹ 

Ê  ─ ⌐╟╡⁸ ╩ ≢ ⅎ╢√╘─₈ ₉⌐≈™

≡│⁸ ─╟℮⌂↓≤⅜ ∞≤™℮↓≤⅜╦⅛╡╕⇔√⁹ 

╕∏⁸ ─№╢ ₁⌐│⁸ ╛ │╙∟╤╪─↓≤⁸ ╙

╘≡⁸ ₁⌂ ™ ⌐╟∫≡ ╩ ⅎ≡™ↄ ⅜№╢╦↑≢⁸ ⅜
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⇔∫⅛╡≤ ╩ ∆╢√╘⌐⁸ ╠⅛─ ╢ↄ≈╩ꜟכ♠─ ⅜№╢≤™℮

↓≤≢⇔√⁹ │₈ ⱡ₉♩כ⅜ ╩ꜟכ♠⌂℮╟─↓⁸⅜√⇔╕╣╠™ ™√

⌐│⁸ ╦∫≡™╢ ⅜⁸∕─ ╩ ∂≡ ℮↓≤⅜ ≢№╢↓≤

╙ ↕╣≡™╕∆⁹ 

≢⁸∕↓⌐ ∆╢ ≤⇔≡│⁸ ╩ ∫≡₈ ⌂ ₉─╖╩ ∆

╢↓≤╛⁸ ⅜₈ ⌂ ₉╩∆←⌐ ≢⅝╢╟℮⌂ ≢№╢↓≤╙

≢№╢↓≤⅜╦⅛╡╕⇔√⁹∕⇔≡⁸ ⌐ ─ ⁸ ⅜ ⌐

⌂╢↓≤╙№╡╕∆⅜⁸∕─ ⌐ ∆╢ ≤⁸ ≤⇔≡ ╩⇔√─⅛≤™

℮ ⅜ ⌐ ⇔⁸╕√│ ╢↓≤⅜≢⅝╢╒℮⅜⁸ ─ ╩╟╡ ↄ

╢↓≤⅜≢⅝╢⁸≤™℮ ╙№╡╕⇔√⁹ 

⅜ ↕╣╢↓≤⌐╟╡⁸ ⌐ ∫≡ ╩∆╢◔▪ ⌐⅔™≡⁸ ─

₁≤⇔√ ─ ⌐ ╩ ↄ↓≤⌂ↄ⁸₈ ─ ₉⌐ ∆╢ ⌐╟╡

╩ ℮↓≤⅜≢⅝╢↓≤⁸╕√ ─ │╙∟╤╪⁸ ╙ ⱶכ♅₈≢╪ ₉

╩ ≡╢↓≤⌐⌂╢⁸≤™℮↓≤╙╦⅛╡╕⇔√⁹ 

↓─╟℮⌂ ─№╢ ╩ ™√╡⁸ ⌂ ╩ ℮↓≤⅜≢⅝╢╟℮

⌐∆╢√╘⌐│⁸ ≢╕∏⇔∫⅛╡≤ ╩ ⇔√╡ ∆╢↓≤⅜ ≢

№╡⁸∕─√╘⌐│∕─╟℮⌂☻◐ꜟ╩ ₁─ ⅜ ≢⅝╢╟℮⁸ ╩

∫≡™ↄ ⌐≈™≡╙ ⅜№╡╕⇔√⁹ 

ⱡכ♠─≤⌂♩כꜟ╩ ™≡⁸≤≡╙ ⌐ ╩ ∆╢↓≤│⁸∆═≡─

≢ ∆╢ ⌐ ⇔≡ ∆╢↓≤│ ⅛≤ ╦╣╕∆⁹⇔⅛⇔⁸ ─

╩☻ⱦכ◘─ ⇔≡™╢ ⌂≥≢⁸ ─ ─ ╙ ⌂ ≢№╢

⌂≥│⁸ ⁸⌂™⇔│ ⌐ ⱡכ♠─≤⌂♩כꜟ╩ ™≡⁸⇔∫⅛╡≤

╩ ℮ ╩ ⇔⁸∕─ ≤™℮ ╩╙≤⌐⁸ ─ ─ ─

╛ ╩ ╘≡™ↄ↓≤⅜ ∕℮≢∆⁹∕─√╘⌐│⁸ │╙∟

╤╪─↓≤⁸ ─ ╛ ─☻ⱦכ◘ ─ ⌐⅔™≡╙⁸ ∆

╢ ─ ╛ ─ ⌐ ⇔≡ ⌂ ╩ ∟⁸ ⌐ ∂≡↓─╟℮⌂

⌂ ╩ ℮ ⌐ ⌐ ∆╢↓≤ ╘╠╣∕℮≢∆⁹ 
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意思形成支援をどう考えるか（座談会） 
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↓╣╕≢─ ╡ ╖╩ ∂≡⁸ √∟│ ─№╢ ₁─₈ ₉╩≥─╟℮

⌐ ⅎ⁸╕√∕╣╩≥─╟℮⌐ ⇔⁸ ⌐ ┘ ↑≡™↑┌™™⅛⌐≈™≡ ⅎ≡⅝

╕⇔√⁹ │⁸ ה ─ ╩≥─╟℮⌐ ⅎ ⇔≡⅝√─⅛⁸╕√

⇔√™≤ ⅎ≡™╢─⅛⌐≈™≡⁸ ╩ ™╕⇔√⁹ 

◆本人の意思に関する記録は必ず行いたい 

Ê  ╩ ₁─ ─ ─ ─ ⌐ ≤⇔ ╪≢™ↄ≤™℮─│⁸

⌂ ⅎ≢│⁸∕╣│ ∏╛╢═⅝↓≤⌂─⅛⌂≤ ∫≡™╕∆⁹ ⌐ ∂≡⁸

∕─ ⅜↕╕↨╕№∫√≤⇔≡╙⁸ ⁸≈╕╡∕─ ─ ≤⁸∕╣⌐

∆╢ ≤™℮─│⁸ ∏ ╣╢═⅝↓≤⌐⌂∫≡╒⇔™⌂≤ ™╕∆⁹ ─

⅜↕╕↨╕≢⁸ ⌐ ⇔√╙─≢№╤℮≤⁸ ─Ᵽ▬♃ꜟ─ ⌐ ⇔

√≤⇔≡╙⁸ ™≡™╢ ⌐ ⇔√≤⇔≡╙⁸ ╩≥℮╛∫≡╖╪⌂⅜ ∆

╢⅛≤™℮─│⁸ ∏ ⌐ ≤⇔ ╪≢™ↄ╟℮⌐⇔√™≤⁹ 

Ê  ⌐ ─ ≢⁸ ⅜ ⌂⅛∫√╡∆╢≤⁸∕↓⅜ ↑╛∆ↄ≡⁹√∞⁸

⌐₈ │ ╩⇔╕⇔√⁹₉─ ─╖≢ ╦∫≡⇔╕℮ ⅝ ╙№∫√╡⇔

≡⁹∕─ ─ ∞↑⅜ ↕╣≡⁸ ≤ ─ ∟⅜℮╕ↄ≈⌂⅜∫√ ≢⁸≥

℮™℮ ⅜№╡╕⇔√≤™℮ ⅜⁸ ≤↕╣⅜∟⌐⌂∫≡⇔╕℮↓≤⅜∆↔ↄ

™≢∆⁹∕╣∙╣─ ≢⁸ⱡכ♩╩ ™≡™╢≤ ℮╪≢∆⁹ ∞⅛╠↓∕⁸

∕╣∙╣─☻♃♇ⱨ⅛╠ √∕─ ╠⇔↕≤™℮─⅜⁸ ⌐│ ╣√╡∆╢↓≤⅜

№╢≤ ™╕∆⁹ ─ ≢⁸ ⅛╠ ≡↓℮™℮ ⅜№∫√≤™℮─╩⁸

⅜ↄ╖ ∫≡ ™≡≤™℮ ∂⌂─≢⁸ ₁⌂ ⅜№∫≡™™─≢│⌂™≢⇔

╞℮⅛⁹∕─ ≢∕─ ╩≥╪≥╪ ™≡™ↄ↓≤≢⁸ ─ ⌐≈⌂

⅜╢─⅛⌂≤ ™╕∆⁹ⱡכ♩╩ √ ╙⁸₈↓─ │↓℮™℮┤℮⌐ ≡™╢╪∞₉

≤⅛⁸₈↓─ │↓℮™℮≤↓╤╩ ≡™╢╪∞⌂₉≤™℮⁸ ─ ╙∆↔

ↄ ╦╢⅛⌂≤ ™╕∆⁹ꜚ►◐↕╪─ ⁸ ₁⌂ ⅜ ╦∫≡ↄ∞↕∫≡™╢─

≢⁸ ─ⱡכ♩╩ ╢≤₈ ↕╪│↓℮™℮┤℮⌐ꜚ►◐↕╪─↓≤ ≡™╢╪

∞₉≤⅛⁸₈ ─ ↕╪│↓℮™℮┤℮⌐ ≡™╢╪∞₉≤™℮─⅜╟ↄ

⅛╢─≢⁸ ─ ─ ≢│⁸≤≡╙ ⌂ ╖ ⌡∞≤ ∂╕∆⌡⁹ 
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◆長期的な視点から「本人の意思」を考える必要がある 

Ê  ─ ─ ™─↓≤≤⁸ ─↓≤╩ ⅎ╢≤⁸↕∫⅝⅔∫⇔╚

∫≡™√ꜚ►◐↕╪─ │⁸╛∫┐╡ ₁─ ─↓≤╟╡│⁸ ◌ ≤⅛⁸ ◌

≤™℮∟╞∫≤ ™☻Ɽfi≢ √≤⅝⌐⁸₈ ─ ™│≥℮∞∫√╪∞╤℮₉≤

™℮≤↓╤⅜ ⌂╪≢∆╟⌡⁹↓╣│╛∫┐╡ 5 10 ∂╚ ╦╠⌂ↄ≡Ν⁹™

╤™╤⌂↓≤╩↓─ ◌ ≢╛∫≡⅝√⁹ √⁸↓─ │≥℮╛∫≡ ╘≡™

∫√╪∞≤⅛⁸∕╣⌐╕≈╦╢◄Ⱨ♁⁹⌡╟∆≢↑╦╢№⅜♪כ ╦∫√ ∕╣∙╣

─ ╩ⱡ⁸⇔™╟≡↑≈┬⌐♩כ∕╣⇔⅛≢⅝⌂™╪∞≤╙ ℮⁹∕℮⇔√⁸∕╣

∙╣─ ™⅜ⱥfi♩⌐⌂∫≡⁸≥╣⅛⅜ ⇔™≤™℮╟╡│⁸ ⅝⌂ ╣─ ≢⁸╓

╪╛╡≤ꜚ►◐↕╪⅜ ⅎ≡ↄ╢╟℮⌂▬ⱷכ☺≤™℮⅛Ν⁹ │∕╪⌂┤℮⌐

∫≡™╢╪≢∆╟⌡⁹∕─╓╪╛╡≤⇔√╙─╩ ╡⌐⁸₈∂╚№ ⁸↓╪⌂↓≤╩

♅ꜗ꜠fi☺⇔≡╖╟℮⅛₉≤™℮ ⌐⌂∫≡™╢╪∞≤ ℮╪≢∆⁹∕℮╛∫≡

╡ ╡╩╛╢╪≢∆↑≥⁸ ≤™™⌂⅜╠⁸ ╙ ⅝⌂ ≢│ ╘

≡⌂™╪≢∆╟⁸≥↓≢╙⁹ ⁸₈≥℮⅛⌂₉≤ ™⌂⅜╠╛∫≡⁸∕╣╩∆↔ↄ

╖ ⌡≡⁸ ≤⁸₈↓℮∞∫√─⅛╙⌂Ν₉≤⁹∕℮™℮ ≤⇔√╙─╩ ╡

⌐ ⌐ →≡™╢─≢⁸№╠⅛∂╘⁸ ⅎ┌₈♦▫☼♬כ⌐ ↄ₉≤™℮ │⇔≡

™╢↑╣≥╙⁸∕╣⅜ ⇔™⅛≥℮⅛╟ↄ ⅛╠⌂™⁹≢╙⁸≤╡№ⅎ∏ ⇔≡™

╢ ⅜₈⅝∫≤ │↓╣ ⅝∞╤℮⌂₉≤ ⅎ√╪≢∆╟⌡⁹∞⅛╠₈ ⅛╪⌂

⌐כ♬☼▫♦≡⇔℮↓⁹≥℮₉╟╖≡∫╛⁸≤↑™ ↄ↓≤⌐⌂∫√↑≥⁸∕─

│╙℮ ⁹ │ ⇔ ⅞≡™≈ ⅜ ≡╙⅔⅛⇔ↄ⌂™⁸╖√™⌂ ∂⌐⌂∫√⁹

₈№№⁸╛∫┐╡ ⅝∞∫√╪∞₉≤ ⅛╠ ⅎ╢⁹2 ≈─ ⌐⌂╡╕⇔√⅜⁸ ≈

│⁸ ─ ⌐≈™≡│⁸ ⅜∕╙∕╙ ℮ ⌐│⁸≥℮⇔≡╙ ↄ

⌂╠↨╢╩ ⌂™─≢│⌂™⅛≤ ℮⁹∕⇔≡╙℮ ≈│⁸ │ ≢╙₈ꜚ►◐↕

╪│↓℮∞₉⌂╪≡ ≢⅝⌂™≤ ℮⁹ ≈─ ≢≥℮─∂╚⌂ↄ≡⁸ ◌ ─

─ ⅛╠ ≤ ⅛┘ ⅜∫≡ↄ╢▬ⱷכ☺╩ ≢ ⇔≡⁸₈⅝∫≤ꜚ►

◐↕╪│↓℮ ∂≡™√─⅛⌂₉≤⅛ ╡ ╢↓≤⇔⅛ ⌂™⁹ 

Ê  ₈ ╩ ≢⅝⌂™₉≤™℮ ≢∆⅜⁸ ⁸↓─ⱪ꜡☺▼◒♩│⁸

⌐│⸗♦ꜟ─ ─◓ꜝfi♪ⱪꜝfi⁸ ╩≈ↄ╢⁸ ⌐╦√∫≡─ ╩

≡╢⁸ ⁸ ⁸∕─ ─ ╩ ≡╟℮≤™℮↓≤≢ ╕∫√↑╣≥⁸ ─↓
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≤╕≢│ ₁ ⅛╠⌂™≤™℮↓≤≢⁸ ≡╠╣⌂⅛∫√≢∆╟⌡⁹ ─↓≤╙

│ ⅛╠⌂™↑╣≥⁸₈√┬╪⁸∕℮⁸⌂╪∞╤℮₉≤™℮≤↓╤≢ ╩⇔≡╖

≡⁸ ╩⇔√ כ♬☼▫♦⁸ ∫√⁹∕℮⇔√╠⁸≤∫≡╙℮╣⇔ↄ≡⁸₈

∫≡™⌂⅛∫√╪∞⌡₉≤™℮ ╩∆╢≤™℮↓≤─ ╡ ⇔⌂╪≢∆⌡⁹ ⌐™

ⅎ┌⁸╙⇔⅛⇔√╠⁸↓╣⅜₈♦▫☼♬כ ⅝√™≤ ∫≡™╢╪∞₉≤ ∫≡ ∫

√↑≥⁸₈ ⇔∕℮∂╚⌂⅛∫√₉≤™℮↓≤╙№╢⅛╠⁸∕℮∆╢≤⁸∕╣│

₈ ⁸™╛⁸ ⇔√↑≥⁸∟╞∫≤ ∫≡√₉≤™℮↓≤⌐⌂╢⁹∞⅛╠⁸

₈ ⌂ ₉│≢⅝⌂™╪≢∆⌡⁹ 

Ê  

Ê  

 

◆チームで関わることで見える本人の「気持ち」や「未来」 

Ê  ⌐ ⇔≡⁸ │↓─ⱪ꜡☺▼◒♩╩ ╘╢ ╕≢│⁸₈ ─

⌐≈™≡ ⅎ╟℮₉≤™℮ ∟⅜⌂⅛∫√⁹₈↓─ │╒╪≤⌐↓℮ ∫≡™╢╪

∞╤℮⅛₉≤⅛⁸₈↓─ │≥℮™℮┤℮⌐ ⅎ≡™╢╪∞╤℮₉≤⅛⁸∕℮™℮↓
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≤╩ ∂╟℮≤∆╢ ─ ∟│⌂⅛∫√⁹∞↑≥⁸↓─ⱪ꜡☺▼◒♩╩∆╢╟℮⌐

⌂∫≡⁸ ⅛─≤⅝⌐│⁸₈ ⅛─ ╩ ∫≡⁸↓℮ ⅎ≡™╢╪∂╚⌂™⅛₉≤

⅛⁸∕℮™℮ ≢ ╠╣╢╟℮⌐⌂∫√↓≤│⁸≤≡╙ ⅝™╪∞≤ ℮⁹∕╣⅜

₈ ⌐ ∫≡™∫√ ╖ →√╙─₉⌂╪∂╚⌂™⅛⁹ │₈ ╩ ⅎ⌂⅝

╚™↑⌂™ ∕╡╚№ ∞⌂Ν₉≤ ∫√╪≢∆╟⁹ ⌐│₈ ≥℮∆╢

⅛≤™℮↓≤│ ⅎ╠╣⌂™₉≤™℮↓≤⌐⌂∫√↑╣≥⁸ ⌐│⁸₈↓℮™℮

┤℮⌐⌂∫≡™ↄ╪∞╤℮⌂₉≤™℮╟℮⌂↓≤│⁸ ⅎ≡™╢╟℮⌂ ⅜∆╢⁹

↕╪⅜ ╦∫≡⁸ ה ≢ ∂√↓≤⁸√┬╪ ╕≢│ ≤₈№№⁸ ╪≢™

╢╪∞₉≤ ⅎ⁸ ⅎ┌♦▫☼♬כꜝfi♪╙⁸ ≤⇔≡ ⇔√╠⁸₈↓─ ⅜

⇔╙℮⅜⁸ ⇔╗╕™⅜⁸ ⅝√⅜╤℮⅜⁸ ⅝√⅜╠⌂⅛╤℮⅜⁸∕╣│ ∆╢₉

≤™℮╟℮⌂╙─∞∫√╪∂╚⌂™⅛⁹∕╣⅜⁸ ∫√ ⌐ ─ ╩ ₁⌂

⅜ ╡ ╡⁸ ∆╢↓≤≢⁸₈↓─ ⌐♪fiꜝכ♬☼▫♦│ ∫≡ ⇔∕℮∞∫√

⌂⁹∂╚№⁸↓╣│↓─ ─ ⌐ ∫√╙─∞∫√╪∞╤℮⌂₉≤™℮ ⌐

⌂∫√⁹↓─ⱪ꜡☺▼◒♩╩│∂╘≡⁸ ⅜ √╙─│∕╣⌂╪∞≤ ℮⁹ 

Ê  ╙ ꜚ►◐↕╪─ ⌐│ ╦╡⅜⌂™≢∆⁹ ⌐ ⇔≡⁸ ↕╪─

╩ ™≡™╢≤⁸ ⌐ ⇔≡ꜚ►◐↕╪─ ⅜№∫≡⁸∕╣╩ ↕╪⅜

∆╢↓≤⌐╟∫≡ ⅛╘╠╣╢≤™℮⁸∕℮™℮◘▬◒ꜟ⅜№╡╕∆⁹ ⌐⅔ ↕╪

─ ⅜ ↑╢─│⁸∆↔ↄ ⅛╡╛∆ↄ≡⁸ ⅎ┌ ™≥╢™⅜♪ⱨ꜠fiꜟכ●⁸

℮ ⁹∕╣ ⇔∟╚╕∏™ ─♪ⱨ꜠fiꜟכ●  ─≤⅝⌐⁸₈™╛⁸∕╣│

─ ∞↑∂╚⌂™⅛⌂₉≤™℮ ™╙№∫√╪∞↑≥⁸╛∫┐╡ ⌐ ∫≡╙

↓╣╕≢≤ ∫√⁸⅔ ↕╪⅛╠ ≡╙ ∫√≤™℮ⱨ▫כ♪Ᵽ♇◒⅜№∫√⁹∕℮

™℮ ⅜ ⌐ ╡ ⌂∫≡⁸₈ ⌐│∟╚╪≤ ⅜№╢╪∞⌂₉≤™℮─⅜

≢⅝√╪≢∆⁹≢╙⁸ ╠⅜ ∂≡™╢ ─ ≤™℮─⅜⁸™╦╝╢

─●▬♪ꜝ▬fi─ ≢™℮≤≥╪⌂ ─ ⌂─⅛⁸∟╞∫≤ ⅛╠⌂™≤↓╤

≢∆⁹™╕ ─ ⅛╠≢⅝╢≢№╤℮≤ ⌐כ♬☼▫♦⁸│≥↓╢™≡∫ ∫√↑

─כ♬☼▫♦⁸₈≤ ⅜╟⅛∫√─⅛₉╩ ⅎ╢↓≤⁹ ─כ♬☼▫♦⁸│ ≤⅛⁸

≤⅛⁸∕℮™℮╙─⅛╠₈ ⇔™₉≤™℮ ╩ ≡⁸∕╣⅜╕√ⱨꜝ♇◦ꜙⱣ♇

◒∆╢─⅛⁹ ≤⇔≡ ∫≡⁸₈ ╙ ⅝√™₉≤ ⅎ≡™╢─⅛⁸∕─╟℮⌂

─ ╩⁸≢⅝╢∞↑ ⇔≡™ↄ╟℮⌐ ≠↑≡™⅝√™⁹∕↓⅜ ≤ ⅎ

√╠™™⌂≤ ∫≡™╢╪∞↑≥╙⁸∕℮™℮ ╩ ∂≡ ⁸ꜚ►◐↕╪⌐
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≤∫≡─◓ꜝfi♪ⱪꜝfi⁸↓─♅כⱶ─ ╖√™⌂╙─⅜≢⅝╢∞╤℮≤│⁸

⌂╪≤⌂ↄ ℮╪≢∆⁹ 

Ê  ─⸗♦ꜟ ─ ╡ ╖≢ ╠╣√₈ ─ ₉⌐ ∆╢ ⅎ ╩⁸

─ ⌐╙ ≡│╘≡⁸₈↓─╟℮⌂ ╡ ╖╩⇔≡™ↄ≤⁸ ─ ⌐ ≠↓℮

≤⇔⌂⅜╠ ╩ ℮↓≤⅜≢⅝╢₉⁸≤™℮ ⌐⌂∫≡™ↄ╪∂╚⌂™⅛⁹

╩ ∆╢√╘⌐⁸∂╚№⁸⇔∫⅛╡≤⅛⅛╦∫≡ ╩ ⇔≡╖╟℮⅛⁸≤™℮

↓≤⌐⌂╢≤™™⁹ 

Ê  ♦▫☼♬כꜝfi♪⌐≈™≡│⁸₈ ↓℮₉≤™℮ ⌐⌂∫√ ⅜ ∞≤ ∫

≡™╕∆⁹№╣│₈╖╠™₉⌐ ╪≢ ≢⇔√⅜⁸∕╣╕≢╩ ╡ ╢≤₈ꜚ►

◐↕╪│™╤╪⌂ ╩ ╡ ⅎ≡⅝≡™╢⌡₉≤™℮ ⌐⌂∫√⁹∕⇔≡ ╙

№╢ ─ ╛ ⌐╙ ≢⅝╢⁹∕℮™℮ ∞∫√─≢⁸₈ ─ꜚ►◐

╙⌐כ♬☼▫♦╠⌂╪↕ ⇔≡ ⇔™⇔ ⇔™╪∂╚⌂™⅛₉≤⁸╖╪⌂⅜ ⅎ√

╪≢∆╟⁹ ♪fiꜝכ♬☼▫♦₈⌐ ⇔™ ₉⁸∞⅛╠ ↄ⁸≤™℮↓≤≢

│⌂ↄ≡⁸™╕─ ─ ⁸∕╣│ ╩ ╡ ∫√≤⅝⌐⁸⇔⅛╙ ╩ ╡

ↄ ╙ ╘≡⁸₈⅝∫≤ ⇔™∞╤℮₉≤ ⅎ√↓≤⅜∆↔⅛∫√≤ ℮⁹ 

 

◆人の意思は他者との関わりの中でつくられ、変化する 

Ê  ™≡╙™™≢∆⅛⁹∕╣│⁸ꜚ►◐↕╪─ ⌂─⅛⁸ ╡─ ─

⌂─⅛≤™℮ ⌂─≢∆⅜Ν⁹ ⁸ ╘⅛╠↓─ⱪ꜡☺▼◒♩│ ⌐≈™

≡ ∆╢≤⇔≡™√─≢⁸ꜚ►◐↕╪⅜₈╖╠™₉⌐ ∫√∕─ ⅛╠⁸₈

─√╘─ ╡ ╖⅜ ≤⅛≢⅝⌂™⅛₉≤ ⅎ╕⇔√⁹ ∆╢⌐⁸₈ ≤─

╦╡│≥℮⇔√╠╟™⅛₉₈ │≥℮⇔⇔√╠≢⅝╢─⅛₉≤⅛⁸∕╪⌂↓

≤╩ ─ ≢ ⇔√⁹∕╣⌐ ⇔≡ ↕╪⅛╠│⁸₈╕∏│ ╩ ↕∑╢↓

≤≤⁸╖╠™≢─ ╩ ↕∑╢↓≤⅜ ∞⅛╠⁸ ─ ╦╡≤⅛⁸™╤™╤⌂

╙──↓≤│⁸≢⅝⌂™⁹∟╞∫≤ ∫≡ↄ∞↕™⁹₉≤™℮⅔ ⅜№∫√╪≢∆⁹

≢╙⁸ꜚ►◐↕╪∫≡ ╦∫≡⌂™╪∂╚⌂™⅛⌂∫≡Ν⁹ ∆╢⌐⁸ꜚ►◐↕╪≤

™℮ │ ⇔╗≤⅛⁸ ┼ ≡ ↄ≤™℮↓≤⅜⁸ ╗ ⅜ ╦∫√↓≤≢⁸ ⌐

↕╣≡⇔╕∫≡™╢≤⅛⁸ ⇔╗ ⅜ ∫∟╚∫≡™╢≤™℮↓≤│⌂™⅛⌂⁸
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≢╙╛∫┐╡⁸∕╣│ ─ ⅜ ⅝™─⅛⌂≤ ∫√╪≢∆↑≥Ν⁹™╕─

╩ ⅝⌂⅜╠⁸ √∟⅜ ⅎ╢═⅝│⁸ ─ ⌂─⅛⁸ꜚ►◐↕╪─ ⌂─

⅛⁸∕╣≤╙ ─ ⌂─⅛⁸∕╣│≥℮⌂╪≢⇔╞℮⁹ 

Ê  ─↓╤⁸ ╙ꜚ►◐↕╪≤ ╦╡⅜ ⅛∫√↓╤⁸₈ ─ↄ╖ ╡₉

≤™℮ ╩↓─ⱪ꜡☺▼◒♩≢╙⇔≡™╕⇔√╟⌡⁹∕─≤⅝─▬ⱷ⁸₈│☺כ

─ ─ ╩ ∆≤ꜚ►◐↕╪─ ™⅜≥↓⅛⌐№╢│∏∞₉⁸╖√™⌂▬ⱷכ☺∞∫

√╪∂╚⌂™⅛⌂⁹ │∕℮∞∫√╪≢∆╟⁹≢╙⁸∞╪∞╪ ╦∫≡™ↄ℮∟⌐⁸

│₈ ₉≢│№╡ ⌂™≤ ℮╟℮⌐⌂∫√╪≢∆╟⌡⁹ ≢╙⁹ ╡─☻♃♇

ⱨ⁸ ╦╢ ⁸ ─ ≢ ⅛⅜ ╕╣≡™ↄ╪∞≤ ℮╪≢∆╟⁹∕╣⅜⁸↓

─ ₈ ─ ╖ ╡₉╛₈ ₉≢│⌂ↄ⁸₈ ₉≤™℮

╩ ╖ ⇔√ ⌐№╢ ⅎ ⌂╪∞≤ ℮⁹ ⅎ┌ ─ꜚ►◐↕╪⌂╠⁸₈♦▫☼

┼כ♬ ↑╢₉≤⅛ ∫≡⅔⅝⌂⅜╠⁸ ╠⌂™ ┼כ♬☼▫♦≥ ∫√╠⁸ꜚ

►◐↕╪┘∫ↄ╡∆╢≤ ℮╪≢∆╟⌡⁹∕╣│ ∂╚⌂™≢∆⅛⌡⁹ ⁹

√∟╙∕℮∂╚⌂™≢∆⅛⁹№≤⁸ ─ ™≤ ─ ™⅜ ℮≤™℮ ╙╟ↄ

╢≤ ℮╪≢∆⁹↓╣╙⁸ √∟╙╟ↄ№╢≤ ℮╪≢∆╟⁹ ⁸ ∞∫≡

₁─ ⌂─≢ ™⅜ ℮⁹℮∟─ ™☻♃♇ⱨ≤⅛⁸╙∟╤╪ ⅎ≡™╕

∆↑≥⁸™╕∞⌐₈ ⅜ ∫≡ ℮⅛╠₉≤⅛ ℮╪≢∆╟⁹∕℮™℮─│ ⅛╣

⌂⅛╣⁸№╢≤ ℮╪≢∆╟⌡⁹∞⅛╠⁸∕↓╩ ⌐ ╡ ↑≡ ⅛╩∆╢∫≡⁸

╛∫┐╡≢⅝⌂™╪∂╚⌂™⅛⌂≤™℮─⅜⁸ ℮≤↓╤⁹≈╕╡⁸ │ ≢

⅛│№╡ ⌂™↑≥⁸ ⅜ ∞⌂≤ ∫≡™╢↓≤╩⁸ ⌐╛╠╣╢─│⁸╙

∟╤╪ ∞≤⁹ 

Ê  ∕╣∫≡⁸ ⅛☺ꜗ♇☺≢⅝╢╙─⅜№╣┌™™≢∆↑≥Ν⁹ ⅎ┌₈ ₉

≤⅔∫⇔╚∫√⁹≥↓⅛╠≥↓╕≢⅜ ≢⁸≥↓⅛╠≥↓╕≢ ⅛≤™℮ │

≢⅝⌂™∂╚⌂™≢∆⅛⁸ ⇔≡ↄ╣╢≤↓╤⅜№╢╦↑≢╙⌂™⁹∞⅛╠⁸╛∫

┐╡∕↓│⁸ ─ ╩ ⅎ╢≤⅝⌐│⁸₈ ₉─ ™∂╚⌂ↄ≡⁸₈ ₉─

™╩ ⌐⇔╟℮⁸≤ ⅎ≡™⌂™≤⁸™↑⌂™≤ ℮╪≢∆⁹₈ ₉─ ℮

↓≤╙╙∟╤╪⌂╪∞↑≥⁸╛∫┐╡₈ │≥℮ ∫≡™╢─⅛₉≤™℮┤℮⌐

ⅎ⌂™≤™↑⌂™≤ ℮╪≢∆⁹ 

Ê  ╙∟╤╪⁸∕℮ ™╕∆⁹ 

Ê  ⌐™℮≤⁸ ∞↑≢│⌂ↄ ⌐≈™≡╙ ∂↓≤⅜ ⅎ╕∆╟⌡⁹ 
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Ê  ↄ ⅝ ∫≡™╢ ⅜ ≡ ⅛╢⅛≤™℮↓≤≢│⌂™≤™℮─│⁸ ↕╪

≢⅝≡™╢≤ ™╕∆⁹ ╙∕℮ ℮╪∞↑≥⁸ꜚ►◐↕╪─ ╩ ≡™

≡⁸⅔ ↕╪≤ꜚ►◐↕╪─╛╡ ╡╩ ≡ ⅜ ┬↓≤⁸∕─╛╡ ╡─

⌐№╢╙─⅜ ⇔≡⁸∕─ ≢ ∂ ⅜─╙⌂™√╖♪ⱴ▬fiה ↕╣≡™ↄ

∂│№╢⌂≤ ∫≡™╕∆⁹⇔⅛⇔⁸∕╣⅜ ─ ≤ ⇔≡™╢─⅛≥℮⅛

≤™℮─│⁸≥℮╛∫√╠ ⅛╘╠╣╢╪∞╤℮⁹ ⅛╘╢↓≤⅜≢⅝⌂™╪∞∫√

≢ⱶכ♅⁸╠ ⇔≡™ↄ≤™℮─⅜⁸ ⅜№╢─⅛⌂≤ ℮⁹ ⅎ┌⁸ꜚ►◐

↕╪⅜ ≢╙ ≢╙ ≢ ⅎ≡ↄ╣╢╪≢№╣┌⁸╕√ ℮⅛╙⇔╣⌂™≤│

℮╪∞↑≥Ν⁹ 

Ê  √┬╪ꜚ►◐↕╪─●כꜟⱨ꜠fi♪─ │⁸⅔ ↕╪│┘∫ↄ╡⇔√ ∞≤

™╕∆⁹⅔ ↕╪⅜⁸ꜚ►◐↕╪⌐ ⅝⌂ ⅜™╢╪∂╚⌂™⅛≤⌂∫√≤⅝⌐⁸

╕≢⅔ ↕╪⅜ ∫↓⇔≡⁸ ╠⇔≡ ╪∞╡⇔√ ⌐ ╦⌂ↄ⌂∫√╪≢∆⁹

∕⇔≡⁸ ╣√ ≤⅛⁸⅔ ↕╪⅜ √↓≤⌂™╟℮⌂ ╩∆╢╟℮⌐⌂∫≡⁹

⅔ ↕╪│⁸ ╕≢⌐ √↓≤⌂™ꜚ►◐↕╪⅜™≡⁸∆↔ↄ ⇔™ ∟⅜№∫√

≤ ™╕∆⁹≢╙ │≥♪ⱨ꜠fiꜟכ● ╣╢╪≢∆↑≥Ν⁸ ╣√ ⁸⅔ ↕╪

∟╞∫≤℮╣⇔∕℮⌐⇔≡™╕⇔√( )⁹≢╙⁸ ╩ ⅎ╣┌⁸│√⇔≡

⅜╪↕◐►ꜚⱨ꜠fi♪─↓≤╩⁸ꜟכ●─⧵ ⌐ ⅝∞∫√─⅛≥℮⅛⁸≤™℮↓

≤╙ ⅎ╢↓≤│ ∞≤ ℮╪≢∆⁹∕℮™∫√ ⅜ ↓∫√ ⌐⁸ ≢╙

∂ ⅜№∫√⁸ⱱכⱶ≢╙●כꜟⱨ꜠fi♪≤─ ╩ ≡⁸ ⇔≡ ╢↓≤⅜≢

⅝⌂™⌂≥─ ⅜№∫√⁸⌂≥─ ⅜№∫≡Ν⁹ ╪⌂ ≢─ ⇔√ ⅜

─╢⌂≥ⱨ꜠fi♪⌐≤⅝╘™≡™╢╪∞⌡₉ꜟכ●⁸╪↕◐►ꜚ╡┐∫╛⁸₈≡∫№

≢│ ≤ ™╕∆⁹∕⇔≡⅔ ↕╪╙⁸╙℮ ╘↨╢╩ ⌂ↄ⌂╢⁹ꜚ►◐↕╪⅜

₈⅔ ⅛↑⇔√ↄ⌂™₉≤™℮╟℮⌂↓≤╙ ─↓≤∞≤ ℮╪≢∆⁹™╕╕≢│

⅔ ⅛↑⅜ ⅝≢⁸ ™∆ ∫√╠⁸ ∆╢≤™℮↓≤⅜╒≤╪≥∞∫√↑≥⁸

ꜚ►◐↕╪⅜⁸₈ ↑√ↄ⌂™₉≤™℮ ∆╢╪∞≤⁹ 

Ê  ∕╣⁸ ⌐│ ⅛╠⌂™╪≢∆↑≥⁸ ↕╪╙ ↕╪╙ ℮∂╚⌂™≢

∆⅛⁹₈ ∞∫≡ ℮╪≢∆₉∫≡⁹∞⅛╠⁸⅝∫≤∕℮™℮≤⅝⅜№╢╪∞╤℮⌂

≤⁹ 

Ê  ∕╣ │⁸╙⇔⅛⇔√╠ ⅜ ↕╣≡⁸∕℮™℮↓≤⅜╦⅛╢╟℮⌐⌂

∫≡™╢≤ ℮⁹ ≢⁸ꜚ►◐↕╪╙ ╦∫≡⅝≡™≡⁸ ╙ ⇔≡™╢⁸≤
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™℮┤℮⌐ ╢↓≤╙ Ν⁹ 

Ê  ╘∟╚™↑⌂™─⅛⌂≤™℮─╙⁸№╡╕∆⁹ 

Ê  ╘∟╚™↑⌂™⁹ 

Ê  ꜚ►◐↕╪│⁸ כ♬☼▫♦ כ♬☼▫♦╠⅛╣↓⁸≤↑™⌂╣⇔╙⅛⅝

─╙─╩ ⅝⌐⌂╢ №╢╦↑∂╚⌂™≢∆⅛⁹∞⅛╠⁸ ₈ ⅝⅛╙₉≤™

℮ ─ ┼▼ⱨ◌⁸⅛≥כ♬☼▫♦⁸⌐ ↄ↓≤⅜ ─ ⌐ ∫≡™╢ ∞

≤ כ♬☼▫♦│╪↕◐►ꜚ⁸₈≢↓⧵╙≢⁹∆≢╪℮ ⅝₉≤ ╘≈↑≡⇔╕

℮≤⁸∕↓≢ ⅜ ⇔∟╚℮ ∂⅜∆╢╪≢∆⁹∕↓≢⁸ ⇔≡™╢ ─

╩ ╡ ∫√╡⁸↕∫⅝ ↕╪⅜ │כ♬☼▫♦⁸₈⌐℮╟√™≡∫ ─ꜝ▬

♩▪♇ⱪ⅜ ⅝∕℮∞⅛╠⁸ ∂╟℮⌂ ─≤↓╤┼ ∫≡╖╟℮₉≤⅛⁸

╩ ╖ ⌡╢ ≢⁸₈╛∫┐╡ ⅜√ↄ↕╪№╢⅛╠♦▫☼♬כ ⅝⌂╪∞⌡

Ν₉≤ ╡⅛ⅎ╠╣╢─⅛⌂≤ ⌐כ♬☼▫♦⁹₈∆╕™ ∫≡ ⇔√⅛╠⁸

כ♬☼▫♦ ⅝≢∆⌡₉≤ ╘≈↑≡⇔╕℮─≢│⌂ↄ≡⁸╛∫┐╡ ─ ╩

↕∑∟╚™↑⌂™≤│ ∂╕∆⌡⁹ 

Ê  ↕╪─⅔ │⁸ ↕╪╙ ⌐ ™ ≡↓╠╣≡ ⌐╦⅛

∫≡™╢↑╣≥⁸ ╦╢ ⅜ ╦╢ ⁸≥╪≥╪ ╙ ╦∫≡™╢≤ ℮↓≤≢⇔

╞℮⌡⁹ 
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◆「本人の意思」を完全に決めることはできない 

Ê  ╙ ↄ ╦∫√≤│™ⅎ⁸ ╦∫≡™╢─╩ ↔⇔√╡⁸ ≤⇔√

╡⁸ ⌂⅛∫√╡⁸ ╟℮≤⇔⌂⅛∫√↓≤≢⁸ ∫√↓≤╩ ⇔≡™╢⅛╙⇔

╣⌂™⁹∕℮ ℮≤⁸↕∫⅝₈ ╘∟╚™↑⌂™₉≤⅔∫⇔╚∫≡╕⇔√⅜⁸ ⌐

₈ ╘∟╚™↑⌂™₉─∞╤℮⌂≤ ℮╪≢∆⁹ 

Ê  ₈ ╘∟╚™↑⌂™₉≤™℮↓≤⌐∆╢─⅛⁸∕╣≤╙ ⌐│⁸ ╠⅛─

│⇔⌂ↄ∟╚™↑⌂™─≢⁸⅛≈⁸ ⌐│ │╛∫┐╡ ╘⌂™≤™↑

⌂™─≢│⁹₈↓─╟℮⌂ כ♬☼▫♦≢ ↄ₉⌂≥≤™℮ ⁹₈ ╘∟╚™↑

⌂™₉≤™℮↓≤≢ ╦∫≡⇔╕℮≤⁸ ╙ ─⌂™ ⌐⌂∫≡⇔╕℮─≢

Ν⁹ ⌐ ╩ ≢⅝╢ │ │ ∟ ╦∑≡™⌂™↑╣≥╙⁸≢╙ ╩

ⅎ∏ ⌐ ⇔≡™ↄ≤™℮╟℮⌂ ∂≢⇔╞℮⅛⁹ 

Ê  ∕℮≢∆⌡⁹⅔∫⇔╚╢≤⅔╡⁸ ╘╢≤™℮↓≤⌐ ⇔≡⁹ 

Ê  ₈ ─ ₉╛₈ ╩ ╘╢₉≤™℮↓≤⌐ ⇔≡⁸ ╩ √⌂ↄ∟╚™

↑⌂™≤Ν⁹ 

Ê  ⌂╪≢∆╟⌡⁹∆↔ↄ ⅜№∫≡⁹ ⅎ┌ √∟≢╙⁸↓╣⅜⅝∫≤

⌐≤∫≡ ⱬ☻♩∞╤℮≤ ∫≡™╢↓≤⅜⁸₈≢╙⁸╙⇔⅛⇔√╠ ℮⅛╙

⇔╣⌂™₉⁸─₈╙⇔⅛⇔√╠₉╩™≈╙ ∟ ↑⌂™≤⁸╒╪≤⌐ ⌂⁸

⌐≤∫≡ ⌂↓≤╩⇔≡™≡╙ ⱶכ♅₈⇔╙⁹™⌂╣⇔╙⅛╢™≢™⌂⅛≠

⌐╟╢ ─ ₉⅜ ⌐⌂∫√≤⅝⌐⁸₈↓℮™℮ ╩⇔╕⇔√₉

₈↓℮™℮ ╩⇔╕⇔√₉₈∕─ ⁸↓╣⅜↓─ ─ ≢∆₉≤ ╘√↓≤⅜⁸

│∕─ ⌐≤∫≡│ ≢│⌂ↄ≡ ⅛╙⇔╣⌂™⁹∕─ ⁸₈™╛™╛⁸

≢ ╘√↓≤∞⅛╠₉≤⌂╢─│⁸ ™⅛⌂≤ ∫≡™╕∆⁹ 

Ê  ─₈⸗ꜝꜟⱢ◙₉♪כ─ ╙№╡╕∆⁹ 

Ê  ∕℮⌂╪≢∆⁸∞⅛╠⁸∕╣╩≥℮╛∫≡ ≤™℮⅛⁸ ╘╩ ↑╢─⅛⁸

∕─ ╖╩≈ↄ╢─⅛⅜⁸ ∞≤ ™╕∆⁹™╤╪⌂ ⅜ ─ ⌐│™╢⅛╠⁸

∕↓⅜ ™╪≢∆╟⌡⁹ 

Ê  ∞⅛╠⁸ ≢ ╘⌂™╪∞╟⁹∞⅛╠⁸₈╖╪⌂≢ ╘╕⇔╞℮₉≤™℮

↓≤⌂╪∂╚⌂™─⁹ 

Ê  ↕╪⅜⅔∫⇔╚∫≡™√⁸₈ ≈─ ∞↑≢ ⌂─⅛₉≤™℮─
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│⁸∕↓⌐≈⌂⅜╢─⅛⌂≤ ™╕∆⌡⁹ 

Ê  ─ ╛ ╦╢ ─ ─ ⌐⁸₈™╛⁸∕╣│⅔⅛⇔™₉≤⁸

≈≢╙ ∫≡ↄ╣╢≤↓╤⅜№∫√╠™™╪≢∆⅜Ν⁹™≈╙∕℮™℮ ⅜№╡╕

∆⁹ 

 

◆長期的視点/発達の視点/多様な視点… 

Ê  ꜚ►◐↕╪─ ≢╙⁸↓╣⅛╠╙ ⅜ ⇔∏≈ ⇔≡⁸ ⌐

╢ⱷfiⱣכ╙ ⇔∏≈ ╦∫≡™⅝╕∆⁹∕─ ⇔™ √∟⅜ ∂√↓≤⁸∕─↓≤

∞↑≢ꜚ►◐↕╪─ ⅛╩ ╘∟╚℮ ╣≤™℮─⅜⁸╛∫┐╡ ╙№╡╕∆⁹∞

⅛╠⁸™╕⁸ꜚ►◐↕╪─ ─₈ ₉╩ ≈ↄ∫≡╖√╠≥℮⅛⁸≤ ⅎ≡™

╕∆⁹ ─ ─ ⅝⌂ ╣╩∟╚╪≤≈⌂→≡╒⇔™≤ ℮╪≢∆╟⁹∕╣╩™⅛

⌐ ⅎ╠╣╢─⅛≤™℮─│⁸ ∞≤ ∫≡™╕∆⁹ ⅛™↓≤∂╚⌂ↄ≡⁸∕╣

│╛∫┐╡ ⅝⌂⁸₈ │↓─ ≥℮ ⅝≡⅝√╪∞₉≤™℮↓≤╩⁸∕─ꜝ▬

fi⅛╠ ⅝ↄ☼꜠⌂™ ≢⁸ ─ ⅜ ╩⇔≡╙╠ⅎ√╠ ™⌂≤ ™╕∆⁹↕

∫⅝ כ♬☼▫♦╕™⁸₈⅜╪↕ ⅝∞∫√⅛╠≤™∫≡⁸∏∫≤ ⅝≤│ ╘⌂

™₉≤™℮─│⁸ ╙ ∞≤ ℮⁹Amazon⁸ ↕╪⁸ ∫√↓≤│№╡╕∆⅛

⌡⁹Amazon │ ℮≤⁸⅔ ╘⅜™∫┐™ ≡ↄ╢∂╚⌂™≢∆⅛⁹№╣⁸∆↔

™ ≢ ∫∟╚℮╪≢∆↑≥⁹≢╙⁸ ─ ╩ ╡ ∫√≤⅝⌐⁸ ≢╙┘

∫ↄ╡∆╢╟℮⌂ ⌐ ℮ ∫≡⌂⅛∫√≢∆⅛⌡⁹↓╪⌂ │ ⇔≡⌂

⅛∫√─⌐⁸ ≤↓℮⌂∫∟╚∫≡⁸↓╪⌂ ╙™√╪∞⁸╖√™⌂┘∫ↄ╡∆

╢ ∫≡⁹Amazon ─ ≢│⁸∕╣│ ↓╡ ⌂™≤ ℮╪≢∆⁹ ─

™≤⅛⁹∕─Ᵽꜝfi☻∫≡⁸≥℮⇔√╠™™╪∞╤℮≤⁹ 

Ê  ∕℮⁸∆↔™⁸∕℮∞⌡⁹╕↕⌐ꜚ►◐↕╪⌐⁸Amazon ─╟℮⌐╦╣╦╣│⁸

₈↓╣⅜™™╟⁹↓─←╠™─ ─ ⅛╠ ╪≢╟₉←╠™⌐⌂∫≡™╢≤⇔√╠⁹ 

Ê  ∕℮≢∆⁹≢╙⁸∕↓≢ꜚ►◐↕╪│₈ ⅛⌂™₉₈ ╛╠⌂™₉≤™℮

⌂ ⅜ ⅎ≡™╢⁸ ≢⅝≡™╢≤™℮≤↓╤⅜∆↔ↄ ⌂≤↓╤⌂─⅛⌂

≤ ™╕∆⁹ ≢╙ ≢⅝√⅛╠╟⅛∫√∂╚⌂ↄ≡⁸ ⅜⁸╛╡√ↄ⌂™≤™

℮ ∟╩∟╚╪≤ ⇔≡╙╠™⁸∕╣╩ ⅜ ≢⅝╢≤™℮─⅜⁸∆↔™
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⌂─⅛⌂≤ ™╕∆⁹Amazon ╖√™⌂⁸₈№⌂√⅜ ⅝⅛╙ ₉≤™℮ꜝ▬fi♫♇

ⱪ⅜ ≡⅝≡╙⁸₈™╛⁸ ⌐ │∕╪⌂ ╕≢ ╘≡⌂™⇔₉╖√™⌂ ╙∆

╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

Ê  √∞⁸ ≤ ⇔ ≤™℮─│⁸ ≤⅛⁸ ≢╙ ⌂╪∞↑

≥⁸≥↓╕≢─ ╩ ⅎ√╠™™⅛⌂≤⁸ ╕⇔™≢∆⌡⁹ ⌐№╢╦↑∞⇔⁸

╦╣╦╣╙≢⅝╢↓≤⅜ ╠╣≡™╢⅛╙⇔╣⌂™⁹ ╙ ⌐ ≢⅝╢⅛

≤™℮≤⁸∕℮≢╙⌂™⁹ ╠╣√ ⅜№╢⅛╙⇔╣⌂™⇔⁸∕↓╕≢ ⅎ╢≤

⇔™≢∆⌡Ν ⅛⌐Ν⁹ 

Ê  ∕╣╙₈ ⅜ ╘╢₉≤™℮ ⌐⌂╡╕∆↑≥⁸₈╛╠⌂™₉≤™℮ ⅜≢

⅝╢ ⁸◘♅◄↕╪⌂╪⅛╙│∫⅝╡⇔≡™╢⅛╠™™╪≢∆⁹≢╙∕╣⅜≢⅝⌂™⁸

╒╪≤⌐∕℮™℮ ╙≢⅝⌂™ ⌐ ⇔≡⁸Amazon ╖√™⌂ ╩≥℮∆╢⅛≤

™℮≤↓╤│⁸∆↔™№╡╕∆⌡⁹ 

Ê  ∆↔™⌡⁸Amazon⁹ 

Ê  Google ≤⅛╙∕℮≢∆╟⌡⁹ ⇔√╛≈⅜ ⁸ⱨ▼▬☻Ⱪ♇◒≤⅛⌐╙⁸

™≈─ ⌐⅛ ⅜⁹₈№╣⁸↕∫⅝ ═√╛≈⅜⁸↓↓⌐ ⅜№╢₉≤⅛⁹ 

Ê  ₈ ∞∟⅛╙ ₉≤⅛╙∕℮≢∆↑≥Ν⁹ 

Ê  ₈ ⁸↓╪⌂─ ⅝∞∫√╪∞₉≤ ⌐ ↕∑╠╣≡™∫∟╚℮⁹

│∟╞∫≤ ═√∞↑∞∫√─⌐⁹ 

Ê  ⅎ┌⁸℮∟─ ≥╙╙ ⌐│ₐ⅔⅛№↕╪≤™∫⇔╞ₑ⅜ ⅝≢⁸∕╣

⅜∏∫≤ ⅝∞∫√⅛╠≤™∫≡⁸ ⁸ ⌐№⅜∫≡╙∕╣╩ ∑╢↓≤│

⌂™⇔⁸ ⌂™⁹╛∫┐╡ ≈│ ─ ╛⁸⅝╞℮∞™≤─ ╦╡─ ⁸

─ ─ ╦╡─ ≢⁸™╤╪⌂ ╩ ╣≡™⅛⌂™≤™↑⌂™⁹ ─

⌂ ≢⁸₈↓╣⅜ ⅝⌂╪∂╚⌂™⅛₉≤™℮ ⌐ ╕∫≡⇔∫≡│™

↑⌂™╪≢⇔╞℮⌡⁹ 

Ê  ™╤╪⌂₈▪♁ⱦ₉⅜ ∞≤ ℮╪≢∆⁹Ɫfi♪ꜟ⌐╙₈▪♁ⱦ₉⅜№╢╟

℮⌂ ∂≢⁹ꜚ►◐↕╪╩ ╡ ╢≤⁸ ₁─ ╦╡─ ≢ ⱨꜞכⱢfi♪≢₈▪

♁ⱦ₉⅜№∫√╡∆╢⁹™╤╪⌂↓≤⌐ ⇔√╡⁸⇔⌂⅛∫√╡⇔≡™╢╦↑∂╚

⌂™≢∆⅛⁹∕℮™℮╙── ╖ ⌡⅛╠ ⅛⅜ ↕╣≡™ↄ ╙ ™╪∂╚⌂

™⅛⌂≤ ℮╪≢∆↑≥⁹ 

Ê  ꜚ►◐↕╪≤ ╦∫≡™≡⁸₈⅝∫≤ꜚ►◐↕╪⁸↓╣│ ⅝∞╤℮⌂₉≤
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∫≡⁸ ⌐ ∫√╪≢∆↑╣≥╙⁸ ⁸ ⅛╣≡⇔╕∫≡Ν⁹∕╣╙ ⇔™

∞∫√─≢⁸ ╙ ∫≡╖⌂™≤ ⅛╠⌂™⇔⁸↓∟╠ ╙ ∫≡╖⌂™≤⁸

─ ╩ ≡⁹∞⅛╠⁸™╤╪⌂↓≤╩ ⇔≡╖≡⁸ꜚ►◐↕╪─₈↓╣│ ⅝

∞↑≥⁸↓╣│ ™∞╟⌡₉≤ ⌐ ⇔≡™ↄ⁹ꜚ►◐↕╪─ │⁸√┬╪

│ ╣╢╪∂╚⌂™⅛⌂≤ ℮╪≢∆⁹ 

Ê  ₈↓╪⌂ꜚ►◐↕╪╙№╢╪∞₉≤™℮─╩ ╢√╘⌐⁸ ⇔™ ↕╪╛ꜚ

►◐↕╪╩╟ↄ ╠⌂™ ↕╪≤─ ™│⁸∆↔™ ∞≤ ∫≡™╕∆⁹ꜚ►

◐↕╪⌐ ╣≡™╢ ↕╪∞↑≢ ╘≡⇔╕ⅎ┌⁸◔▪─ ╛ │⁸ ⇔╛∆

™≤ ℮╪≢∆⁹≢╙∕℮⌂╢≤⁸∞™√™₈ ꜚ►◐↕╪⁸↓℮™℮↓≤ ⅝∕℮

∞╤℮₉≤ ≤⌂ↄ ∂╢ ⅜ ↄ⌂╢≤│ ℮╪≢∆⁹≢╙∕↓⌐⁸ ⇔™ ⅜™

⅝⌂╡ ∫≡⁸₈ꜚ►◐↕╪⁸↓╣ ⇔≡╖╕⇔╞℮╟₉≤ ╕≢⌐⌂™╟℮⌂

╩⇔≡⅝√╠⁸╕∫√ↄ ℮ ⅜ ∫√╡⁸ √∟⅜ ™╙≈⅛⌂⅛∫√╟℮⌂

⅜≢⅝√╡⇔≡⁸ꜚ►◐↕╪─ ⇔™₈ ⅝₉≤ ℮⅛╙⇔╣⌂™≤⁹∕╣⅜™

╕╕≢─ ╣⌐ ∫≡™╢⅛⁸ ∫≡™⌂™⅛≤⅛⁸∕℮™℮↓≤╙№╢─⅛╙⇔╣

⌂™≢∆↑╣≥⁸ ↄ ⇔™ ╦╡╙∆↔™ ∞≤ ™╕∆⁹∞⅛╠⁸ ─

╩ ╢₈ ╡ ₉≤⅛╙⁸∕℮⅛⌂≤ ℮╪≢∆╟⌡⁹₈ ╡ ₉⌐ ⇔

≡⁸№∕↓∞↑─⁸∕─ ∞↑─ ╦╡≤™℮ ⅜√ↄ↕╪™╢⅛╙⇔╣⌂™↑≥⁸

™≈╙≤ ℮ ⇔™↓≤⁸ ⅜№∕↓⌐│№╢⁹Ɫ▬♃♇♅⇔≡ↄ╣╢ ╙™╣┌⁸

╡∆╢ ╙™≡⁹∕℮™℮≤↓╤≢⁸₈ꜚ►◐↕╪╠⇔↕₉≤™℮⅛⁸∕℮™℮

╙─⅜≈ↄ╠╣≡™ↄ⁹ ╕╡⅝∫√ √∟─ ≢⁸₈ꜚ►◐↕╪│↓℮∞╟⌡₉≤

™℮≤↓╤≢ ╦╡⌐≢⅝⌂™ ⅜≥╪≥╪ ⅎ≡™ↄ─⅛⌂≤Ν⁹∕─ ⇔™

≤─ ™≤™℮─│⁸∆↔ↄ ∂╕∆⌡⁹ 

 

◆様々な決断や挑戦を行い、振り返り、改善する仕組み 

Ê  ₈╖╠™₉⌐ ╗≤⅝╙⁸∕─ │⁸ │⇔≡™⌂™≤ ℮╪≢∆╟⌡⁹

╙∟╤╪ ⅜ ⅎ┌⁸ ≤⅛ ≢ ╕╢≤⅛⁸™╤™╤≢⅝√⅛╙⇔╣⌂™↑

≥⁸∕℮™℮ ≢╙⌂⅛∫√⁹∕℮™℮≤⅝╙₈ ╘╠╣⌂™₉≤ ℮╪≢∆╟⌡⁸

⁹≢⁸ ╡№ⅎ∏╛∫≡╖╢⇔⅛⌂™⁸≤™℮⅛⁹ ≤⇔≡⁸ ⅛√∫≡⁸
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⇔™≤ ℮╪≢∆╟⁹™╕─ ⅜ ∞≤│ ∫≡™⌂™≤ ℮⁸ ≤⇔≡⁹

∕℮™℮₈ ─ ₉╖√™⌂╙─∫≡⁸ ⇔╕ↄ∫≡⁸≢⅝╢ ╡ ╩ ╘

≡ ∆╢⁸╖√™⌂─│№╢⅛╙⇔╣⌂™⁹∕─ ⅜ ™ ╙№╢⅛╙⇔╣⌂™

↑╣≥╙Ν⁹ │⁸≢╙⁸ ╩ ╡ ╢≤™℮↓≤⇔⅛⁸≢⅝⌂™╪∂╚⌂™⅛

≤ ℮╪≢∆╟⌡⁹√∞⇔⁸∕─ ╡ ╡╩⇔⌂™╪∞≤⇔√╠⁸∕╣│└≥™≤

™╕∆⁹ 

Ê  ⌂╪≡⁸ ↕╣╢╒℮⌐ ↕╣╢⁹ ∞∫≡⁸∞™√™ ↕╣≡⅝√

╟℮⌂ ⌂─⌐⁸∕╪⌂⁸∆↔™ ╩ ∫≡↓╣╩ ⇔√≤⅛⁸∕℮™℮┤℮

⌐│⁸⌂⅛⌂⅛⌂╠⌂™Ν⁹∕─ ≢╟⇔≤∆╢⅛⁸╙℮ ≈ ℮ ╩ ╢⅛≤

™℮↓≤⌂─≢⇔╞℮⅛  

Ê  ⅎ┌⁸ ⌐ⱶכⱪⱱכꜟ◓╛ ∫√⅛╠⁸ ─ ─ ─ │⁸

∕─ ⁸ ↄ ⅎ⌂ↄ≡╙  הההה⌂™√╖™

Ê  ₈ ─ⱶכⱪⱱכꜟ◓╛ ⅜ ╕∫√↓≤≢ ₉≢│∞╘≢∆╟⌡⁹ 

Ê  ꜚ►◐↕╪╙⁸₈╖╠™₉─↓≤│ ⅛╠⌂™↑≥⁸₈≤╡№ⅎ∏ ╪≢╖╕

⇔╞℮₉≤⁹₈ ∞∫√╠⁸ ™⇔⁸╕√ ⌐ ╣┌™™≢⇔╞℮₉≤™℮ │⁸

╟ↄ⇔≡™√╪≢∆╟⁹∕╣∫≡ ∂╚⌂™≢∆⅛⁹ ╡ ∑╢≤™℮⅛⁸╛╡

∑╢ ⅜№╢≤™℮⅛⁹≢╙ ⌐╟∫≡│⁸№╢™│ ⌐╟∫≡│⁸╙℮≥℮

⇔╟℮╙⌂ↄ≡⁹₈ ≢↓╣⅜ ₉╖√™⌂↓≤│№╡ ╢↑╣≥⁸ ≢╙℮

∕╣╩ ╡ ╢ ╖⅜ ∞≤ ℮⁹ 

Ê  ∕℮™℮ ╖⅜ ⌂╪≢⇔╞℮⌡⁹₈ ∞∫√╠⁸™™∂╚⌂™≢∆⅛⁸

╕√ ╣┌₉≤⁸ ↕╪⅜ ⅎ╢ ∞⅛╠™™↑≥⁹∕℮∂╚⌂ↄ≡⁸ ─

≤│ ⌐ ╡─ ⅜₈∑∫⅛ↄ ∫√╪∞⅛╠╙℮∏∫≤∕─╕╕⅜™™╟₉≤™℮

∞↑⌐⌂∫∟╚℮≤⁸ ⅜⌂ↄ⌂∫≡⇔╕℮⁹∞⅛╠⁸ ╡ ╢≤™℮↓≤⅜

≤™℮↓≤≢∆⌡⁹₈∕╣≢ ⌐╟⅛∫√⅛⁸≥℮⅛ ₉≤™℮↓≤│⌡⁹ 

Ê  ─ ╩≈ↄ╢≤⅝⌐⁸╛∫┐╡⁸⅔─∏≤∕℮™℮ ⌐⌂╢╪≢∆╟

⌡⁹∕℮™℮ ─⁸™╤™╤ ≢ ╘≡⅝√↓≤─ ╩ ∆╢ ╖

╩ ≈↓≤╙ ≢∆⌡⁹ 

Ê  ⌐⇔√─│⁸∕╣╩ ⌐≢⅝╢⅛╠⁸╖√™⌂ ∂╙№╢╪≢∆⅛⁹ 

Ê  ─ ⌐ ⅎ╢≤™℮↓≤≤⁸ √∟⅜ ╡ ╣╢≤™℮ ─ ⅜№╢

∞╤℮≤ ∫≡⁹╛│╡ ⅝⌂ ╣≤⇔≡ ╢≤™℮─⅜ ∞≤ ℮╪≢∆╟⌡⁹
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≈─ ∞↑ ╡ →≡⁸≥℮─∂╚⌂ↄ≡⁹∞∫≡ ⅝≡╡╚⁸™╤╪⌂

⅜№╢╦↑∂╚⌂™≢∆⅛⁹∕╪⌂┤℮⌐ ™╕∆⁹ 

Ê  ∕╣╩ ∆╢≤⅝│⁸™╕╕≢ ⇔≡⅝√ ╩╙≤⌐⁸ ⌐ ⇔

≡⅝√ ─◘ⱴꜞכ⌂≥╙ ⌂⅜╠⁸≤™℮↓≤⌐⌂╢⁹ 

Ê  ⁸ ◘ⱴꜞכ╩ ⁸ ≢ ≡⁸₈↓─ ↓℮∞∫√⌡₉₈↓─ ⁸

↓℮∞∫√⌡₉≤⁹₈™╕ ⅎ┌ⱴ♬ꜙ▪ꜟ⅜↓─≤⅝⌐≢⅝√⅛╠⁸↓─ ⅜ ∫

√╪∞⌡₉≤™℮↓≤╩⁸ ⅛⇔ↄ ╡ ╡╕⇔√⁹∞⅛╠⁸◘ⱴꜞכ│ ∞≤

™╕∆⁹ 

Ê  ◘ⱴꜞכ≤™℮─│ ↔≤─◘ⱴꜞכ∂╚⌂ↄ≡⁸ ─◘ⱴꜞ⁹⌡∆≢כ

─☻כ◔⌂℮╟─≤╩╣⧵ ╕≢ →╢⅛│⁸ ⅎ⌂™≤™↑⌂™≢∆⌡⁹

≤⇔≡╙ ⅝™⁹ 

Ê  ∕⇔≡ ≢╙⁸№╣╩ ⅛⌐ ⅝ ™≢⁸₈╛∫≡ↄ∞↕™₉≤™℮─

│ ≢⇔╞℮⌡⁹ 

Ê  ≢⁸ ╩כꜞfi◓⌐╙⌂∫≡⁸◘ⱴ♬כ꜠♩─ ™√╡ ∆╢↓≤

⅜ ⅜≢⅝╢╟℮⌐⌂╢≤⁸ ╙ ↄ⁸ ─ ⌐ ⅜↕↑╢≤

™℮↓≤⌐╙⌂╡∕℮≢∆⌡⁹ 

Ê  ≥╪⌂ ─ ≢№∫≡╙⁸₈ ─ ⌐ ∆╢ ₉│ ∏ ™√™⁸

≤™℮ ⅛╠ ╕╡⁸ ⌂ ≢ ─ ╩ ⅎ╢↓≤─ ⁸∕⇔≡∕

─√╘⌐│ ╦∫≡™╢ ⱶ≢₈כ♅⅜ ─ ∟₉╛ ─ ⌐≈™≡

ⅎ╢↓≤⅜ ≤™℮⅔ ⅜№╡╕⇔√⁹⇔⅛⇔⁸ │ ⌂ ╛ ≤─⅛⅛

╦╡─ ≢≈ↄ╠╣⁸ ∆╢╙─≢№╢─≢⁸₈ ─ ₉╩ ⌐₈ ╘╢₉

↓≤│≢⅝⌂™─≢│⌂™⅛≤™℮⅔ ⁹∕⇔≡ ─ ╩ ∆⌐№√∫≡│⁸

⌂ ⁸ ─ ⁸ ∞↑─ ≢│⌂ↄ ⌂ ⅛╠ ⅎ╢↓≤─

↕⌐≈™≡─ ⅜№╡╕⇔√⁹↓─╟℮⌂ ⅛╠─ ─ │⁸ ╠

⅛─ ╖╩ ∫≡™ↄ↓≤⅜ ≢∆⅜⁸ │⸗♦ꜟ ≢ ╦╣≡⅝√

╩╙≤⌐⁸ ─ ╖≠ↄ╡⌐≈™≡⁸↕╠⌐ ה ⇔≡™ↄ ⅜

№╢∞╤℮≤ ™╕∆⁹  
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8-1 専門職連携とは何か 

 

（１）現代における「専門家」の 2 つの課題 

╛ ╩│∂╘⁸ ₁⌂ ─ ה ─ ─№╢ ₁⌐ ⇔≡⁸ ה

ה ⌂≥─ ⌂ ╩ ℮ ╩⁸ √∟│₈ ₉≤ ┘╕∆⁹ ≢│₈

₉╩₈№╢ ─ ה ╩ ⌐ ה ⇔≡⁸∕╣⌐ ⇔≡™╢ ⁹◄◐

☻Ɽ₉♩כ ≤⇔≡⅔╡⁸ ╙⁸ ─ ╩ ≈ ─ ╩

╘√₈ ₉⅜⁸ ₁⌂ ≢ ⇔≡™╕∆⁹ 

 ⇔⅛⇔⌂⅜╠⁸ ╛ ─ ⌐⅔™≡│⁸ ─ ⌐╟╢▪ⱪ꜡כ♅

≢│ ⅜№╢↓≤│∆≢⌐ ╠⅛≢∆⁹ │⁸ ╠─ ≤ ╩ ╘╢

≤≤╙⌐⁸∕─ ≤ ╩ ∟ ╡⌂⅜╠⁸ ─ ⌐ ⅝╢ ₁⌂ ה

ה / ─№╢ ₁─ ≢⁸ ╩ ↕∑╢ ⅜№╡╕∆⁹∆⌂╦

∟⁸ ─ │⁸ ╠─ ╩↕╠⌐ ↄ ≤ ⌐⁸ ─ ≤ ⇔⌂

⅜╠ ⇔╟℮≤∆╢ ╩⁸ ⌐ ⇔≡™ↄ↓≤⅜ ≢∆⁹ 

 ⅎ≡⁸ ╛ ⁸ ─№╢ ₁─⁸₈∕─ ─∕─ ₉⌐ ∆╢ ─

│⁸ ≢№╢↓≤╙ ╣≡│™↑╕∑╪⁹ ╛ ⌂≥─№╢ │╙∟╤╪─

↓≤⁸∕─ ₁≤ ⌐ ╠⇔√╡ ⇔√╡⇔≡™╢ ⌂≥╙ ╕╣╢≢⇔╞℮⁹ 

 ↓─╟℮⌐⁸ │⁸ ╠─ ╩ ∆╢≤ ⌐⁸ ╛ ╩ ╗ ─

≤ ╩ ╡ ™⌂⅜╠⁸ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹≥∟╠⅛ ⅜ ⌂─≢│⌂ↄ⁸

↓─ ≈─ ╩ ℮↓≤⅜≢⅝≡│∂╘≡⁸₈ ₉≤ ┬↓≤⅜≢⅝╢─≢│⌂™

≢⇔╞℮⅛⁹ 
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（２）重症心身障害を持つ方々にとって、専門職が連携する意味 

↓╣╕≢⁸ ⅜ ∆╢↓≤─ ╛ ╩≤╠ⅎ╢ ⌐⁸ ─╟℮⌂↓≤⅜

↕╣≡⅝╕⇔√⁹ 

 1⌐⁸ ⌐╟╢ ה ─ ≢∆⁹ ⇔√ ⌐╟╡⁸ ה

⌐☼כ♬─ ∫√ ≢ ⌂ ╩ ℮↓≤╩ ∂⁸ ה ─ QOL

─ ─ ╩ ╘╢↓≤╩ ⇔╕∆⁹ 2⌐⁸ ⌐╟╢ ₁⌂ ─ ≢∆⁹

╠╣√ ╛ ⌂≥─ ╩⁸ ⅛≈ ⌐ ⇔⁸◖☻♩╩ ∆╢√╘

⌐⁸ │ ⌂ ≢∆⁹ 3⌐⁸ ⌐╟╢ ─₈ ⅝╛∆↕₉─ ≢∆⁹

─⇔╛∆↕╩╙√╠⇔⁸ ╛ ≤⇔≡─ ╩ ╘╢√╘⌐╙⁸ │

≢∆⁹∕⇔≡ 4⌐⁸ ⌐╟╢ ╛ ─ ≢∆⁹ ─ ╛ ≤─ ╩

∂≡⁸ ה ☻ⱦכ◘™⌂│≢ ╩ ™⁸ ╛ ╩ ה ∆╢√╘

↓≤≤⌂╡╕∆⁹ 

 ⱪ꜡☺▼◒♩≢│⁸ ⌐ ─ 1⁸ 4⌐№╢╟℮

⌐⁸ ה ─ ⅛╠ ┼ ∆╢√╘⌐⁸ ∆╢↓≤⌐╟∫≡ ◔▪

╩ ⇔⁸ ─ ה ╩ ∆╢≤ ⌐⁸ ╩ →≡™ↄ ╡ ╖⅜

╦╣≡⅝╕⇔√⁹ ⌐⁸ ⌂◔▪⅜ ⌐ ⌂ ₁⌐ ∆╢ ⌐⅔

™≡│⁸ 1 ≢ ═╠╣≡™╢╟℮⌐⁸ ⌂ ה ⌂☻꜠ⱶכ◦─☻ⱦכ◘

─☻ⱦכ◘╢╟⌐ ≤≤╙⌐⁸ ⌂ꜞ☻◒─№╢ ☻ⱦכ◘─┼ ⌐ ╢

╩⁸ ─ ₁⌂ ╛ ─ ⌐╟∫≡₈ ₉∆╢↓≤⁸∕⇔≡

─ ╩ ∆╢↓≤─ ╙ ↕╣≡™╕∆⁹ 

 ╕√⁸ ∆╢↓≤─ ⌐≈™≡│⁸ 1≢ ═√↓≤≤╙ ⇔╕∆⅜⁸ ⌐ ─

╙ ≢№╢↓≤⅜ ╠⅛⌐⌂∫√≤™ⅎ╕∆⁹∕╣│⁸ ⌐╟╢₈ ₉

╛₈ ₉≢∆⁹ ⌂≥⁸ ⌐ ╩ ⅎ╢ ₁⌐ ∆╢ ≢│⁸

⌐↓╣╕≢ ⇔≡⅝√ ┼─ ─ ⅛╠ ╕╣√₈ ₉─╖╩ ⇔√╡⁸

⇔√╡∆╢↓≤─╖⅜ ⌂─≢│№╡╕∑╪⁹ ⌂ ╛ ↕╣√ ─

⌐ ╩ ↄ↓≤⌐╟∫≡ ⅜ ↕╣╢↓≤⁸№╢™│ ─ ╛ ╩ ╕ⅎ



122 

 

≡⁸ ╩ ⇔√╡ ╩ ℮↓≤╙ ⌐ ⌐⌂╡╕∆⁹ ₁╛ ─

₁⌂ ╩ ℮⌐№√╡⁸ ⌐ ╦╢ ≡─ ₁⅜⁸ ⇔≡ ╛ ─

╩ ™⁸ ─ ╩ ≤ ⌐⌂∫≡ ╘⁸ ∕╣╩ ⇔⁸ ⇔≡™ↄ↓

≤⅜ ≢∆⁹ 

 

（３）連携の壁を認知しそれを乗り越える 

 ─ │ ≢№╢↓≤│ ╠⅛≢∆⅜⁸∕╣╩ ╗₈ ₉╙№╡╕∆⁹

ⅎ┌⁸ ⌂╢ ⅜ ─ ⌐ ≈₈ ™ ☻♥꜠○♃▬ⱪ ₉╛⁸

─☼כ♬ ╛∕─ ⌐ ∆╢ ─₈ ╛ ─ ™₉⁸∕⇔≡ ─

╛ ⌐ ∆╢₈ ─ ╛ ₉⌂≥⅜∕─ ⌂╙─≢∆⁹↕╠⌐│⁸

╛ ─ ≢ ╛ ─ ⅜ ↕╣≡™⌂™≤™℮₈ ₉⁸

↔≤⌐ ╛ ◘▬◒ꜟ⁸ ◦☻♥ⱶ⌂≥⅜ ⌂╢≤™℮₈ ⅝ ₉⁸

∕⇔≡ ╛ ─ ╛ⱷ◌♬☼ⱶ⅜ ⌂╢⌂≥─₈ ה ₉⌂≥⅜№

╢≤ ╦╣≡™╕∆4⁹ 

 ≢╙⁸ ╩☻ⱦכ◘⌂℮╟∂ ⇔≡™╢⌐╙⅛⅛╦╠∏⁸ ≥☻ⱦכ◘

│≢☻ⱦכ◘ ⅜ ⌂∫√╡⁸ ⌐ ╡ ℮ ⅜ ☻ⱦכ◘⁸≥╡√∫⅛

╩ ℮ ─ │ ↄ⌂™↓≤⅜ ↕╣╕⇔√⁹╕√⁸ ─ ™╛⁸

─ ™⁸ ─ ☻כ◔⁸╡╟⌐≤⌂™ ╩ ℮ ─ ™ ⌐╙⁸ ≤

≤≢│ ⌂╢≤™℮ ╙№╡╕⇔√⁹ 

 ⸗♦ꜟ ≢│⁸ ⌐ ╢ ≤ ⅜ ∆╢ ─ ╩

≡™⅝╕⇔√⁹∕⇔≡⁸ ╛ⱴ♬ꜙ▪ꜟ ╡⌂≥─ ╩ ─≡⇔≥ⱶכ♅≡∂

╩ ╘⁸ ╩ ⌐⇔≡™⅝╕⇔√⁹ 

 ⇔⅛⇔ ⌐╛∫≡╖╢≤⁸ ╩ ╢─│ ≢│№╡╕∑╪⁹ ╦╢

                                                           
4   J. Glasby, R. Littlechild.(2004)The Health and Social Care Divide <Revised Second Edition>. The Policy 

Press  ┘  R. Means, S. Richards, R. Smith(2008) Community Care <Fourth Edition>.Palgrave 
Macmillan 
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⅜ ↑╣┌ ™╒≥⁸ ⇔↕╙ ↄ⌂╢─⅛╙⇔╣╕∑╪⁹ ─ ╛ ≤

─ ⌂≥⅜№╢⅛╙⇔╣╕∑╪⁹⇔⅛⇔⁸ ↄ─ ⅜ ╦╢↓≤≢ ─ ╙ ⅝ↄ

⅜╢≤ ™╕∆⁹ ≢ ⇔√≤⇔≡╙⁸ ─ │ ⅝╕∆─≢⁸ ╙∕─ ₁

≢ ╦╡╕∆⁹⸗♦ꜟ ≢│₈ ⱡכ♩─ ₉⌐ ╕╡⁸ ꜠○╛כ♫כ◖

≤⌂♪כ◌ ₁⌂ ╖╩⇔≡⅝╕⇔√⁹╕√⁸ ≢─ ⅞╛ ≢─ ⌂≥№╠╝

╢ ╩ ∂≡⁸ ╩ ⅎ√ ╩ ↑≡™╕∆⁹ 

 ─ ╩ ⌐⇔≡⁸ ⅜ ╡ ⇔ ⇔ ↑╢ ⁸∕─ⱪ꜡☿☻─ ⅜

⌂─∞≤ ™╕∆⁹ 

 

  



124 

 

8-2 連携をどのように進めるのか 

 

（１）チームの特徴と形成プロセス 

√∟⅜ ∆ ⱶ₉│⁸כ♅₈─ ─╟℮⌂ ╩ ∫≡™╢≤™ⅎ╢≢⇔╞℮⁹

≢ⱶכ♅⁸∏╕ ∆ ╩⁸ⱷfiⱣכ∕╣∙╣⅜ ⇔≡™╢ ⅜№╡╕∆⁹∕─

≢⁸ ─√╘─ ≤⁸∕─ ╩ ╡ ↄ ₁⌂ ╩⁸ⱷfiⱣכ ≢ ⇔

≡™╢↓≤⅜ ╘╠╣╕∆⁹∕⇔≡ ⇔≡™╢ ╛ ⌐ ∆╢ⱷfiⱣכ ₁ ─

ⅎ⁸ ⁸ ⌐≈™≡⁸ⱷfiⱣכ ≢ ⌐ ≢⅝≡™╢↓≤╙ ≢∆⁹∕⇔≡⁸

─כⱶⱷfiⱣכ♅ ╩ ⱶכ♅⁸≡⇔ ⅜ ∆╢╟℮⌐ ⌐◘ⱳכ♩⇔№℮↓

≤⅜ ╘╠╣╕∆⁹↓╣╠╩ ╕ⅎ≡⁸ ⌐ ≠ↄ♅כⱶ ─ ─ ⌐≈™≡

⇔≡ ⅜ ╦╣⁸ ↕╣√ ─ ⌐ ⇔≡⁸ⱷfiⱣכ ₁ ─ ⅜

↕╣⁸∕╣╩ⱷfiⱣכ∕╣∙╣⅜ ⇔⁸ ⌐ ⅛™╕∆⁹ 

 ↓─╟℮⌂ ℮⧵ⱶ╩≈ↄ╢↓≤│⁸כ♅⌂ ⌂↓≤≢│⌂╡╕∑╪⁹ ⅎ┌⁸

₁─ ⅜⁸ ≤⇔≡ ⱶ≤⌂∫≡™ↄ⌐│⁸כ♅⁸⇔ ─╟℮⌂ⱪ꜡☿☻╩ ╢

≤™╦╣≡™╕∆5 ⁹ 

ᵑ forming ⱷfiⱣכ⅜ ─ⱶכ♅⁸⇔ ╛ ╩ ∆╢ ⁹⅔

™─↓≤╩╟ↄ ╠⌂™ ⁹ 

ᵒ storming ─ⱶכ♅ ╩ ∆╢▪ⱪ꜡כ♅╩ ∆╢ ⁹ⱷfiⱣכ

≢ ⅎ╛ ⅜┬≈⅛╡ ℮ ─ ⁹ 

ᵓ (norming) ─≡⇔≥ⱶכ♅ ╛ ⅜ ↕╣╢ ⁹ⱷfiⱣכ⅜

⅔ ™─ ⅎ╩ ⇔⁸ ⅜ ∆╢ ⁹ 

ᵔ (performing) ≡⇔≥ⱶכ♅ ⇔⁸ ╩ ∆╢ ⌐ⱶכ♅⁹ ⅜

─ⱶכ♅⁸╣╕ ⅜ ⌐ ⅛℮ ⁹ 

√∟│⁸≢⅝╢∞↑ ↄ ⌐ ⇔≡⁸ ─╟℮⌂ ⱶכ♅⌂ ╩ ℮

─ⱶכ♅℮⁸╟╢⅝≢⅜≥↓ ≤⇔≡─ ╩ √⇔⁸ ⌐ ╩ⱪ♇◦כ♄כꜞ≡∂

∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

                                                           
5 Tuckman, B. W（1965）Development Sequence in Small Groups. Psychological Bulletin, 63 pp.284-399. 
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⇔⅛⇔⁸√≤ⅎ ⌐ ⇔√≤⇔≡╙⁸ √⌂ ─ ⌂≥⌐╟∫≡ ┘

⌐ ╢ │⌐ⱶ₉כ♅℮⁹₈╞⇔≢╢№╙ │⌂ↄ⁸ ⅎ∏ ╩ ⅝╦╘⌂⅜╠⁸

ⱷfiⱣכ ₁ ⅜⌂╪╠⅛─▪◒◦ꜛfi╩ ↓↕⌂↑╣┌⌂╡╕∑╪⁹ 

─ⱶכ♅⁸│≥₉◒כⱶ꞉כ♅₈ ╩ ∆╢↓≤╩ ⇔≡⁸↓─╟℮⌂ ─

⌐ ∂≡⁸ⱷfiⱣכ ─ ╩ ↕∑⁸ ╩ⱶכ♅╢∆ ∆ ≢№

╢⁸≤≤╠ⅎ╢↓≤⅜≢⅝╕∆⁹ 

 

（２）効果的なチームを作るために 

╩ⱶכ♅⌂  כⱶⱷfiⱣכ♅⁸│⌐╘√╢ ⅜⁸ ⱶכ♅⌂℮╟─ ╩▬ⱷכ

☺⇔⌂⅜╠⁸ ╩ ⇔≡™ↄ ⅜№╡╕∆6 ⁹ 

ᵑ リーダーシップが発揮されるチーム： ─ ⌐ ∆╢ ה ╩ ∫≡™

╢ ⅜⁸ ⌐ ∂≡ ╩ ╛כⱶⱷfiⱣכ♅⁸⇔ ╩ ⌐ ⇔╕∆⁹↓

│ⱪ♇◦כ♄כꜞ─ ⌂╙─≢│⌂ↄ⁸ ⌐ ∂≡ ⱷfiⱣכ⌐ ↕╣╕

∆⁹ 

ᵒ 環境の変化に対して順応性のあるチーム：↕╕↨╕⌂ ─ ⌐ ⱶⱷכ♅⁸≡∂

fiⱣכ⅜∕─ ╩ ⇔⁸ ╩ ⇔⁸ ⌐ ⇔╕∆⁹ 

ᵓ メンバー間で相互の活動を評価し合えるチーム： ─ⱷfiⱣכ♅⅜כⱶ─√╘

⌐ ∫≡™╢↓≤⁸ ™ ╛ ╩ ╘≡ ⌐ ⇔╕∆⁹ 

ᵔ 必要に応じて他のメンバーの活動をフォローできるチーム： ─ⱷfiⱣכ┼─

─ ⌂ ╛⁸ ⌂ ⅜№∫√ ⌐│⁸ ⌐ ⇔╕∆⁹ 

ᵕ メンバーからの情報を受け入れることのできるチーム：♅כⱶ≢─ ⌐⅔™≡

⌂≥⅜ ⇔☻♩꜠☻⅜ ↄ⌂∫√ ≢№∫≡╙⁸ ─ⱷfiⱣכ⅛╠─ ╩ ⅎ

∏ ↑ ─ⱶכ♅⁸╣ ╩ ⌐ ⅎ╕∆⁹ 

 ∕⇔≡⁸↓─╟℮⌂ ≢ⱶכ♅⁸│ ℮ ╛∕╣╩ ╡ ↄ ⁸∕─ ⱪ꜡☿

☻⌂≥⌐ ∆╢ ⅜ ↕╣≡™╢↓≤ ⱷfi♃ꜟה⸗♦ꜟ─ כⱶⱷfiⱣכ♅⁸

⅛╠─ⱷ♇☿⁸╩☺כ ↑ ⅜ ⌐ ↑ ╡ ⇔√↓≤╩⁸ ╡ ⅜⇔∫⅛╡≤

∆╢↓≤ ◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi כⱶⱷfiⱣכ♅≡⇔⧵⁸ ⅜⅔ ™─ ╛

                                                           
6 E. Salas, M. Rosen, C.S. Burke, G.F. Goodwin(2009)The Wisdom of Collectives in Organizations: An 
Update of the Teamwork Competencies(E.Salas, G.F. Goodwin and C.S. Burke,Team Effectiveness In 

Complex Organizations: Cross-Disciplinary Perspectives and Approaches, Routledge, London) pp.39-79. 
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⌐ ╩ ∑№℮↓≤ ─ ⌐╟∫≡⁸╟╡ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢≤↕╣

≡™╕∆⁹ 

 

（３）個々人が経験から学ぶ/ 経験から学ぶ組織をつくる 

 ₈ⱷfiⱣכ ≢ ─ ╩ ⇔№ⅎ╢♅כⱶ₉╛⁸₈ⱷfiⱣכ⅛╠─ ╩ ↑

ⱶ₉⅜⁸כ♅╢⅝≢─≥↓╢╣ ⱶכ♅⌂ ╡─ ≤⌂∫≡™╢↓≤│ ⇔╕⇔

≢ⱶכ♅⁸⌐℮╟─↓⁹√ ∫√ ─₈ ⅜כⱶⱷfiⱣכ♅⁸≡™≈⌐₉ ⌐

⇔⁸№╢™│∕─ ─ ╩ ™⁸ ─ ─№╡ ╩ ⅎ╢⌂≥⁸ ↄ ↄ₈ ╡

╢₉↓≤⅜ ≢∆⁹₈ꜞⱨ꜠◒◦ꜛfi₉≤ ┌╣╢↓─╟℮⌂₈ ≤─ ₉7

╠─ ⌐ ∆╢ ™ │⁸ ꜠ⱬꜟ≢╙ ꜠ⱬꜟ≢╙ ≢№╢≤ⅎ╢≢⇔╞℮⁹ 

 √∟│⁸ ⌂ ╩⇔⁸∕─ ╩ ╡ ╡⁸ꜞⱨ꜠◒◦ꜛfi∆╢↓≤⅜ ≢

№╢≤ ╦╣≡™╕∆⁹↓─ ⌐╟∫≡⁸ ╠╣√╙─╩ ╛ ⌐ ≤⇔ ╖⁸∕

⇔≡∕╣╩ √⌂ ≤⇔≡ ⌐ ⇔≡™ↄ↓≤≤⌂╡⁸ ╩ ∂√ ₈

₉ ╩ ℮↓≤≤⌂╡╕∆8⁹ 

 ∕─ ⁸ ꜠ⱬꜟ─ ≢│⁸ ╩ ℮ ╩ ⌐ ↑╢↓≤╛⁸╕√∕─

─ ╩ ⌐≤≥╘≡⅔ↄ↓≤╙ ≢⇔╞℮⁹↓─ ╖│⁸ ₁─ ⅜ ↄ

╛ ה ⌂≥─ ╛⁸∕─ ∕─╙─⅜⁸ꜞⱨ꜠◒◦ꜛfi─ ≢№╢

≤ ⅎ╕∆⁹ ╩ ∆╢↓≤⌐╟╡ ╩⅔↓⇔⁸╕√ ╩ ↄ↓≤⌐╟∫≡

─ ╩ ∫≡™╢≤ ⅎ╢⅛╙⇔╣╕∑╪⁹↓─ ─ │⁸ ╠─ ╩ ╘╢√╘

⌐╙ ⌂╙─≢№╢↓≤╩ ⇔√™╙─≢∆⁹ 

 ≢⁸ ꜠ⱬꜟ⌐⅔™≡╙⁸ꜞⱨ꜠◒◦ꜛfi│ ⌂ ╖≢∆⁹ ꜠ⱬꜟ─

╙≥כⱶⱷfiⱣכ♅╩ ⇔⁸╕√⁸ ─כⱶⱷfiⱣכ♅─ ⌂≥⌐ ⇔≡╙ ⇔№

                                                           
7 Schon,D.A., The Reflective Practitioner:How  Professionals Think in Action, Basic Books, 

1984 .fi, D.Aכꜛ◦ / ה ₐ ─ Ί │ ⇔⌂⅜╠

ⅎ╢ₑ╝╖╢ , 2001  
8 Kolb, D.A.(1984) Experiential  Learning: Experience as the Source of Learning and 

Development, Prentice - Hall  
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─ⱶכ♅⁸≡∫╟⌐≥↓℮ ╛ ╩ ─ⱶכ♅⁸⅝≢⅜≥↓╢∆ ≢ ╠│≥

─╟℮⌂ ╩≤╢ ⅜№╢─⅛⁸ ∆╢ ⅛╡╩ ╢↓≤⅜≢⅝╕∆⁹ 

↓─╟℮⌂ ꜠ⱬꜟ≤♅כⱶ꜠ⱬꜟ─ꜞⱨ꜠◒◦ꜛfi╩╟╡ ⌐ ℮↓≤⌐╟∫

≡⁸ ⅛╠╟╡ ↄ─↓≤╩ ┬↓≤⅜≢⅝╢≢⇔╞℮⁹⸗♦ꜟ ⌐⅔↑╢ꜚ►◐↕

╪╛◘♅◄↕╪⌐ ∆╢ │⁸ⱪ꜡☺▼◒♩─⸗♦ꜟ◔כ☻⌐ ∆╢↓≤⌐╟╡⁸

╟╡ ↄꜞⱨ꜠◒◦ꜛfi╩ ℮ ╩ ╢↓≤⅜≢⅝⁸ ─ ╙ ╕∫≡™∫√≤ ⅎ

╢≤ ™╕∆⁹ 
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8-3 本プロジェクトの到達点と課題 

 

 ⸗♦ꜟ ─ ≤ ╠╣√ ⁸∕⇔≡ ─ │ ↄ№╡╕∆⅜⁸↓↓≢│

⌐ 3≈─ ⅛╠⅔ ⅎ⇔√™≤ ™╕∆⁹ 

（１）モデル事業においてツールを使って情報共有が行われたことの意義 

 ╕∏ 1⌐⁸⸗♦ꜟ ╩ ∂≡ ⱡ₉ꜟכ♠₈─≤⌂♩כ╩ ⇔≡ ╩

℮↓≤≤⌂╡╕⇔√⁹↓─ │⁸ ─ ⌐╕≤╘╢↓≤⅜≢⅝╕∆⁹ 

① 本人の生活全体像を把握しようとする動機付けが高まったこと 

 ∆═⅝ ╩⇔∫⅛╡ ⇔⁸ ⌐ ∕℮≤∆╢ ╖⌐╟∫≡⁸ ╛

─№╡╟℮╙ ╗ ─ ─ ╩⁸ ⅜ ⌐ ⇔╟℮≤∆╢ ↑

⅜ ╕∫√⁹ 

② 実際に本人の全体像の把握がしやすくなったこと 

 ↕╣√ⱡכ♩╛◘ⱴꜞכ╩◔▪ ≢ ∆╢↓≤⌐╟╡⁸ ⅜№╢

╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢╟℮⌐⌂∫√⁹ ⌐╟╢ ⌂ ⅜ ⌂ ─ ₁─

⁸ ╛ ⌂≥─₈ ₉╩ ↕∏⌐≈⌂⅞ ╦∑╢↓≤≢⁸ ─₈ ₉╛

₈ ₉⌐ ⇔≢╙ ≠ↄ↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

③ 医療的ケアの注意事項や手技の確認の場となったこと 

 ⌐◔▪ ─ ⌐⅔↑╢ │⁸ ◔▪─ ╛ ─ ─ ≤⇔

≡ ⇔℮╢↓≤⅜ ↕╣≡™╢⁹ ⌂ꜞ☻◒╩ ⅎ╢ ─ ₁⌐≤∫≡⁸↓─╟

℮⌐ ≢ꜞ☻◒⅔╟┘ꜞ☻◒┼─ ⅜ ↕╣⁸╕√∕╣⅜ ≢│⌂ↄ

⌐ ╦╣╢↓≤─ │ ⅝™⁹ 
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④ 利用者・援助者双方の変化に応じた対応ができること 

 ─ ⌂≥│ ⌐│ ⌐ ∆╢ ╙№╣╣┌⁸ │ ₁⌐

⇔≡™ↄ↓≤╙№╢∞╤℮⁹ ⌂ ─ ╖⅜№╢↓≤⌐╟∫≡⁸↓─╟

℮⌂ ─ ─ ╩ ⌐ ⇔≡ ╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹╕√ ─

╛ ⅜№∫√≤⇔≡╙◔▪─ ╩ ה ↕∑╢√╘⌐╙ ≢№╢↓≤⅜ ↕

╣√⁹ 

⑤ 日々の記録の蓄積とその共有の「ツール」による全体像把握の促進が行われたこと

（連絡ノート） 

 ╕≢│⁸◔▪ ↔≤─ ╩ ∆╢─╖≢№∫√⅜⁸⸗♦ꜟ ≤⇔≡ ╡

╖ ╘≡ ⁸ ⅜ ∫√◔▪─ ╛∕─ ≢─ ─ ╛ ™⌐ ∆╢ ≠

⅝╩ ∆╢₈ ⱡ₉♩כ╩ ⇔√⁹↓─ⱡ⁸│♩כ ≢ ∆╢ ⁸

≢ ∆╢ ה ─ ⅜ ⇔⁸ ─ ╛ ⌂ꜟ♃כ♩─

╛ ─ ⌐≈™≡⁸∕╣∙╣─ ⅜  ⁹√∫⌂≥ꜟכ♠╢⅝≢⅜≥↓╢

ᵖ 利用者とケアの全体像の振り返りによる「本人の意思」に基づくケアの追究が行われ

たこと（サマリー） 

 ⅎ┌⁸◘♅◄↕╪─ ≢│⁸3◌ ⌐ 1 ─Ɑכ☻≢◔▪ ⅜ ↕╣⁸3⅛

─ ╩ ╡ ╡₈◘ⱴꜞ₉כ╩ ∆╢╟℮⌐⌂∫√⁹◘ⱴꜞכ ╩ ∂≡⁸

─ ─ ≤≤╙⌐⁸ ⅜≤╠ⅎ√ ─ ╛ ⁸∕⇔≡ ⅎ ╢

─₈ ₉─ ╛ ╩ ℮↓≤⅜≢⅝√ ⅜ ⅎ╢⁹↓─↓≤⌐╟╡⁸∕╣∙

╣─ ⅜ ∂ ╩ ∟⌂⅜╠ ∆╢↓≤⅜≢⅝⁸╟╡₈ ─ ₉⌐ ≠↓

℮≤∆╢ ╙ ╕∫≡™∫√≤ ⅎ╢⁹ 
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≤⇔≡ ≤ ∂╢ │≥╪⌂ ≢⇔╞℮⅛⁹ │

⌐ ה ╩ ↑≡™╢↓≤╙№╡⁸∕↓⅜ ╣╢≤ ™

╩ ∂╕∆⁹ 

∕─ ╩ ∆╢√╘⁸ ⅜ ≢ ╩∆╣┌ ™⅛╩ ∆

╢↓≤│⁸ ≤⇔≡─ ⅝⌂ ≤ ⅎ╕∆⁹ 

ₐ ☻ⱦכ◘ ⅜ ⇔ ∆╢ₑ ↄ ↄ ≢∆⅜⁸∕

↓╕≢ ⇔√ ⇔│ ₁ ⇔™ ╙№╡╕∆⁹ ∏│

⅜ ⌐ ה≥↓℮ ≤ ℮↓≤╩ ≢╕≤╘⁸ כ◘

ⱦ☻ ≤─ ─ ≢ ⅎ╢↓≤⅛╠ ╘╕⇔╞℮⁹ 

└≤≈─ ∞↑≢ ⅎה ╪≢™√↓≤⅜⁸ ─▪♪Ᵽ

▬☻ Ᵽ♇◒▪♇ⱪ ╩ ↑╢↓≤≢ ⅜ ⌐⌂╡⁸ ה

⌂ ⌐ ⅜╡╕∆⁹ 

 

（２）本人や家族の「意思の形成」を支援し共有することの大切さ 

 ⅎ┌⁸◘♅◄↕╪│↓─ ⁸ ה ≤™℮ ≈─ ≤ ≢

─ ─ ⅜№╡╕⇔√⁹∕⇔≡∕─₈ ₉╩ ⌐⁸ ─∕╣∙╣─

╛∕╣⌐ ≠ↄ ─◔▪⅜ ╦╣≡⅝√≤ ⅎ╕∆⁹ 

 ∕─√╘⁸₈ ≢─ ╠⇔₉≤™℮ │№∫√╙──⁸∕─ ≢ ≥─╟℮⌂

☻♃▬ꜟ╩ ⇔≡™ↄ─⅛⌐≈™≡─⁸ ה ה ─◖fi☿fi◘☻⅜

⌐ ╠╣≡│™╕∑╪≢⇔√⁹∕─↓≤⌐╟╡⁸ √∟│₈ ─ ┼─ ╡₉

₈ ─ ™⌐≈™≡─ ⇔ ™─ ₉₈ ─ ─ ₉₈ ─◖fi☿fi

◘☻─ ₉⌂≥⌐≈™≡ ╩ ∟⌂⅜╠ ╩ ∫≡™╕⇔√⁹ 

 ↓─◖fi☿fi◘☻⅜ ╠╣⌂⅛∫√╙∫≤╙ ⅝™ │⁸ ⅜ ≢№∫√

⅜ ⌂∫≡™√√╘≢№╢↓≤│ ℮╕≢╙№╡╕∑╪⁹ ─ ⌐│₈ ⅜ ⇔

≡⅛╠ ─ ─№╡ ╩ ∆╢₉≤™℮↓≤⅜ ⌐ ↕╣╢⌂⅛≢⁸∕─

∕─ ≢─ ─ ╩ ∆◔▪─╖⌐ ⅜ ⅛™⁸∕─ ─ ⌐≈™≡

⅜ ⅎ╢ │ ↕╣⌂⅛∫√≤ ⅎ╕∆⁹ 
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 ⇔⅛⇔⁸ ╡ ∫≡╖╢≤⁸№╢ ⁸№╢ ⌐ ∂√ ⅜ ⌐ ↕╣≡

™⌂ↄ≤╙⁸ ⌐ ≤∆╢ ╠⇔ ─▬ⱷכ☺─ │⁸ ה ┘

≢⅔↓⌂∫≡⅔ↄ↓≤│ ⌂ ╡ ╖∞∫√≤ ⅎ╢≢⇔╞℮⁹ ⌐↓─▬ⱷכ☺

╩ ╘≡⅔ↄ↓≤⌐╟╡⁸ │ ╩ ┘⌂ↄ≤╙⁸ ⌂◔▪ ╛◘ⱴꜞכ─

╩ ∂≡Ⱪꜝ♇◦ꜙ▪♇ⱪ⅜ ╠╣⁸ ₁⌐ ─ ╠⇔ ⌐≈™≡ ╛ ⧵ה

⇔≡ √∟╙ ╩ ┘≡ ⅎ╢↓≤⅜≢⅝√≤ ╦╣╕∆⁹ ╙⁸ ╙⁸

╛∕╣⌐ ℮ ─ │╙∟╤╪─↓≤⁸ ╛ ⌐ ℮ ₁⌂ ─ │⁸

₈ ╘≡₉─ ≢∆⁹∕─√╘⁸∕─ ─ ╛ ─ ≢⁸ ╩ ⅎ√ ⌂

─₈ ₉╩ ∆╢↓≤│ ⇔™╙─≢∆⁹∕╣╝ⅎ⁸ ה ≤⁸↓╣╕≢

╦∫≡⅝√ ₁⌂ ≤⅜⁸ ╛ ─₈ ₉╩ ∆╢↓≤╩ ∆╢↓≤⅜

⌂─≢│⌂™≢⇔╞℮⅛⁹ 

 ⸗♦ꜟ ─ ╡─ ≢│⁸ ≥╪⌂₈ ≢─ ╠⇔₉╩ ∆─⅛⁸∕─√╘

⌐│≥─╟℮⌂ ╛ ─ ╩⇔≡™↑┌╟™─⅛⌐≈™≡─ ⌂ ⇔ ™

⅜≢⅝⌂⅛∫√≤─ ⅜№╡╕⇔√⁹ ≢ ─₈ ₉⌐≈™≡ ╩ ™⁸

ה ─ ╩ ™⁸∕╣⌐ ≠™≡ ⅜ ⌂ ╩ ∆╢↓≤⅜

≢№╢≤™ⅎ╢≢⇔╞℮⁹ 

 ⌐≤∫≡│⁸₈ ─ ₉│ ╘⌂™ ╙№╡╕∆⁹⇔⅛⇔⁸

∞⅛╠≤ ∫≡∕─ ≢─ ╛ ─ ─ ≢─ ╠⇔ ⌐ ⇔√

╩⇔≡™↑┌⁸ ─ ╛ │ ╙⇔ↄ│ ─ ╩√≥╢↓≤⌐╙

⌂╡⅛⌡╕∑╪⁹∕─↓≤╙ ⌐ ™≡⁸ ╛ ─₈ ─ ₉╩ ⇔⁸

⌂ ╩ ∫≡™ↄ↓≤⅜⁸ ─ ⌐⅔™≡│ ⌐ ⌂ ≢№╢

≤ ⅎ╠╣╕∆⁹ 
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「なぜ連携が必要なのか」 
 

◔▪╩ ⅜≥↓╕≢ ℮─⅛⌐≈™≡ ₁⌂ ╩ ⅝╕

∆⁹ ≈⌐│ ≢ ∫≡™╢◔▪│ ≡ ⅜╛╢═⅝≤™∫

√ ≢∆⁹∕℮⇔√ ⅜ ⇔™⅛≥℮⅛│ ⌐⇔≡⁸ ≢│

─ ∫≡™╢ ≡─ ◔▪╩ ℮ ⌐ ╢ ╛ │

⅝™─≢│⌂™⅛≤ ⇔╕∆⁹╕√⁸ ⌐ ≡─ ◔▪╩

℮ ⅜™√≤⇔≡╙⁸ ⌐ ∫≡ ⌐ ◔▪╩

≢⅝╢ ⌐│⌂╠⌂™╟℮⌐ ™╕∆⇔⁸ ◔▪╩ ≤⇔≡

™╢ ↄ─ ╩☻ⱦכ◘⌐ ↑╢─╙ ⇔™╟℮⌐ ™╕∆⁹ ⁸

₈ ≤⇔≡ ≢│⌂™ ₉≢№╢ ─ ╛ ─ ™

≡ ⌐╟╢ ╩╙₈ꜞ☻◒⅜ ™₉₈ ∞₉≤™∫√ ≢

╩ ∆╢ ╙№╡╕∆⁹ 

 ≥℮∆╣┌ ◔▪╩ ≤⇔≡™╢ ⌐ ⌂◔▪╩ ↑╢

⅜≢⅝╢≢⇔╞℮⅛⁹ √∟─ ⅎ│₈ ₉≢∆⁹ ≤│ ⌐

ↄ∆╢↓≤≢│№╡╕∑╪⁹ ⅎ╢⌂╠┌ ⅜ ≤⇔≡™╢ 10

─Ɫכ♪ꜟ╩ 1 ≢ ⅎ╢─≢│⌂ↄ⁸10 ≢ ⅎ√™≤ ℮─≢

∆⁹ ─ ∫≡™╢ ◔▪∆═≡╩ ℮≤™℮ │ 10─Ɫכ

♪ꜟ╩ ∞↑≢ ⅎ╟℮≤∆╢╛╡ ≢∆⁹ ⁸ ─ ⌐

╙ ∆╢ ⌐│Ɫכ♪ꜟ╩ ≈∞↑ ⅎ≡ ⇔™⁹∕─⅛╦

╡⁸∕─ ╩◘ⱳכ♩∆╢ ⅜№╡⁸ⱴ♬ꜙ▪ꜟ⅜№╡⁸

╩ ⌐ ∆╢ ╙™╢⁹10─Ɫכ♪ꜟ╩ ⅎ╢ 10─ ⅜

™╢↓≤⁸∕╣⅜ ─▬ⱷ⁹∆≢☺כ ⅜ ⅜╢↓≤≢

⅜ ⅝⌂ ≈─ ─╟℮⌐⌂╢≤ ™≢∆⌡⁹ 

 

（３）地元医療との連携体制を早期に構築しておく必要があること 

 ₈ ─ ╩ ⅎ╢ⱪ꜡☺▼◒♩₉⅜ ∟ ⅜∫√ ─ ⅛╠⁸

╩ ╘╢℮ⅎ≢─₈ ⅛№∫√ ─ ⌂Ᵽ♇◒▪♇ⱪ₉─ ⅜ ↕╣

≡⅝╕⇔√⁹↓╣╕≢─ ⌐╙№╢╟℮⌐⁸ ⌐⅔↑╢₈⅛⅛╡≈↑ ₉─ ⅜

↕╣⌂⅜╠╙⁸ ─ ╛ ─ ⌂≥⌐╟╡⁸ ™ ∆╢↓≤│≢⅝

╕∑╪≢⇔√⁹ 

 ↓╣╕≢─ ╩ ∂≡⁸ ─ ⁸ ⌐⅔™≡│ ⅛№∫√ ⌐
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│∆←⌐ ⅜ ⇔⁸ ⌐⅛⅛╢ ⌐│ ╛ ⌐ ⇔√ ─

╩ ∆╢ ⅜ ↄ⁸ ─ ≤─≈⌂⅜╡⅜⌂™╕╕ ╩ ↔∆

⅜ ™↓≤⅜╦⅛╡╕⇔√⁹∕─√╘ ╩ ⅞≡ ─ ╩☻ⱦכ◘ ⇔≡

╠∆╟℮⌐⌂╡⁸ ⌐ ™ ⌂◔▪⅜ ⌐ ⌐⌂∫≡ ╘≡⁸ ─

─ ⅜ ╠⅛⌐⌂╡╕∆⁹⇔⅛⇔⌂⅜╠⁸ ─ ╛ fiꜛ◦כ♥☻

⌂≥╙⁸↓╣╕≢ ↄ⅛⅛╦╡⅜⌂™ ╩ ↑ ╣ ⌂ ◔▪╩ ℮

√╘⌐│⁸∕╣⌂╡─Ɫכ♪ꜟ⅜ ∆╢≢№╤℮↓≤│ ╘╕∑╪⁹ 

 ╙ ─Ɽ♃כfi│ ↕╣╕∆⅜⁸ ╩ ∆╢⌐│ 2≈─ ⅜ ⅎ╠╣

╕∆⁹╕∏⁸ ⅛╠⁸ ⌐ ∂≡ ─ ╩ ⇔√╡⁸ ╩ ⇔

√╡∆╢╟℮⁸ ⅝⅛↑╩ ℮↓≤≢∆⁹ ⌂ ╛ ⅜ ⌂ │⁸ ─

╩☻ⱦכ◘ ⇔⁸⅛⅛╡≈↑ ╛⅛⅛╡≈↑─ ╩ ∆╢↓≤╩ ╘╢↓

≤⅜ ⌂─≢│⌂™≢⇔╞℮⅛⁹ 

 ⅛╠∕─╟℮⌂₈⅛⅛╡≈↑ ₉⅜ ≢⅝≡™⌂™ ⌐│⁸ ╦╢ ⅜

─ ⌐ ╩ ╘⁸╕√ ⌐ ╠⌂™ ╩ ≈ ≈◒ꜞ▪⇔≡™ↄ╒⅛№

╡╕∑╪⁹∕─ ⌐│⁸ ─ ⌐╙ ≤ ╩ ╘╢ ⅝⅛↑╙ ⌐⌂∫

≡ↄ╢≤ ⅎ╠╣╕∆⁹ 
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主治医と地元かかりつけ医と訪問看護 

 

⌐ ╙ ⌐ⱶכⱪⱱכꜟ◓⁹╪↕◐►ꜚ╢∆ ⇔≡⇔┌

╠ↄ│ ╙ ↄ ╤℮ ─♃♄꜠╙ כⱪⱱכꜟ◓⁹√⇔╕⅝

ⱶ⅛╠ ╣√ ─ ∞↑≢⌂ↄ⁸ ↄ─

≤ ⅜∫≡™√╠ ≢∆⁹⇔⅛⇔⁸ ─ │

─ ─ ≢│№╡╕∑╪─≢⁸ ─ ╙№╡╕⇔√⁹ 

∕↓≢⁸╕∏│ ╤℮ ╩ ⌐⅔ ™∆╢↓≤⌐⇔╕⇔

√⁹ ⅛╠│ ╩ ™≡╙╠™╕⇔√⁹∕─℮

∟⁸∟╞∫≤⇔√ ⌂╠⅛⅛╡≈↑ ⌐ ⇔≡╙╠℮╟℮⌐⌂

╡╕⇔√⁹ 

⅛⅛╡≈↑ ─ ⅛╠ ╙⅔ ™∆╢↓≤⌐⇔╕⇔√⁹

↕╪╙ ─ ≤ ╦∫√ │ ⅛∫√∕℮≢

∆⁹ ₁ ╩ ∆ ⅜№╢─≢ ─ ╩⅔ ™⇔╕⇔√⁹

♩ꜝⱩꜟ╙ ⇔≡ↄ╣╕∆⁹◓ꜟכⱪⱱכⱶ≢ ⌐ ∫√

⌐│™≈╙ ⇔≡™╕∆⁹◔▪⌐ ∆╢ⱴ♬ꜙ▪ꜟ│

↕╪≤ ⇔≡ ⇔≡™╕∆⁹ │ ⅜ ⅝╕

∆⅜⁸ │⅛⅛╡≈↑ ─ ╩ ←╟℮ ⌐

⇔≡╙╠™╕⇔√⁹ 

№╢ ꜚ►◐↕╪⅜ ⌐⌂╡ ─ ┼⁹⇔⅛⇔

─ ⌂™≤─ ≢⅛⅛╡≈↑ ⌐ ∆╢↓≤⌐⌂╡

╕⇔√⁹ ↕╪⅜ ┼ ─ ╩ ⅎ≡ↄ╣╕∆⁹╕√

≢─ ╙⌐ⱶכⱪⱱכꜟ◓╩ ⅎ≡ ↕™╕⇔√⁹ 

⅛⅛╡≈↑ ⌐ √ ≢ ⌐≤∫≡╙ ⅜ ⌂⅛

∫√≤ ™╕∆⁹ 

 ╘│ ╙ ⁸⅔∕╠ↄ⅛⅛╡≈↑ ╙ ⌐╙

⅜№∫√⅛╙⇔╣╕∑╪⁹⇔⅛⇔ ⇔∏≈⅔ ™╩ ╡⁸

╩ ⅝⁸ ≢│ ⅛∑⌂™ ≤⌂∫≡™╕∆⁹ ─

│ꜚ►◐↕╪⌐╙⁸ ⌐╙⁸ ⌐≤∫≡╙ ⅝⌂

⌐ ⅜∫≡™╕∆⁹ 
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補論  利用者と援助者が協働して 

ケアの質と地域社会を 

改善するための手法 
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補-1 「学習しながら実行する」ことの基本的な考え方 

 

ⱪ꜡☺▼◒♩─₈⸗♦ꜟ ₉─ │⁸ ≢™℮⌂╠┌⁸「利用者と援助者が

協働してケアの質と地域社会を改善する」≤™℮↓≤≢⇔√⁹∕⇔≡↓╣│⁸ ╛

╙ ╘≡⁸∆═≡─ ⅜「学習しながら実行する」9≤™℮ ─ ╩≤╢

⅜№╡╕∆⁹╙∟╤╪⁸↓─₈ ⇔⌂⅜╠ ∆╢₉ ╖│⁸∆═≡─ ⌐ ╘

╠╣╢╙─≢∆⅜⁸₈⸗♦ꜟ ₉≤⇔≡№ⅎ≡ ╡ →≡™╢↓≤─ │⁸ ⌐

₈ ⇔⌂⅜╠ ∆╢₉↓≤╩ ╡ ╗↓≤⌐╟╡⁸◔▪─ ╛ ─ ╩

∆≤≤╙⌐⁸ ─ ⌐⅔™≡╙₈ ⅜ⱶ₉כ♅╢∆ ↕╣╢╟℮⁸ ╩

╙√╠∆↓≤⌐№╢≤ ⅎ╠╣╕∆⁹ 

 ₈ ⇔⌂⅜╠ ∆╢₉≤™℮ ╖│⁸ ⌐₈◔▪─ ╛ ─改善を目指す₉

≤™℮ ⅛╠ ⅎ╣┌⁸ ─╟℮⌂☻♥♇ⱪ╩ ╗↓≤⅜ ≢⇔╞℮⁹ 

ᵑ 診断： ╩ ≈ ₁⌐≤∫≡⁸ ╩ ╢℮ⅎ≢ √↕╣≡™⌂™╙

─│ ╩☼כ♬√╕⁹⅛ √∆√╘⌐ ∆╢ ─№╢ ─ │⁸≥

─╟℮⌂╙─⅛⁹ 

ᵒ デザイン： ⅛╠ ╠╣√⁸ ≢⅝╢₈ ╖₉╩ ╪≢⁸∕╣╩≥─╟℮⌐

⇔≡™ↄ⅛╩♦◙▬fi∆╢⁹ 

ᵓ アクション：◔▪─ ≢♦◙▬fi⇔√₈ ╖₉╩ ∆⁹ 

ᵔ 省察： ⇔√↓≤⁸ ⇔√↓≤╩ ╘≡⁸ ┬═⅝↓≤╩ ∆╢⁹ 

↓─℮∟⁸₈ ₉─ⱪ꜡☿☻≢│⁸ ╩ ╕ⅎ≡™╤™╤⌂ ╩ →╢↓≤

⅜≢⅝╢≢⇔╞℮⁹◔▪─ ╛ ─ ╩ ∆₈⸗♦ꜟ ₉≢№╣┌ ⌐⁸↓

─ ≤∆╢╙─│ ₁⌂ ╩ ╕ⅎ≡╟╡ ↄ ≈ ⅜№╡╕∆⁹∕⇔≡∕─ ⅛

╠₈≢⅝╢ ╖₉╩⁸♦◙▬fi⁸▪◒◦ꜛfi⁸ ⇔⁸∕⇔≡↓─◘▬◒ꜟ╩ ╙ ╡

⇔≡™ↄ↓≤⌐╟╡⁸ ⌂ ⌐╟╡ ≠ↄ↓≤⅜≢⅝╢╟℮⌐⌂╢─≢│⌂

                                                           
9
 ◄▬ⱵהכCה◄♪⸗fi♪♁fi ₐ♅כⱶ⅜ ∆╢≤│≥℮™℮↓≤⅛ₑ ⁸2014

≢│⁸₈ ⇔⌂⅜╠ ∆╢₉≤™℮ ─ ◓Ⱶfiכ♅⁸╩ ─ⱶכ♅ ╩ ⌐⇔⁸

₁⌂ ╩ ⇔⌂⅜╠ ⇔≡⅔╡⁸ ≢╙ ⇔√⁹ 
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™≢⇔╞℮⅛⁹╙∟╤╪⁸ ╛ ⌐ ⌂ꜞ☻◒⅜╙√╠↕╣⌂™ ≢⁸⅛≈

⅜ ╠╣╢ ⌐ ↕╣╕∆⅜⁸ ≤∆╢╙─╩≢⅝╢∞↑ ↄ ╖≡™ↄ⁸≤™

℮↓≤⅜⁸₈⸗♦ꜟ ₉≤⇔≡ ∆╢ ⅝⌂ ≢№╢≤™ⅎ╕∆⁹ 

 ↓╣╠─ⱪ꜡☿☻╩ ∆╢─│⁸ ╩ ≤⇔√ ╢№≢ⱶכ♅ ⁸₈⸗♦

ꜟ ₉≢№╢↓≤⅛╠⁸ ─ ⱪ꜡☺▼◒♩─♅כⱶ─ ╙ ⅝⅛∫

√≤ ⅎ╕∆⁹ ╩ ≈ ₁⅜ ≢ ⅛⌂ ╩ ╢√╘⌐│⁸╕∞╕∞

⅜ ™─⅜ ≢∆⁹ ≢⁸↓─╟℮⌂ⱪ꜡☺▼◒♩♅כⱶ ≢

─ ⌐ ╡ ╖⁸№╠╝╢ ≤ ╩ ⇔≡ ╖╩♦◙▬fi⇔⁸ ⇔

∏≈ ╖⁸ ⌐ ╡ ╡╩ ∫≡ ⇔≡™ↄ╟℮⌂ ╖⅜⁸ ⅜∫≡™↑┌╟™≤

™╕∆⁹ 
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補-2 具体的な「モデルケース」の展開方法 

 

（１）個別の生活課題をモデルにし共通目標を設定すること 

 ⌐ ╦╢ ₁│⁸ ₁√ↄ↕╪─ ≤ ⇔≡⅔╡⁸∕─ ∞↑ ₁⌂

╩ ∫≡™╢≤ ™╕∆⁹↓─╟℮⌂√ↄ↕╪─ ─ ≢₈≥─╟℮⌐ ╩ ╢

⅜№╢⅛₉≤™℮ ╩⇔≡╙⁸ ∆╢ ─꜠ⱬꜟ╛ ─ ─ ≢─ ≠↑

⌂≥⅜∕╣∙╣ ⌂╡⁸ ⌂ ⌐ ╡⅜∟≢∆⁹ 

 ꜚ►◐↕╪ⱪ꜡☺▼◒♩≢│⁸ ─↓≤⌂⅜╠₈ꜚ►◐↕╪₉─ ─ ⌐

⅝ ™⁸∕─ ≢─ ─ ╛ ─ ≠⅝╩ ∆╢↓≤⌐╟∫≡⁸ ₁

⅜ ⌂ ─ ה ה ⌐≈™≡─ ╩ ∫≡⅝╕⇔√⁹ 

 ╙∟╤╪⁸∆═≡─ ⌐ ⇔≡⁸ ─ⱪ꜡☺▼◒♩─╟℮⌐ ╩ ∆╢↓≤

│ ⅛╙⇔╣╕∑╪⁹⇔⅛⇔⁸ ─ ₁─ ⅜ ⌂ ⌐⌂╠↨╢╩ ⌂™

─ ≢│⁸≥℮⇔≡╙₈ ─ ≤─⅛⅛╦╡─ ⅛╠ ┬₉↓≤│ ⌂╙─≤

ⅎ╠╣≡⇔╕™╕∆⁹ ╩ⱶכ♅ꜟ♦⸗⌐℮╟─ ⇔⁸ ─ ┘╩ ∆╢↓

≤│⁸ ⌐ ╦╢ ≢№╣┌∞╣╙⅜ ⌐ ⇔⁸ ─ ⌐≈™≡⁸

╩ ⇔√ ⅛╠ ╡ ╡⁸ ∆╢ ⅜ ≢№╢≤ ⅎ╠╣╕∆（意図的な協働

体制の確保）⁹ 

 

（２）共通する様式を道具（ツール）として活用すること 

 ⁸ ה ≢ ⅜┌╠┌╠≢№∫√╡⁸ ⌐№√∫≡─ ⅎ ⅜┌╠

┌╠≢№∫√╡⇔√╙─╩⁸ ╙ ∆╢↓≤⌐╟∫≡ ∆╢↓≤╩ ∫≡⅝╕⇔

√⁹↓─ ╖│⁸ │≡∫≥⌐ⱶכ♅ ≤⇔≡ ≈─ ⅜№╡╕⇔√⁹ 
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 ≈│⁸ ╩ ∆╢≤™℮ ╢╟⌐ⱶכ♅⁸⅜─╙─⧵ ─╕≤╕╡╩

∫≡™∫√↓≤≢∆⁹↓╣│ ⇔╕∆⅜⁸ ≤ ─ⱶכ♅≡∫╟⌐ ⅜

₈◑ꜙ♇₉≤╕≤╕∫≡™∫√≤ ⅎ╠╣╕∆⁹ 

 ╙℮ ≈│⁸ ↕╣√ ⱶכ♅⁸≡∫╟⌐ ⅜ ∂ ╩╙∫≡ ╩ ℮↓

≤⅜≢⅝√↓≤≢∆⁹ꜚ►◐↕╪─ ™╩ ≢ ∆╢↓≤⅜⁸ ≤™℮₈ ₉╩

℮╕ↄ ∆╢↓≤⌐╟∫≡ ⌐⌂╡╕⇔√（ツールの活用を通じた協働）⁹ 

 

（３）カンファレンスの定例化によってネットワークを強化すること 

 ╩ ≡™√∞™≡╙⁸╕√ ⌐╙ ≢⅝╢↓≤≢∆⅜⁸◔▪ ⅜

─ⱶכ♅⁸≡∫╟⌐≥↓╢╣↕ ⅜ ⅝ↄ ⅝ ⇔╕⇔√⁹ ⌂ꜚ►◐↕╪─

╩ ∂≡⁸ ⅜ ╩ ℮ ⅜ ⌐ כⱶⱷfiⱣכ♅⁸≢≥↓╢╣╦

─ ⅜ ↕╣√╡⁸ ╕∫√╡⇔√↓≤≤ ™╕∆⁹ⱷfiⱣכ ≢│⁸ꜚ►

◐↕╪⌐ ╦╢ ≢─ ╖╛⁸ ⌂ ⌂≥╙ ↕╣≡™∫√↓≤≢⇔╞℮⁹↓─ ╖

╛ ─ ↓∕⅜⁸ ╩ ⇔≡™∫√⌐ ™№╡╕∑╪⁹ ─ ╛

╩ ⌐⁸ ─ⱷfiⱣכ⌐ ⇔≡ ⌐⌂╡⁸₈ ─ │⇔∫⅛╡≢⅝≡™╢₉≤™

℮↓≤╩ ⇔≡™╢∞↑≢│⁸ ─ │ ╕╣∏⁸ ⌐₈ ⅛⌂₉≤™℮

╩ ∟№℮↓≤⌐╙⌂╡⅛⌡╕∑╪⁹ ⌂ ╩ ∟⁸ ╩ ╦∑╢↓≤⌐╟∫≡

↓∕⁸↓─╟℮⌂ ╖╛ ⌂ ⁸№╢™│ ₁─ ─ ⌂≥╙ ≢⅝╢─∞

≤ ╦╣╕∆⁹ 

₈Ⱡ♇♩꞉כ◒─ ⅜ ₉≤│╟ↄ ╦╣╕∆⅜⁸ ⌐ ⌐≈⌂⅜╢─≢│⌂

ↄ⁸↓─╟℮⌐ ─ ─ ╩ ╦╡№╦∑╢↓≤↓∕⅜⁸ ⌐ ∆╢Ⱡ♇

♩꞉כ◒─ ⌐≈⌂⅜∫≡™ↄ─≢│⌂™≢⇔╞℮⅛（信頼関係の醸成）⁹ ─

╩ ╪≢™√∞™≡╙⁸∕─╟℮⌂ ⅜ ╢↓≤⅜≢⅝√≤ ╦╣╕∆⁹ 
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（４）ネットワークメンバーに新陳代謝をくわえること 

ⱶ│⁸כ♅  ⇔⁸ ∆╢≤⁸ ₁⌐ ₁⌐ ∕─╙─⅜

⇔≡⇔╕™⅜∟⌐⌂╢↓≤│⁸ ↕╪╙ ⌐╦⅛╢─≢│⌂™≢⇔╞℮⅛⁹∕╣╩

∆╢√╘─ ╩ ⌐ ╦⌂™≤⁸ ⅜─╙─⧵ⱶכ♅ ₁⌐ ה ⇔⁸

⌂ ╛◒ꜞ◄▬♥▫Ⱪ⌂ ⅜ ╦╣≠╠ↄ⌂∫≡ↄ╢≤ ╦╣╕∆⁹ 

 ─ꜚ►◐↕╪ⱪ꜡☺▼◒♩≢╙⁸ ─ ⅜№∫√─≢│⌂™≢⇔╞℮⅛⁹⇔⅛

⇔ ⌐ ∞↑≢│⌂ↄ⁸ ╛ ≡⇔≥כⱶⱷfiⱣכ♅╩ ≠↑╢↓≤⌐╟∫≡⁸

ⱷfiⱣכ ─₈ ╣₉╩ ⇔≡™∫√≤ ⅎ╠╣╕∆⁹ ⅎ↨╢ ─ ╛

─ ™─ ╩ⱷfiⱣכ─ ⌐⇔∫⅛╡≤ ⱶכ♅⁸≡∫╟⌐≥↓╢↑≠ ╙ ⅎ∏

⇔≡™ↄ─≢│⌂™≢⇔╞℮⅛⁹↓─╟℮⌂ ⌐╙⁸◔▪ ⌐ ╛ ⅜

∆╢ ╩ ╢↓≤⅜≢⅝╕∆⁹ 

 ╕√⁸ ╛ ─ ≤ ┌╣╢ ─╖≢│⌂ↄ⁸ ⌐ ⇔√ ╛⁸

≤ ∞∫√╡⁸ ⌐ ╦╡℮╢Ⱳꜝfi♥▫▪≢№∫√╡≤⁸ ≢╙™™─≢

√⌂ⱷfiⱣכ╩ ⅎ™╣⁸ ╩ ╢↓≤╙ ≢∆⁹ⱷfiⱣכ⅜ ∆╢≤

⅜ ╕∫≡™ↄ↓≤≤⌂╡╕∆⅜⁸ ⱷfiⱣכ ⌐№∫√ ⌂ ⅜ ₁⌐

╣≡⇔╕℮≤™℮↓≤│⁸ ⌐╟∫≡╙ ↕╣≡™╕∆（創造性のための新陳代謝）⁹ 

 

（５）達成感の得られる短期的目標を設定すること 

⇔√ ╩ ∆╢↓≤⁸∕⇔≡ ─╟℮⌐ ₁⌂ ≤≤╙⌐ ╩╕

╢╟⌐ⱶכ♅⁸╩≥↓╢╘≥ ⌂ ≤⇔≡ →⁸ⱷfiⱣכ ⅜ ⇔≡⅝╕⇔√⁹

│ ⌐╦√╡╕∆⁹∕─╟℮⌂ ─כⱶⱷfiⱣכ♅⁸≢ ╩ ⅎ∏ ∟ ↑

╢√╘⌐│⁸ ⌂ ╩ ⅎ⌂⅜╠╙⁸ ⌂ ╩ ⇔≡ ╖ →≡™ↄ↓

≤⁸ ↕⌂ ╛ ╩ ≡™ↄ↓≤⅜ ≢∆⁹ │⁸╖⌂↕╪√ↄ↕╪─

╩ ⇔≡ ╩ ⇔≡™⅝╕⇔√⁹↓─╟℮⌂╙─⌐ ╠∏⁸ ↕⌂
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╩ ⇔⁸ⱷfiⱣכ ₉₈√∫⅛╟≢כⱶⱷfiⱣכ♅─↓₈⅜ ╩ ∂≡ ┬↓≤⅜

≢⅝√₉₈ ∆╢↓≤⅜≢⅝√₉≤™℮╟℮⌂ ╩ ╠╣╢ ╖╩ ⌐ ∫≡

™ↄ↓≤⅜ ⌂─≢│⌂™≢⇔╞℮⅛（達成感によるコミットメントの強化）⁹ 

 

│⁸ꜚ►◐↕╪⁸◘♅◄↕╪≤™℮ ─ ╩ ≈ ⁸ ≤⁸∕─ ⁸

∕⇔≡ ⌐ ╡ ™ ╩ ℮√ↄ↕╪─ ─ ≡∫╟⌐ⱶכ♅─╪↕ ⇔╕⇔

√⁹╕∞╕∞ ⅝ ╡⌂™ ╙№╢≤ ™╕∆⇔⁸╕√⁸⅔ ─ ─ ─ ₁⌂

─ ≢│⁸ ─ ⌐│ ™╙⇔⌂⅛∫√╟℮⌂ ╛∕─ ⅜

∆╢↓≤╙ ⅎ╠╣╕∆⁹ 

 ≤╙⁸ √∟ ⌐ ╦╢ │⁸ ╛∕─ ≤ ⌐⁸∕─ ⅛╠ ┘⌂⅜

╠⁸ ─ ╩ ╘≡™ↄ ⅜№╡╕∆⁹ 
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参考資料 
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参考資料１ 「原則として医行為ではないと考えられる行為について」 
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参考資料２  
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参考資料３ プロジェクトメンバー 
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お出かけマップ当事者ワーキング委員 
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参考資料４ 執筆者 

 

  

 

 
  

    

   

   

    

    

     

 

  
  

 

  
   

 

  
  

 

  
  

   

 

 

 

 

 

 

  



154 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重い心身障害のある人々の地域生活をともに創る 
 

平成２８年３月 

 

東松山市地域自立支援協議会 

重症心身障害児・者の生活を支えるプロジェクト 

 

連絡先 東松山市役所 健康福祉部障害者福祉課 
 

 


